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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ









　銀河を股にかけ、宇宙の支配を目もく論ろんでいた銀河統一軍総司令、ハーベスト・イリュシオン総督。

　──の頭を、アキトは超巨大宇宙戦艦の司令室で踏みつけた。

　異能の力を引き出して、めいっぱい踏み潰つぶしてやると頭部を覆っていたヘッドギアが砕けて、中から焼けただれた人間の顔が出てきた。

「……貴様っ、それだけの力がありながら、何な故ぜ革命軍の味方をする……！　人類が母星に依存している限り、自ら進化への道を閉ざしているということが何故わから──」

「あーうっせうっせ、だからって地球ぶっ壊していい道理にはならないっつーの。本末転倒だろドアホが。進化進化言うならさっさと進化して地球救ってみせろよ」

　人類を宇宙移民へと昇華させ、数多あまたの星を植民地に変え、人類にさらなる繁栄を与えることこそがハーベストの目的だった。

　余命の短い地球を切り捨てるということは無慈悲に思えるかもしれないが、増えすぎた人類を地球と心中させないために、多くの星を支配し、人類を移住させることはまったくもって合理的だった。そりゃあ、土地が多ければ資源が枯こ渇かつすることもないし、戦争が起こる確率も相対的に減るかもしれない。

　問題は、移民先の星にも先住民がいたため、侵略という手段しか取らなかったこと。

　個人の優劣を選別し、劣等と判断した人類の半数に移住権を与えなかったこと。

　そしてアキトにとって気に入らなかったのは、母星……この世界においての『地球』をさっさと見捨てて破壊しようとしたことだ。

　今回アキト達が派遣された『世界』は、星が意思を持っているらしく、話をすることができる。散々人類のために身を削ってきた地球を切り捨てるのはいかがなものか、というのがこの世界の問題だった。

　最初は、別にいいじゃん、とアキトも思った。だが、「私は人間を恨うらんではいない。子を恨む母がどこにいよう」という星の声を聞いてしまったがために、気が変わってしまったのである。住めなくなったからってわざわざ破壊するなよ。せめて余生ぐらい穏やかに送らせてやれよ。

　あとできれば、なんとかして救ってやれよ。そう思ったのである。

　アキトは、世界のために犠牲になろうとする個の存在を見捨てることはできないのだ。

「貴様らがどう足あ搔がこうとも、地球の死滅は止められない……！　手遅れなのだっ、何な故ぜそれがわからない！」

「わからないわからないって、進化放棄してんのはどっちだよ」

　総督を踏みつけたまま、アキトは革命軍からもらったインカムで仲間に連絡を取った。

「幼女、そっちはどうなってる」





　　　☆






　──革命軍銀河船団、トップバトルシップ船内、ワープシステム管制室。

　人工知能、ソラは幾万というホログラムパネルに囲まれながら、静かに目を開いた。

　目の前に一枚パネルが出現し、アキトの顔が映し出される。

「じゅんちょー、ワープシステム、全すべて問題無し」

《少しでも誤差があると太陽系ぐちゃぐちゃになるんだろ？　本当に大丈夫なのか？》

「……多少の被害、仕方ない」

《おい》

「防衛、眼鏡の役割。ソラの役割、恒星を転移させるだけ」

《……マジで今回はお前にかかってるんだぞ、頼むからな？》

「むぉ。アキトがソラに頼ってる。勝った」

《……失敗したらお前の負けだかんな》

「任せろ、心配ない、問題ない」

　口を三角形にしながら、ソラがぐっと拳こぶしを握る。

　その時、ソラの右前方に新しいホログラムパネルが出現して、巻き貝が両サイドにくっついたみたいな髪型をした女性の不安そうな顔が映し出された。

　革命軍のトップ、フレイア姫だった。

《あの……再三同じ事を聞いてしまって心苦しいのですが……本当にできるのですか？》

　フレイア姫が映ったパネルに目を向けずに、演算を続けながらソラは目を閉じた。

「できる。この世界の問題は、地球の寿命じゃない。恒星、つまり太陽の寿命。エネルギーが減ってきた恒星は膨張する。膨張した恒星に地球が飲み込まれるのは時間の問題」

《それは、わかっていますが……》

「さすがのソラも、恒星の寿命を延ばすことはできない。だから──入れ替える」

　閉じていた目を薄く開き、目の前のパネルに視線を向ける。

　パネルには、太陽系の中心にある太陽と、遙はるか銀河の彼方かなたにある条件に合った恒星が映し出されていた。

　ソラがしようとしているのは、恒星と恒星を入れ替えるということだった。

　死滅しようとしている太陽と、どっか遠くの太陽に似た恒星を入れ替えることで太陽系を存続させることが、アキト達のこの世界の救い方だった。

　トップバトルシップの船外には、革命軍及び数多あまたの宇宙船団が協力して膨張した太陽を囲んでいた。ここに集まった数百万隻の船で一斉にワープを行い、太陽を遠くの宇宙へと移送するのである。












「──だいじょーぶ。システムの完成に一〇年かけた。ぜったい、だいじょーぶ」

　ソラは不安げなフレイア姫に、グッと親指を立てた。





　　　☆






　──革命軍銀河船団、地球防衛システムの中央部には、黒い人ひと型がたが謎なぞのポーズを決めて立っていた。

「フッ──このカズヤ・キリシマに不可能はぬぁい！」

　ワンオフ愛機『ブラックハイドランジア』のコックピットで、キリシマはバッと両手を広げたかと思えばサッと眼鏡を指で押し上げる。

《……だといいけど》

　アキトから入ってきた通信に、キリシマは不敵に笑ってみせた。

「ふんッ、この私と何度も相あい対たいしておきながら信じないというのかね？　地球上の生物を恒星転移の影響から守ることなど造作も無い」

《お前のロボの硬さは知ってるけどさ……今回は規模がでかすぎていまいち信しん憑ぴよう性せいがわかないんだが……？》

「前にも言っただろうッ、このブラックハイドランジアは太陽の中でも無傷でいられると！　それを実現させるのは圧縮性ダークマターで作られた装甲だけではない！　相転移フィールドを応用した神の如ごとき盾、ディバインシールドによる力なのだよアキト君！」

《…………》

「このシールドで地球全体を包み込めば外部からのいかなる影響も受け付けぬ絶対の守りとなろう！　つまりこの私、カズヤ・キリシマが──」

　ドヤ顔を炸さく裂れつさせていたら、いつの間にかアキトとの通信が終了していた。

　若干目元をひくつかせながらも、キリシマは深くコックピットの座席に背を預けた。

「やれやれ、これだから非インテリはいかんな……素直に今回の救済は私の実績が全すべてだと認めればいいものを」

《否定。本作戦で最も貢献しているのは人工知能『ＳＯＲＡ』であると推定する》

　愛機ブラックハイドランジアのサポートＡＩにすら否定されて、キリシマは口元を痙けい攣れんさせた。

「……っ、せ、星転ワープシステムの開発は認めてやらんでもないが、アレを発想したのはアキト君であって、ソラ君ではないだろう？　それに彼女は開発に一〇年かけた！　私はわずか三年で防衛システムを完成させ、私一人が地球を守るのだ！　誰がなんと言おうとＭＶＰは譲らんッ！」

《否定。防衛システムは地球のエネルギー無くして機能しない。防衛のための労力の五〇％は地球の自己防衛である》

「っ！　な、納得がいかん……！　私だって銀河大戦に愛機で参加したかったのに我慢して地球に引きこもってがんばってたのだぞ！　ええい聞こえているか自称神よ！　今回は私に一〇〇点満点をよこしたまえ──！」

　コックピットでじたばたするキリシマの訴えに対して、神が答えることはなかった。





　　　☆






　──地球。オーストラリアのエアーズロック。

　堕天使長ヴェンデッタは空を埋め尽くさんとしている赤く巨大な太陽の下で、星のささやきに耳を傾けながら、下唇を嚙かんだ。

「……本当に、これでいいのですね？」

　ヴェンデッタが語りかけると、頭の中に威厳のある声が返ってくる。

【──もちろんだ。私もこれ以上、自らの崩壊に家族を巻き込みたくはない】

　それは地球の声ではなく、地球を照らす恒星──太陽の声だった。

「あなたに待っているのは、孤独な死です。宇宙の果ての何もない場所で、たった一人で眠りにつくのですよ……誰からも感謝されずに」

【星は感謝されるために生まれてくるのではない。ただそうあるように生きて、そうあるように死んでいくだけだ。星とはそういうものだ。本来ならば地球を巻き込むことも、そうあって然しかるべきだと思った。恒星の死が惑星の死でもあるというのは、星々にとって当たり前のことだった】

「…………」

【この考え方を変えた……この世界で星が意思を持つ理由を教えてくれたのは、君だ。ヴェンデッタ……ありがとう】

　太陽からの感謝の言葉に、ヴェンデッタはわずかに動揺した。

「わたくしは……ただ自分の目的のためにこの世界を救わなければならなかっただけで……感謝されるようなことは」

【君の呼びかけのおかげで、星々の協力を得られたのだ】

　太陽の言う通りだった。今回の世界でのヴェンデッタの役割は、『星々の説得』だった。星と語らい、協力を得るのが彼女の仕事だ。

　太陽に孤独な死を与えることを了承させたのも、遙はるか彼方かなたの恒星に太陽の代わりを担ってもらえるように説得したのも、彼女の功績だった。

　そして、太陽のワープのために数多くの銀河船団が集まったのもヴェンデッタのおかげだ。数多あまたの銀河の星々に語りかけ、星間移動のできる文明レベルの生命体に協力してもらえるように、一〇年かけて説得したのである。

　多くの星の生命体は、人の言葉には耳を傾けずとも、星の言葉には付き従うものだった。

　この世界、この宇宙では、生命にとって自らの母星は神に等しい。

　星々の言葉に従い、数百の銀河船団が集まったのである。

　地球という小さな星を救うためだけに。

【それに私は孤独ではない。多くの星々と語らうことができたのだから】

　太陽の言葉の後に、協力してくれた数多あまたの星々の言葉が頭の中に入ってくる。

　それはまるで、祝うような、送り出すような優しい声達だった。

【よき旅を】【よき死を】【私は君の輝きを忘れない】【遠くから見ていたよ、とても綺き麗れいだった】【君の死が、新たな家族を生み出すだろう】【お疲れ様、兄弟】




【君の家族は、責任をもって僕が照らそう】




　ヴェンデッタが説得した星々と、最後に太陽の代わりを名乗り出てくれた恒星の声を聞いて、ヴェンデッタは顔を上げて太陽を見上げた。

　赤黒く、大きく雄々しい、死にゆく太陽を見上げた。

【……地球を、私の家族を、よろしく頼みます】

　ヴェンデッタは確かにその声を……太陽の願いを聞き届けた。





　　　☆






　──遙はるか彼方かなたの銀河系。地球よりも一回り小さく、文明レベルはさほど高くない惑星。

「…………」

「…………」

　エイリアンは、六畳間から持ってきた小さなちゃぶ台の前にちょこんと座りながら、この惑星の知的生命体の女王と向き合っていた。

　エイリアンがちゃぶ台の湯飲みを手に取ると、向き合っているイカのような形をした生命体も吸盤のついた触手で湯飲みを包んだ。

　ずずずずず……。

　二人して、グロテスクな形をした宮殿の応接間でお茶を飲む。

　イカの女王がほっと一息ついて、天窓から覗のぞく恒星を見上げた。

　彼女の見ている恒星が、太陽の代わりを名乗り出た恒星だった。

　この星に住まうイカの宇宙人達は、恒星系の星々に存在する唯一の知的生命体だ。

　恒星の転送に伴い、イカの宇宙人達が住まう惑星も太陽系に転送され、地球と同じように太陽系の一部に組み込まれる。

　エイリアンの役割は、イカの宇宙人達の説得だった。温厚な種族だったが、イカの宇宙人達が懸け念ねんしているのは、「地球人とうまくやれるのか」ということだった。

「お隣さんになるわけだけど、歓迎してもらえるだろうか」「迫害されやしないだろうか」「お邪じや魔まじゃないだろうか」「そもそも宇宙ってよくわからないんだけど何？」

　強制お引っ越しを余儀なくされている側なのに、実に謙虚なイカ達であった。

「…………」

　この星の宇宙人達の説得は、エイリアンが自分からやらせてほしいと名乗り出たのである。かつて自分の世界、自分の宇宙で、母星を失って暗黒を彷徨さまよっていた自分にしか説得できないと思った。

　……のかは言葉がわからないので不明だが、たぶん何かしら思うところがあったのだろう。やっと見つけたエデン楽園の先住民から攻撃され、自分の家族を守るために侵略せざるを得なくなり、先住民を根絶やしにしたと思ったら、あの星に適応できる免疫力を持たなかったことで種が絶滅してしまった。まるで因果応報だとでも言うかのような無慈悲な運命だった。あの時、攻撃されたからといって侵略などせずに、和平を諦めなければ。

　そんな後悔がエイリアンの中に──あるのかどうかはわからないが、そんな彼女の言葉（？）だからこそ、イカの宇宙人達は心を動かされ、移民というか、移星に同意したのだ。

「※※※………※※※※？」

　不安そうに首を傾かしげてきたイカの女王の声（？）に、エイリアンは湯飲みに落としていた視線を上げ、

「■■■、■■■■！」

　自信満々に、グッと親指を立ててみせるのだった。





　　　☆






「──さて、それじゃあ仕上げといこうか」

　仲間との通信を終えて、アキトは冷ややかに総督を見下ろした。

「今現在、わりと銀河は統一しかけているわけだ。どぉせまたあんたみたいな奴やつのせいで諍いさかいが起こるだろうけど、銀河全体から見ればクソちっさい地球を救うためにひとまず一致団結しているわけだ──この状況で、一番邪魔なのは誰だと思う？」

「……くっ」

「難民なのに他よ所そ様さまに喧けん嘩かふっかけた挙げ句、自分の星を救おうともしないで無益な戦争始めやがった誰かさんは、世界からどう思われてると思う？」

「…………っ！」

「なあ？　どうすれば世界が救われたことになると思う？」

　アキトは右手にナイフを出現させて、くるりと回転させながら逆さか手てに握った。

　総督の顔が強こわ張ばる。誰も助けちゃくれない。アキト達が力を見せつけてやることで、宇宙の星々を人間の植民地にしようとしていた銀河統一軍の連中の多くが離反していった。

　最後の頼みの綱だった撃滅艦隊とやらの提督も失い、総督に味方する者は誰もいない。

　誰もいない──はずだったのだが……。

　ドガン！　という爆発音が、アキトの背後で轟とどろいた。

「…………」

　アキトは顔を上げても、なかなか振り返ろうとしなかった。

　誰がやってきたかなど、考えるまでもなくわかりきっていたからだ。

「──総督！　助けに来てやったぜこの俺おれがァ！」

　やたらと熱血な声が司令室に響き渡る。アキトは深く深くため息を吐つきながら、こめかみに血管を浮かび上がらせながらゆっくりと振り返った。

　そこには、黒い鎧よろいを着て巨大な剣を構えた勇者チックな男、イグニートが立っていた。

　わかりきっちゃいた。もうこれ以上ないってぐらいにフラグが立っていたし、タイミング的にもいつものパターンなのでいちいちノッてやる必要もないのだが、アキトはあえて、この台詞せりふを投げかける。ど真ん中ストレートにぶん投げる。

「ま・た・お・ま・え・か……！」

「おうおうそうよ俺様よォ！　よってたかって弱い者イジメしようっていうラスボスはまたお前か、アキト！」

「……これで通算何度目だ……新しい世界を救いに行く度に毎回毎回毎回毎回……っ！　今度はどんな無む理り矢や理りな理屈で裏切りやがったんだてめぇ……！」

「あーえっと、理屈？　そりゃお前……あれだ……総督だって人類救うために自分なりにがんばってたんだ！　うん！　火傷やけど痛そうなのにがんばってた！　息子が革命軍のエースになっててかぁいそうだったし！　それを全部こいつが悪いみたいな展開にするのは納得いかねぇ！　だから俺は総督の味方だ！　つまり──うんそういうこと！」

「今考えたな!?　その理屈絶対今考えただろ!?　てめぇまたピンチに釣られやがっただけだな！」

「お前こそ結果的に救えればいいとかそういう魂胆でやってんだろうが！　いつもやり方が陰険でいけすかねぇんだよこのオタンコナス！」

　やーいやーい根暗童貞すっとこどっこい～、と言いながらイグニートが尻を叩たたいて煽あおってくる。アキトの顔が怒りに歪ゆがむのを通り越して痙けい攣れんし始める。

「っ！　麦わら女ァ！　隠れてるのわかってんだ出てこいコノヤロウ！　似え非せ勇者を止める役目はお前に任せてたはずだろボケナスがァ！」

　アキトが怒号を放つと、イグニートがぶっ壊したドアの陰からしくしくと涙を流しながら、ラスボス更生担当官ことヒマワリが顔を覗のぞかせた。

「ボケナスって……酷ひどいですぅアキトさぁん……あだぢだっで……あだぢだっでなんどがじようどがんばっだんでずよぅ……」

「がんばってこの有様とか目も当てられねぇよ……何度目だよこれ」

「ぞんなごどいっだっでっ」

　号ごう泣きゆうするヒマワリを見て、イグニートが剣の切っ先をアキトへ向けてくる。

「アキト！　ヒマワリちゃん悪くねぇだろ！　ヒマワリちゃんのせいにすんなよかわいそうだろ！」

「ああそうだなぁ誰が悪いかは一目瞭然だなぁ……！」

　言いながら、アキトは腕まくりをしつつイグニートに早足で近づいていく。

　イグニートも望むところだと言わんばかりに口元に笑みを浮かべながら、炎の大剣を振り払い、前へ。

《おぉ、いつものパターン。二人とも、よく飽きない》

《え、またですか？　あの……わたくしの方は結構しんみりしていい感じに〆しめに入ったんですが、余韻をぶちこわさないでいただけます……？》

《こちらは暇だ！　私も混ぜたまえ！》

《…………（ため息のような息づかいが聞こえる）》

　ラスボス達の呆あきれた声が聞こえてくるが、二人は、

「「うるせぇ、外野は黙ってろ！」」

　完全にラストバトルモードに突入しており、もはや誰にも止められそうになかった。

「うぇん！　やめてくーださーい！　これ止めるのいつも大変なんですよぉ！」

　ヒマワリの悲痛な涙声を他よ所そに、アキトとイグニートは激突した。

「覚悟しろよ似え非せ勇者、今度こそ一撃で消し飛ばす……！」

「ほざけアキト、宇宙の塵ちりにしてやるぜえええええええ！」

　登場人物達を差し置いて、今日もまたラスボス達はいつも通りに世界をかき回す。

　──銀河大戦が行われていた世界は、こうして無事にラスボス達によって理不尽に救われた。

　一応、救われた。






第一面　ヒマワリさんちの居候たち









　そしてまた、八畳間である。

　世界を救ったラスボス達は、帰ってくるなり──ぐでっていた。

　ソラがモチのようにほっぺたをこたつに張り付け、ヴェンデッタは肩を揉もみほぐしている。

「……疲れた……今回、ヤバかった……」

「さすがに一〇年は長かったですね……救済期限が無期限というのも考え物です」

　キリシマは何な故ぜか風呂上がりバスローブ姿でマッサージチェアに座っていた。

「時の流れは残酷だ……肉体は老いずとも、君達の魂が老いさらばえていくのを感じている。無論私はピチピチだがな」

　キリシマの横で漫画雑誌を読んでいたイグニートが顔を上げる。

「眼鏡～、今風呂空いてる？」

「うむ。ぬかりのない私は追い炊きをしておいた」

「さすが。俺おれ次入っていい？　それとも女性陣先入る？」

　棚からバスタオルを引っ張り出しながらイグニートが聞くと、女性陣がシッシと手を払う。さっさと入ってこいという意味だと受け取ったイグニートがスキップしながらアキトの横を通り過ぎ、襖ふすまを開けて八畳間を出て行く。

　閉じた襖の向こうから、ヒマワリの声が響く。

「そうだイグニートさん！　もしかしなくても私のシャンプー使ってます!?」

「ああ、ピンクのやつヒマワリちゃんのだったの？」

「やっぱり！　どうりで最近減りが早いと思ったんですよ！」

「あれすげーのな、おかげでほら見て見て、俺の髪の毛サラッサラ」

「も～！　シャンプーとリンスはわざわざ取り寄せてるんですから自分の使ってくださいよ～！　あれ在庫が少ないって上から言われて──」

「かたいことゆーなよ～」

「ギャー！　ここで脱がないでくださいってば！　脱衣所いってください脱衣所！」

　声が近づいてきて、襖が開く。ヒマワリがお盆に氷の入った麦茶を載せてちょこちょことこたつのそばまでやってきた。

　アキトは壁際に背を預けて、前髪を搔かき上あげながらため息を吐ついた。

「…………おかしいだろ」

　アキトのぼやきを他よ所そに、ヒマワリが笑顔でこたつに麦茶の入ったコップを並べていく。

「ヒマワリ、おつかれ～」

「はい、ソラさんお疲れ様です♪　今回は大活躍でしたね～」

「うん。ソラ、がんばった。もっと誉ほめていい」

「きっと高得点ですよ！　ヴェンデッタさんも、お疲れ様です～」

　ヴェンデッタもおずおずとコップを受け取り、身体からだをもじもじさせながら上目遣いでヒマワリを見る。

「あ、あの……蜜み柑かん」

「もちろん用意してありますとも～」

　ハイ、とヒマワリが蜜柑を差し出すと、パァッと子供みたいに顔を輝かせながら大切そうに両手で受け取るヴェンデッタ。

「……おかしいだろって……」

　アキトはジト目で女性陣を見てから、部屋の隅へ視線を移す。

　そこには、パジャマを着てナイトキャップを被かぶった……、

「…………♪」

　……エイリアンが、布団を敷いていた。

「エイリアンさん、もうおねむですか？」

　ヒマワリが聞くと、エイリアンがビシッと親指を立てる。きっと早起きは三文の徳、とでも言いたいのだろう。ヒマワリも、「健康的ですね～♪」とか上機嫌に返している。

「……なんで、なんでこいつら……」

　のんびりとした空気だ。まるで仕事が終わって帰ってきた後の実家のような安心感がある。もしくは修学旅行の夜的な、和わ気き藹あい々あいとした雰囲気である。

　アキトはスッと立ち上がり、ヒマワリの前までスタスタと歩いていった。

　ヒマワリがきょとんとしてアキトに向き直った、その直後。

「──なんでどいつもこいつも馴な染じんでんだああああああああああああああ！」

「ひぇぇぇぇぇぇぇぇぇすみませぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇん！」

　たまりにたまったフラストレーションを声に出して烈火の如ごとく怒鳴りつけたアキトに、ヒマワリは情けない悲鳴を上げた。

　八畳間でリラックスしていたラスボス達も、皆目を剝むいて驚いている。

「違うだろ!?　おかしいだろ!?　僕達ってこういう関係じゃないだろ!?　八畳間に帰ってきた途端にどうしてこんな大家族の特集番組みたいなノリになってんだ！」

　口を三角形にしながら、ソラがシーッと口元に指を当てる。

「アキト、落ち着け。ご近所迷惑」

「ご近所とかいねーだろ！　いたらいたで八畳間にこんな大人数住んでるだけで迷惑だわ！　お前もう完全にただの子供みたいになってるじゃないか！　末っ子か!?」

　アキトのツッコミに、「むぉ、確かに」と声を上げるソラ。続いてヴェンデッタが高速でポイポイと口に蜜み柑かんの房を放ほうり込みながらため息を吐つく。

「やかましい人でしゅね……そりゃ、これらけ長いあいりゃ八畳みゃに押し込められていれば慣れもしましゅよ」

「うるせぇ堕天使！　冬眠準備中のリスみたいに顔パンパンにさせて蜜柑喰くってんじゃねぇ！」

　アキトがツッコミをまき散らしていると、マッサージチェアに座っていたキリシマがやれやれと両手を上げた。

「フッ、アキト君はツッコミキャラだったのか……ずいぶんと俗っぽいポジションに落ち着いたものだ、滑こつ稽けいだよムハハ」

「一番滑稽な格かつ好こうしてる奴やつにいわれたくねぇ……！」

　怒りの矛ほこ先さきを向ける相手がわからず、アキトはヒマワリの両りよう頰ほおを手で押さえつけ、ムニムニと揉もみしだいた。

「いい加減にしろ、いくつ世界を救わせれば気が済むんだ、アァ……!?　僕はいつまでこの連中と一緒にいなくちゃいけないんだって聞いてんだ答えろ……！」

「あ、あきゅとしゃんおにゅにゅいて～！　ほっぺたこわれましゅ～！」

　顔をもみくちゃにするアキトを横目で見ながら、ヴェンデッタが頰ほお杖づえをついて蜜柑の皮をゴミ箱に放ほうった。












「まあ確かに、いくつ救えば終わりがくるのかは、気になるところではありますね。あの点数もよくわかりませんし……感覚が麻ま痺ひしてしまったのですけれど、わたくし達はいくつ世界を救ったのでしたっけ？」

「総じて二五の異世界を救った。救済にかけた時間、バラバラ。総合で三八年と二三五日が経過している」

　ヴェンデッタが思い出そうとしているところに、ソラが口を挟んだ。

　アキト達は三八年もの間この救済活動を続けていた。自分の世界で生きていた時間よりも異世界で動き回っている時間が二倍を上回ってしまったのである。

　と、そこで、




『──救ったのは二五だけど、救えなかった世界が一五、滅ぼした世界が三つだよ』




　壁際のホワイトボードに、キュッキュという音と共に文字が浮き出てきた。

　皆の視線がホワイトボードに移る。

　ラスボス達をこの空間に喚よび出し、異世界を救わせている張本人、自称『神』だ。相変わらず直接姿を現すことはなく、ラスボス達とは筆談でコンタクトをとっていた。どういう存在で、どういう目的でこんなことをやらせているのか、これまで一切説明が無かった。そんなヤツに素直に従えというのはアキトには無理な話だし、何より、

『お前ら、この成績で文句言えると思ってんの？』

　妙に高圧的なところが非常に鼻につくのだ。まるでブラック企業の上司のようなのである。いくら社会人経験が無いアキトでも、このホワイトボードの文字を書いているヤツが理に適わないくそったれな要求をしていることは痛いほど理解できた。

　アキトはホワイトボードまで近づいて、文字の横に片手をついてヤンキーがするように顎あごを下から上へ突き上げるように振った。

「偉そうな口叩たたくならせめてノルマを提示しろ……！　神のくせに高みの見物ばっかで何もしない連中がとやかく言うな……！」

　アキトが言うと、ヴェンデッタが「そーだそーだ」と言わんばかりに拳こぶしを振り上げていた。威圧感を全力で込めたつもりだったが、怯ひるむこと無く間かん髪はつ入れずに返答がくる。

『こっちは自分の世界を滅ぼしかけた大罪人にやり直すチャンスをくれてやってるんだ、それだけでもありがたいと思ってほしいもんだね。お前こそ調子に乗るな童貞』

　バゴン！　アキトの拳がホワイトボードを貫通した。

　自称『神』はアキトが突き破った部分を避けて、さらに文字を書く。

『でも、こいつの言うことも一理あるね。お前らちょっとたるみすぎ。最初に比べて自分らなりに世界の救い方のパターンみたいなものを身につけたようだけど、そのパターンをなぞって作業的に救済活動を行われちゃ敵かなわん。我々の目的が、お前らクソッタレの更生っていうことを忘れてもらっちゃ困る』

「いったい誰が困るっていうんだ……！」

『お前らクソッタレのためにならんからね』

「こん、の……！」

『最初にヒマワリが言っていたけど、あー、なんだっけ………えーと救う気持ちが大切デスヨ』

　上から目線で言いたいこと、というか書きたいことを書いてくれる、と皆は思った。確かにここに集められた者達は大罪人であり、自分の人生をやり直すためにここにいる。

　だがそもそも望んで集まったわけではないし、アキトにしてみれば最初は強制的に参加させられたと言ってよい。しかし後からついてきたとはいえ、アキトも自分の世界のやり直しを望んだ以上、この自称『神』の計略（？）に乗っかっている形になってしまったので異世界の救済活動とやらも、仕方なく、嫌々ではあるが粛しゆく々しゆくとこなしてきたわけだが……。

　作業的に救うなだとか、もっと気持ちを込めろだとか、これはお前らのことを思って言ってるんだとか、さすがにそんな、ちゃんと仕事をしているのに文句をつけてくる上司みたいなことを言われる筋合いはない。イライラしているのはアキトだけではないようで、他の面々も不服そうにホワイトボードを睨にらんでいた。

　神は我関せずで、さっさと本題に入っていく。

『そこでだ。さすがにね、パターン化しすぎてこっちも飽きてきたんで──』

「おい今なんて言った。飽きたって言ったか？」

『──ちょっとだけ趣向を変えた形でお前らには世界を救ってもらおうと思う』

　神からの妙な提案に、場が静まりかえる。というか趣向？　趣向って言ったかこいつ。救済に趣向とかそういうのもってくるのおかしいだろ。

　ホワイトボードから拳こぶしを引き抜いて、アキトはヒマワリを睨んだ。この自称神の暴挙をなんとかすんのはお前の仕事だろ、と目で訴える。ヒマワリは「えー……」とあからさまに気け圧おされた表情をしてから、ホワイトボードを見た。

「あ、あのぅ……趣向を変えるというのは、具体的にはどういう……？」

『それは現地に行ってからお前らで確認してください』

「そんなご無む体たいなっ。せめてどういった世界観なのか事前に教えてください！』

『それはお前の仕事でしょ。今回は敵を倒してヒロイン救えば救えると思ったら大間違い』

　文字が途切れ、長い「」が続く。皆が「」を目で追って、ホワイトボードの端までたどり着いた時、

『だゾっと』




　文字が現れた直後──ラスボス達は再び新たな世界に降り立っていた。




「──わーん！　またですか！」

　杖つえを胸に抱えて立っているヒマワリが、いつものように涙目になりながら嘆いている。

　アキトは横風に髪を靡なびかせながら、据わった目で世界を見回した。

　もう嘆いてもしょうがない。いい加減慣れっこだ。

　切り立った崖の上にアキト達が立っている。崖の上から見える風景はまるでジャングルのように緑で覆われており、空は澄み渡っていた。遙はるか遠くにだが、城のような建造物が見える。古城という感じではなく、太陽の光を反射する真珠のような光沢を持つ、近未来的なシルエットをした建造物群だった。

　他の連中も同じなようで、現状に文句を言う前にさっさと異世界に対する自己分析を開始していた。

　救済期間がまだ提示されていない以上、迅じん速そくに行動しておいて損はないからだ。

「スパン短い。休憩無し。労働基準ほーに違反する」

　ソラが愚痴をこぼしながらも浮遊ユニットに飛び乗り、手を額に水平に掲げて遠くを見る。

「──環境分析、完了。自然レベル、良好。空気汚染レベル、ゼロに近い。ただし過去二〇〇年以内に原因不明の災害に見舞われた痕跡が見られる」

「生息している人間はどれぐらいなのですか？」

　ヴェンデッタが聞くと、ソラがホログラムウィンドウを展開させてから、「おっ」と驚いたような声を上げた。

「分析範囲、制限が無い。今回、ペナルティ無し？」

　ソラの言葉を聞いて、アキトは異能のストック数をチェックした。

　……間違いない。今回は能力に対する制限が解除されている。アキトの使用できる異能の数はマックス、つまり千個だ。

「いつもは理不尽なぐらいに制限をかけるくせに、どういう風の吹き回しだ？」

「さ、さあ……も、もしかして、今回の世界、それだけヤバい状況にあるってことなんじゃ……！」

　ヒマワリが顔を青くしながら言うと、キリシマが眼鏡を指で押し上げながら前に出た。

「そのわりには、酷ひどく穏やかな世界ではないか。破は滅めつの予兆は見受けられない。遠くに見える建造物を見る限り、文明レベルも低くはないようだ。世界観は……ファンタジーと近未来を掛け合わせた感じと私は推察している」

　キリシマが「ふむ、今までに無い感じだ」と少し楽しそうにしている横で、ソラがウィンドウを消去した。

「惑星レベルの分析を完了、人口はおよそ三〇億」

　数を聞いて、ヴェンデッタが顎あごに手を当てる。

「三〇億……多いですね。わたくしが感知したところによると、魔法も存在しているようです。異質ですが、わたくしのいた世界に似た魔力を感じることができました」

「ソラには解析不可能な技術による発達が見受けられる。眼鏡とヴェンデッタの予測、たぶん正しい。魔法、ソラにはよくわからない」

　しゅん、として後ろに下がるソラ。

　代わりに、イグニートが崖ギリギリのところに足をついて大きく胸を張った。

　風呂に入っている途中だったので全裸だった。

「──空気が気持ちいいィ─────ッ！」

　全裸で盛大にどうでもいい感想を叫んで、イグニートは高らかに笑っている。

　アキトはイグニートのケツを蹴り飛ばして崖から突き落としてやりたい衝動を抑えながら、ヒマワリの肩に手を置いた。

「さすがにもう詳細ぐらいは送られてきてるだろ。さっさと仕事しろ」

　アキトに言われて、ヒマワリは慌てて杖つえの先端につけられた地球儀をくるりと回した。

　すると左手に巻物のようなものが現れ、ヒマワリはぺたんと地面に座りながら巻物を広げた。

「えっとですね……今回の世界は、皆さんがお察しの通りファンタジーとＳＦが混在している……学園、ファンタジー？　だそうです」

　言いながら首を傾かしげるヒマワリ。アキトも同様だった。

「……は？　なんだそれ、なんでファンタジーとＳＦで学園が首つっこんでくるんだ？」

「ごめんなさい……私もよくわかんないですけど、なんか、魔法と特殊なパワードスーツで戦う『騎使オンスローター』という戦士を育成する学園が、各国にたくさんあるとか」

「軍じゃなくて学園でそんなの育成してんのか？」

「そう、みたいです。優秀な騎使オンスローターを輩出するために、国を挙げて育成に励んでいるとか……」

　説明を聞きながら、アキトも微妙に嚙かみ合わない世界観に首を捻ひねった。

（まあ、戦時中、もしくは世界の破は滅めつに繫つながる危機的状況にあるならおかしくはないか。軍学校と考えれば自然だ……でも眼鏡が言ってた通り、この世界は……）

　少なくとも今すぐ滅びそうには見えなかった。パッと見とソラの分析だけで判断するのは早計だが、危機とはほど遠い気がする。

　能力制限が全解除されていることも気がかりだ。

「──わっ！　今回は、ちゃんと何が破滅の要因になっているのか提示されてます！　し、ししししかも救済マニュアルなんてものまでついてますよ！」

「救済マニュアル？」

「ええっ、この世界で何をすべきかまで教えてくれているみたいです！　なんだぁ、今回神様大おお盤ばん振ぶる舞まいじゃないですかっ……今から読み上げますね！」

　いい報告に聞こえるが、アキトの不安がさらに増す。あのクソ神がここまで情報を開示するなら警戒すべきだ。

「今回は、数年後に訪れる『邪神の降臨』が世界の破は滅めつをもたらすようです！　何年かに一度異世界から邪悪な神々の軍勢が現れ、災厄をもたらしていくそうです」

「おっ、じゃあそれを撃退すんのが今回の俺おれらの仕事？　んだよ……敵の強さにもよるけど簡単じゃんか……」

　いい報告なのにイグニートが股間のイチモツをぶらぶらさせながら肩を落とす。ヒマワリがキャーキャー言いながら服を着ろとイグニートに叫んでいる横で、アキトはなおさら不安を募らせた。

（さっき幼女が観測した過去の災害の痕跡ってのは、邪神によるものか。騎使オンスローターとかいう兵士が邪神と戦うための戦力というのはわかった……前回の銀河大戦の世界と同じような大規模戦だというなら、いくら僕らがラスボスだといっても兵力が必要になってくる。総人口が三〇億。そのうちのどれぐらいの人間が戦力として使える人材か把握することが大切だけど……やっぱなんか引っかかるな）

　何をすべきかを整理する習慣がついているため思考を重ねつつも、拭ぬぐいきれない不安がじくじくとうずく。

「邪神の脅威レベル、気になる。情報は？」

　ソラが要求すると、ヒマワリが二枚目の巻物をめくった。

「あっ、記録映像が見れるみたいです。前回の邪神降臨時の映像が見れますよ！　ご覧になりますか？」

　初めて進行役としてまともな仕事ができる～とでも思っているのか、ヒマワリがニコニコ笑顔で聞いてきた。

　アキトが頷うなずいた直後──視界がぶつんと切り替わり、過去の映像が目の前に映し出された。





　　　☆






　切り替わった視界の先に、アキトはソレを見た。

　群ぐん青じよう色の空に大きな切れ間があった。

　それは巨大な瞳ひとみだ。

　空を覆うように、巨大な瞳ひとみが忽こつ然ぜんと姿を現していた。

　切れ間がゆっくりと開いていく。瞼まぶたの間から瞳孔が覗のぞく。それは酷ひどく澄んだ漆黒をしていた。

　あまりに静かに、あまりにも穏やかに、破は滅めつがやってくる。

　だが瞳が完全に見開かれた瞬間──女性の悲鳴のような絶叫が世界に轟とどろいた。

　人々が見上げ、空を指さす。

　──やってきた！　やってきた！　邪神がやってきた！

　世界が恐怖におののく中、見開かれた眼球を突き破って中から涙のように異い形ぎようの群れがあふれ出た。それらの姿を、アキトはうまく形容する術すべを持たなかった。モンスターと呼ぶにはあまりに不確かで、悪魔と呼ぶにはあまりにもグロテスクすぎた。

　不定形の脅威だ。邪悪という邪悪を煮込んだ釜が横転したかのように、空から邪神が降り注ぐ。

　常軌を逸した恐怖が、あふれ返った破滅がやってくる。あるものは巨大な翼を広げ、空を埋め尽くしていた。あるものは指とも触手ともつかない物体をどこまでもどこまでも伸ばし、触れたあらゆる物質を腐らせ、同化させた。あるものは一〇〇メートルを超える巨体で大地を踏み鳴らし、逃げ惑う人々を踏みつぶし、死骸をかき集めて団子にして口に放ほうり込んでいる。あるものは小さな人ひと型がただが、小指を動かすだけで大地を断裂させ、泣き叫ぶ人々の群れを見つけては一人一人を優しく撫なで、内側から破裂させていった。

　共通しているのは、それらの異形がケタケタと、子供に似た声音で笑っていることだけだった。

　邪悪の軍勢は世界を一瞬で埋め尽くしていった。

　時が進む。人類は邪神に抵抗し続け、長きに亘わたる戦いの末、世界は地獄と化していた。

　上空には、いまだ地獄の根源である邪神がうっとりと涙を滲にじませながら微笑ほほえんでいる。

　まるでこの地獄を祝福するかのように──。

　だがその時、地上から光の線が伸びていくのが見えた。この世界の騎使オンスローターと呼ばれる戦士達だ。機械の鎧よろいに身を包んだ戦士達が、巨大な瞳に向かって飛ひ翔しようしていく。

　幾百、幾千という戦士達の光が驟しゆう雨うの如ごとく降り注ぐ邪悪と激突する。

　しかし押し寄せる邪悪に対して、数も強さも足りていない。光が一つ消え、また一つ消え、星ほし屑くずの瞬またたきのように散っていく。

　死ぬことを厭いとわず、戦士達は立ち向かう。

　赤く大きな翼をはためかせる、一人の戦士を邪神の元へ送り届けるために。

　その戦士は女性だった。赤き長髪を炎のように煌きらめかせ、巨大な光の剣を肩に担ぎ、邪悪なものたちを打ち払いながら上へ、上へ昇っていく。

　アキトは、その戦士の横顔から目が離せなかった。

　頭の中に、見たことの無いビジョンが流れ込んできたからだ。




　──それは彼女の人生だった。




　名はエスカテという。貧しい家の生まれだが、騎使オンスローターとしての才能を誰よりも持っていた。人々から期待され、幾人もの友人、仲間を作り、邪神の降臨に備えていた。

　邪神の降臨は、彼女の全すべてを打ち砕いた。

　想像を絶する脅威の前に、家族も、友人も、仲間も、全て失った。自らの非力さを呪い、足あ搔がきに足搔いても、その先に待っているのは喪失だけだった。

　だが、それでも──。

　それでも彼女は戦った。

　残された命のために。歯を食いしばり、血の涙を流しながら──世界のために。

　仲間の屍しかばねを越え、友の翼を足場にしてでも、その一ひと太た刀ちを憎き邪神に浴びせるために。

　邪神の笑い声を、エスカテの雄お叫たけびが上書きする。

　エスカテの光の翼が、灯ともしび消えんとして光を増すが如ごとく──空を覆った。





　　　☆






「…………」

　アキトの視界が元に戻り、平穏な、緑豊かな世界が目の前に広がっていた。

　邪神がもたらした災厄が噓うそのように、この世界は穏やかだ。

　けれどアキトの魂は、先ほど味わった過去の記録に打ち震えていた。気づけば、握った拳こぶしが痛いほど音を立てている。

　思いの外、邪神との戦いの記録は壮絶だった。戦いの記録というよりは、死闘の記憶だった。邪神が与えてくる威圧感も、散っていく人々の恐怖感も、英雄の必死さも、全てダイレクトに伝わった。アキトが直接経験したわけではないが、これほどの恐怖と絶望を味わったのは久々だった。恐怖も絶望もどちらかといえば与える側だったからというのもあるが、ユウヒが死んだ時に次ぐ程度にはショックを与えてくれた。夢にぐらいは出てきそうなものである。

　この世界に訪れようとしている破は滅めつは楽観視できるものではなさそうだ。

　息を吐き、ヒマワリを見る。

「…………っ」

　彼女は目を開いたままポロポロと泣いていた。言葉もなく、涙を流していた。

　その姿を見て、アキトは舌打ちをしながら前髪を搔かき上あげた。

（クソ神め……なんてものを見せやがる。僕らはいいけど、こいつは……）

　ヒマワリはアキト達とは違う。彼女は『世界を滅ぼせなかったラスボス』ではなく、『世界を救えなかった主人公』なのだ。

　戦うことができず、いざ戦うことを決意した時には、すでに手遅れだったとヒマワリは言っていた。彼女にとって、先ほどのエスカテのビジョンは酷なものだっただろう。ヒマワリの中に渦巻く感情が羨せん望ぼうか、後悔か、同情なのかはわからないが、この仕打ちはあんまりだとアキトは思った。

「……どう思うかね、アキト君」

　顎あごに手を当てつつ、キリシマが珍しく大まじめに目を鋭くしながらアキトに視線を向けた。アキトは気を取り直し、気にくわなそうに鼻を鳴らした。

「一人じゃ一〇〇％負ける。全員で挑めば、まあ勝てはするだろう。前回の銀河大戦よりは難易度低いと思う。ただ、一般人や兵士達を守りながら戦うのは厳しい。犠牲の出方は半端ないだろうな」

「制限が無い以上、私のブラックハイドランジアならば単騎でも殲せん滅めつできるさ。ただし……時間をかければの話だが」

「珍しく弱気かよ。ロマンはどうしたんだ」

「私とて、相あい対たいする相手を見て熱情を抑制するぐらいの理性は持ち合わせている」

　眼鏡を外し、群ぐん青じよう色の空を見上げながらキリシマは目を細めた。

「──今回は、それなりに苦戦しそうだ」

「……ふん、自分の世界でロマン求めて死んだヤツが理性とか言っても説得力がねーよ」

　アキトが言うと、大人しかったイグニートが右みぎ拳こぶしをぐっと握り、左手のひらに打ちつけた。珍しく心の底から震えているらしい。だが恐らくこの震えは……、

「……っ！　がんばったんだな、この世界の英雄……！　俺おれ、感動したぜ！　散っていった連中のためにも、俺達がこの世界を救わなきゃな！」

　……新しいピンチに遭遇できるのだという期待による、武む者しや震ぶるいだろう。

　善玉っぽいことを言ってはいるが、きっとこいつは邪神を追い詰めた途端、手のひらを返して寝返るだろう。アキト達は散々こいつの裏切りに付き合わされてきたので、想像に容易たやすい。

「ソラ、魔法への対処は専門外。邪神、ヴェンデッタの種族に近い？」

「近いかと言われましても、意思疎通はできないようですし、なんともいえません。騎使オンスローター達の使用する武器は魔力を動力源にしているようですので、発達させることは可能かもしれませんね」

　ヴェンデッタは片かた頰ほおに手を当てて、小さく息を吐く。

「まあそれも、時間があればの話ですが……」

「…………」

　アキトもそれが一番気がかりだった。今までの経験上、救済活動に一番重要になってくるのが『救済期限』だ。

　最短で一週間、最長で一〇年から無期限。今までの世界の救済期限はそんなところだ。

　成功率は高いとは言えない。四三回中、一八回は失敗している。理由は救済期限までに救済を完了できなかったことが一番多いが、身内の暴走による破は滅めつが三回、他にも何を救ったらいいのか判明しなかったり、世界を救うための重要人物が命を落としてしまったり、敗因はいろいろあった。

　幸い、実力の面でラスボス達が劣っていたために敗北したことは一度も無かった。たとえペナルティがあろうとも、強敵を打ち倒す手段は見いだすことができてきたからだ。

　悔しいが、そこらへんのバランスが取れているあたり、一応自称『神』も考えてはいるのだろうが……。

「……で？　救済期限はどれだけあるんだ、麦わら女」

　アキトが聞いても、ヒマワリはいまだにポロポロ涙を流している。

　立ち直るまで待ってやろうとも思っていたのだが、さすがに長すぎる。しびれを切らしたアキトはヒマワリの両りよう頰ほおをむにっと両手で挟んで、左右上下にもみくちゃにしてやった。

「い・い・加・減・再起動しろ！」

「!?　う、うにゅ！　ごめんらひゃい！　いみゃ確認しまふ！」

　ヒマワリは赤くなったほっぺたを摩さすりながら、巻物の三枚目をめくった。

「……───ふぇぇぇ!?」

　そして三枚目を読んだ直後、素すっ頓とん狂きような悲鳴を上げた。

　赤かった頰が一気に青ざめ、手から巻物が落ちる。

　巻物は風に乗って遠くへ飛んでいった。

　アキト達は訝いぶかしげにヒマワリを見た。

　ヒマワリは口をあわあわさせたまま、肩から服をずり落とさせている。

「き、救済期限についてなんですが……あの……その……」

「……なんだよ、はっきり言え」

「半年、なんです、けど……その……」

「半年？　今までの傾向からすれば短くもないし長くもないな……」

「いえ、それがあの……ですね……半年後の終了時期が──」

　歯切れの悪いヒマワリに眉を顰ひそめる一同。

　ヒマワリは意を決し、目をつぶりながら空に向かって大声で、今回の救済活動に対する大いなる問題点を高らかに口にした。




「──邪神降臨の、三年前なんです！」




　余裕があったわけではなく、わりと真剣に、冷静に今回の作戦についての算段を練っていた一同は──その真実を聞かされた直後、ヒマワリと同じように顔を真っ青にした。

「へぇーそーなのかー」

　イグニート以外。






第二面　英雄を育てよ！









　学園要塞アーヴァンヘルト。

　幾度かの邪神の出現により魔法と科学の融合兵器が開発され、その操縦者である騎使オンスローターを育成する学園要塞が設立されたのは、今から丁度百年前のことだった。

　百年前というのは、丁度前回の邪神降臨の直後である。

　この第八次邪神降臨は、史上最も多くの被害を出し、人類を三分の一にまで激減させた。英雄エスカテと多くの名も無き戦士達によって辛くも勝利した人類は、各国共同で学園要塞の建設を行い、国という垣根を越えた場所で若い頃から子供達に戦い方を教えようと試みたのだ。

　いつ邪神がやってきても戦えるように、である。

　最初の邪神降臨の折、戦争をしていた三大国は三国同盟を結び共同で邪神に対抗してきたが、八回目にしてようやく技術共有と『同盟軍』として戦力も完全に統合し、若い兵士の育成も合同で行うこととなったのである。

　学園要塞は世界にいくつも存在し、競い合うように育成に励んでいる。

　というのが今回の世界観。

　この世界を救え。半年で。しかしラスボス達が期限を終えて帰還した三年後、世界に邪神が降臨してしまうんだけど、どうしましょ？

　これが今回の問題点である。

　半年間という猶予が与えられていながら、その間に破は滅めつの元げん凶きようたる邪神は降臨せず、ラスボス達はこの世界のラスボスと戦うことすらできずに帰るはめになるわけだ。

　なんだそりゃ、というのが一同の感想だった。

　ラスボスいねぇし、災厄が訪れる前なのに何をしてこの世界を救えと？

　疑問に対する答えは、救済マニュアルにちゃんと記してあった。

　その内容は──。

「遠路はるばるご苦労様です！　お待ちしておりました、特級騎使オンスローターの方々！」

「「「「「…………」」」」」

「まさか序列第一位から六位の特級騎使オンスローターから我が学園の生徒にご教授いただけるとは思いませんで！」




　──『この世界を救う英雄を育てよ』




　つまり、この世界の英雄になる可能性のある生徒を、救済期限までに世界を救えるレベルにまで鍛え上げろ、というのが今回の要点だった。

　なるほど確かに。邪神降臨の前に自分達が追っ払われるのであれば、この世界の人間だけで対処できるように鍛えろというのは道理である。

（──クソくらえだけどな）

　アキトは奥歯を嚙かみ、口の端を痙けい攣れんさせながら、心の奥底で自称神に悪態を吐ついた。

　アキト含む六人には『序列入りしている特級騎使オンスローター』という立場が予あらかじめ用意されていた。救済マニュアルによると、この立場を利用して英雄を育成しろということらしい。

　つまり今のラスボス達は、騎使オンスローターの訓練教官である。

　騎使オンスローターのオの字もわからんというのにそんなものが務まるわけがない。

　学園要塞のゲートをくぐり、マニュアル通りに中央部へ向かうと出迎えたのはアーヴァンヘルトの学園長だった。杖つえをつき、あごひげを蓄えた老年の男性で、灰色のローブも相まっていかにも魔法使いといった出いで立たちだ。

　しかしファンタジー世界風な学園長とは違い、学園要塞は近未来染みている。道路もアスファルトのようなもので整備されているし、建造物群もビルのように高い。空中には謎なぞの推力で動く気球やら揺りかごが飛んでいたり、妖精のような生き物が飛び交っており、人々は箒ほうき型の飛行デバイスに跨またがって空を飛んでいる。道路には自動車ではなく、魔力を燃料にして動くリニアモーターカーのようなものが走っていた。停車して中から生徒達がぞろぞろ降りてくると、彼らの手にはスマートフォンのようなものが握られており、会話に花を咲かせながらポチリポチリといじっている。

　なるほど、正まさしく近未来ファンタジーである。

　学園要塞中央にそびえ立つ真珠のような輝きを放つ塔を見上げながら、アキトは舌打ちをするのだった。

「昨今、学園の生徒達の成績は芳かんばしくありませぬ。騎使オンスローターとしての平均適性値も下がる一方でしてなぁ……かつてはトップでしたが、現在は他の学園要塞に後れを取る始末。いやはや情けないことですじゃ。それもこれもあのマジカルフォンとかいう嘆かわしい魔法デバイスのせいで──」

　全然聞いていなかったが、歩きながら学園長がアーヴァンヘルトの現状を憂えていた。

　ちゃんと話を聞いていた真面目まじめなヴェンデッタが相づちを打つ。

「し、しかし立派な要塞ですこと。結界も堅固なようですし、備えに憂いはなさそうですわ」

　フォローと言わんばかりに学園要塞を誉ほめちぎるヴェンデッタ。よくわからない場合はとりあえず誉めておく。数十回に亘わたる救済活動で、多くの場合調停役として動いてきたヴェンデッタが身につけた処世術だった。学園長は「ふぉっふぉっふぉ」と、わざとらしいぐらいに老魔法使いっぽい笑い方をした。

「もちろん、序列第三位のヴェンデッタ殿。我が学園は、来きたる時への備えは万全です」

「それは何よりで……あれほどの強大な敵に対するとなれば、軍備の強化は必然──」

「ええ！　来る学園対抗戦の花、襲騎祭デユエルカーニバルに向けて、生徒達も訓練に励んでおりますじゃ！」

　…………？　と、ヴェンデッタが首を捻ひねる。

「……デュ、デュエル、何？」

「この時期にあなた方が我が学園に訪れたこと、まっこと幸運に思いますぞ……！」

　希望に充みち満みちている学園長の背中を、ヴェンデッタは疑問符を頭に浮かべながら見つめていた。

　先頭を歩いていた学園長はニコニコしながら皆に振り返る。

「して、皆さんが個別に指導を行いたいという超新星はどの学年の生徒なのですかな？」

　学園長が尋ねると、キリシマが眼鏡を指で押し上げた。

「いや、我々も特定しているわけではないのだ。我々はこの学園に逸材がいると判断し、やってきた。ご老人、案内には感謝するが、一度我々だけで学園を視察させてもらってもよろしいか？」

　珍しく相手に敬意を払うそぶりを見せながら、キリシマは学園長に要求した。

　一瞬、学園長の笑顔が止まる。皺しわだらけの瞼まぶたが開き、若干のジト目でラスボス達を見た。

「……それは結構ですが、くれぐれも、学園内部の情報は外へもらさないようにお願いしますぞ」

「？　無論、それは承知したが……何か問題があるのかね？」

　キリシマが聞くと、学園長は「いやいや」と手を振って場の空気を取り繕いつつも、薄目を開けてラスボス達を見ていた。

「大事な時期ですのでな。なるべく、他の学園に情報は渡したくはないのですじゃ」

「…………」

「あぁ、いや！　特級のあなた方を疑うわけではありませぬが……最近、他の学園からのスパイが紛まぎれ込んでいたことがありましてなぁ。こちらの情報が漏ろう洩えいするのを防ぐため、念のためにお伝えしたまでのことです」

　慌ててフォローを入れてきた学園長を見て、アキトは嫌な予感がして目を鋭く細めた。

　前にも一度同じような世界に当たったことがあったのだ。

「共通の敵」がいながら、国と国が争っていた世界だ。倒すべき敵は他にいるのに、どうでもいい戦争をしている世界がいくつもあった。前回の銀河大戦の世界も星の破は滅めつに対処すべき時なのに、人間や多種族が争っていた。

　無意味な戦争。それを避けることも今回の要点なのかもしれない。

「……同盟を結んでるはずだろ。技術と戦力の共有が同盟条約にあるはずだ。この非常時にスパイを気にしてどうするんだ？」

　アキトが言うと、学園長は眉を上げて驚いたようだった。

「それとこれとは話は別ですじゃ、序列一位のアキト殿」

（…………僕、序列一位だったのか）

　げんなりしつつも話の続きを聞く。

「我が学園は他の学園と戦争をしているわけではありませぬ」

「じゃあ何でスパイだなんだと気にする必要があるんだ」

「何って……襲騎祭デユエルカーニバルですじゃよ」

「…………」

　また出てきた、襲騎祭デユエルカーニバルという固有名詞。それは何なのかを聞こうとしたが、さすがにやめておいた。学園長の表情を見る限り、「知っていて当たり前」な単語のようだからだ。アキトが怪け訝げんに思っていると、ソラがピッと片手を上げて一歩前に出た。

「ソラ、約束する。この要塞内の情報、外に漏らさない。大丈夫。ソラ、噓うそ吐つかない。噓吐かない」

　いつものカタコトっぽいしゃべり方でソラが言うと、学園長はしぶしぶ納得したようだった。「序列四位の方がそういうなら信用しましょう」、と。

　アキトは鼻で笑いながら、学園長を見送る。

「……なんだよ序列って、何の序列だよ」

　ヴェンデッタが肩を竦すくめる。

「強さの指標のことではないですか？　わたくしの世界では、天使の討とう伐ばつ数で序列が決まっていましたから」

「それならまだわかるけど、前回邪神が降臨したのは百年前だろ。この世界の平均寿命は百歳を超えるのか？」

　アキトの疑問に、ソラがふるふると首を横に振った。

「平均寿命は男女とも七〇歳程度。スキャニングの結果、この世界に一〇〇歳を超えている人間は二人しかいない。その二人、脳機能の低下が見られる。会話も困難な状態」

「ふーん、じゃあ実際に邪神と戦った人間はいないのか」

「いない。で、アキト、どうする？」

　ソラが指示を仰ぐように服の裾を引っ張ってくる。

「……んだよ、また僕がリーダーかよ」

「アキト、序列一位。一番強い」

「……ほー、お前が負けを認めるとはな」

「ってことになってるだけだけど、ってことになってるから、アキトがリーダー。出来レースだから負けてない」

　なんだその理由は、と思いつつ、頭をガシガシと搔かきながら皆の方を向く。

　どうやら全員、アキトがリーダーで文句はないようだった。別に認められたわけではない。単純にこいつら、リーダーやるのが面倒くさいだけだ。

　過去に何回かそれぞれがリーダーになったことはあったが、この連中をまとめることの面倒くささを体験して、全員懲こりているのである。故ゆえに、リーダー役をやって一度も失敗していないアキトが、最近は自動的にリーダーをさせられていた。

　面倒なことは確かだが、他がリーダーをやると何な故ぜか極端に成功率が下がるのは事実なので、最近は拒否することもしなくなった。

　ヒマワリを含め、七人は円陣を組むように向かい合った。

「眼鏡の言う通り、まずは視察だ。情報を集めて世界の状況、問題点を探る」

　ソラが頷うなずき、ヴェンデッタが肩にかかった髪を払う。キリシマは両手を上げて肩を竦め、エイリアンはコクンと頷いた。イグニートは腕を組んで一人でワクワクしている。

「まず眼鏡、あんたはこの世界の兵器関連の調査を行ってくれ。専門だろ？」

「うむ。任せておきたまえ。兵器関連は私の専門だッ！　騎使オンスローターのパワードスーツとやらには非常に興味がある！　魔法という不確定要素はあるが、この世界の兵器開発技術の向上など一月かけずに成し遂げてみせよう！」

　自信満々に両手をバッと広げるキリシマだが、実際、彼の『技術の向上』は以前の世界でも大いに役立った。ソラも似たようなことはできるが、人間に開発させることと、自分で何でも作れる、は別だ。人間に技術を理解させることに関しては、ソラはたいへん不器用なのである。

　ちなみに、ソラが作った兵器などは、ラスボス達の撤退後自動的に消滅してしまう。なので、超兵器を大量生産してこの世界に残す、ということは不可能だ。

　残せるのは技術のみ。異能による植え付けや、脳に直接設計図を叩たたき込こむなどということはできない。この世界の人間が技術を理解し、実際に兵器を作れるようにしなければならないのだ。キリシマは仮にも兵器開発企業の元ＣＥＯ。専門だ。

「次、幼女」

「うぃ」

「お前は邪神についてできる限りの情報を集めてくれ。環境からでも、この世界の端末からデータを抽出するでも、何でもいい。一〇〇年前の情報だ、確実なのだけ持ってこい」

「らぢゃー」

「魔法関連でわからないことがあったら堕天使に聞け。いつでも連絡が取れるように、無線機作って全員に渡しておけよ」

「むろーん」

　……ほんとに言動が幼くなってしまっているが、どうやら人工知能のくせにこれが素らしいのでとやかく言わない。制限が無いので知能指数やら演算力やらはアキトも信頼しているのだが……。

「びむ」

　膝を丸めてしゃがみ込み、道路に使われているアスファルトのような素材を、ヘッドギアのレンズからレーザーを発射して四角く切り取ってから、ナノマシンによって分解・再構築を行って無線機を作っている。

　やっていることは超科学なのに見た感じ幼女のおままごとに見える。

「……はぁ、エイリアンも幼女に同行、面倒見てやれ」

　コクン、とエイリアンが頷うなずく。正直彼女が一番まともに命令に従ってくれるので助かっている。戦いを好まないのであまり戦闘には参加してくれないが、いざという時に何気に頼りになるのだ。

「堕天使は、この世界の兵士……騎使オンスローター、だっけ？　そいつらの練度、戦い方、指揮系統なんかを調べてほしい。それと、幼女と眼鏡から魔法関連の質問があったら、そっちもできる限り答えてやれ」

「仕方がありませんが、今回も協力しましょう。半年とはいえ、人類を導かなければならないなんて……わたくしの一番苦手なパターンじゃないですか……まったくあの自称『神』とやらにはほんとうにもう……ブツブツ」

　ブツブツいいながら独り言で愚痴を垂れ流すヴェンデッタから視線を外し、下を向く。

「僕は……この世界の英雄を探す。異能が役に立つかわからないけどな」

「ソラ、この世界で一番強い奴やつ、先に調べる？」

「いや、クソ神がわざわざ学園の教官なんてポジションを用意したんだ、英雄候補は生徒の中にいる。だったらまだ英雄と呼べるレベルの強さには達していないはずだ。将来性までは幼女でもさすがにわからないだろ」

「むぉー、なるほど確かに」

　唇を「３」みたいな形にしながら一歩下がるソラ。

「そんで最後に……似え非せ勇者」

「おう！　どんとこい！」

　アキトが顔を上げ、イグニートを見つめる。イグニートも使命感に満ちた顔で胸の鎧よろいをドンと拳こぶしで叩たたいていた。

「お前は何もすんな」

「おう！──好きにしていいってことだな！」

　グッと親指を立てて、アキトの命令を最大限肯定的に捉えたイグニートだった。

「な、なんでそういう解釈ができるんですか!?」

「アキト、イグニート殺す？　ソラ、全力で協力するぞ」

「やめておきたまえ幼女君。彼との戦闘は長引く上に周辺被害も凄すさまじいことは以前の世界で実証済みだ。英雄候補とやらを巻き込んで死なせる可能性がある」

　うんうん、とエイリアンも頷うなずいている。

　アキトはヒマワリを見た。

　ヒマワリはびくんと肩を震わせたが、頰ほおを指で搔かきながらおずおずと進言する。

「……イグニートさんは、確かによく裏切る方ですけど、無闇に戦闘を始めるようなことはありませんし……そのぅ」

「……好きにさせとけってことか」

「そ、そういうわけじゃないんですが……私、ついていきましょうか？　説得、苦手ですけど……」

　しゅんと肩を落とすヒマワリ。アキトはため息を吐ついた。

　以前はヒマワリにイグニートの対処を任せていたが失敗した。しかし、だからといって他の誰かがやっても同じなのは目に見えている。

　アキトは少し考えた後、仕方がない、と腹を決めた。

「似非勇者は、僕と来い。一緒に英雄を探す」

　意外な命令に、その場にいた全員が驚いていた。

　イグニートは片眉を上げて苦笑している。

「アキトと？　別にいいけど、珍しいじゃん」

「裏で暴走されるよりは、お前の動向を近くで把握しておきたいだけだ」

「ふぅーん、いいぜ！　がんばって一緒に英雄探そう！」

　ニッと笑いながら握手を求めてくるイグニートを無視して、アキトは皆を置いてスタスタと歩いて行ってしまう。

　アキトがリーダーとしての気構えの言葉などを向けることはない。そんなものに意味はないことをアキト自身も、他の連中もわかっているからだ。

　役目を与えられた者はそれぞれ別方向に歩いて行く。

　イグニートとヒマワリだけが、アキトの後ろについていった。





　　　☆






　単独で行動を始めたキリシマは、適当に学園内の状況を視察していた。

　学園は異様に広い。施設というよりは完全に街だった。

　ただし、行き交う人間達に大人は少なく、そのほとんどが十代の若者だ。

　学園、という部分は本当らしい。

「学園はともかく、要塞というのが信じられん……魔法によって構築された防壁はあるようだが、現在は展開していない。緊急時のみ作動するのか？」

　学園の雰囲気も、キリシマの知る軍学校とは趣おもむきが違った。出身世界で様々な国々に兵器を売っていた頃、キリシマは軍人の育成施設を視察したことがあった。軍学校の訓練兵達のように隊列を組み、歩調を合わせて歩く者もいなければ、訓練教官の怒鳴り声も聞こえない。生徒達は同じ制服に身を包んでいる。しかし戦闘効率を重視した軍服ではなく、普通の学生が着るような学生服のようだ。恐らくただのポリエステル製。驚いたのは、女子は丈の短いスカートを着用していることだ。

「兵士を養成する学校でスカートは無いだろう……おまけに女子ばかりではないか」

　生徒達は露店でアイスを買って食べながら雑談に花を咲かせていたり、公園のような広場のベンチで本を読んだり、やかましくじゃれ合いながら通りを歩いたりしている。

　つまり、軍学校ではなく、普通の学校という感じだ。

　肉体はそれなりに引き締まっているが、軍人特有の体つきではない。

「身体からだよりも魔法に依存しているのならば不思議はないのか？……しかし装着型のパワードスーツはある程度肉体駆動を要求するはずなのだが……」

　ふむ、とベンチに座り、生徒達を観察する白スーツの眼鏡男。

　行き交う生徒達が、あからさまに怪しい人物であるキリシマを見てヒソヒソと囁ささやき合っているが、キリシマは気にしない。

「うぅむ……軍学校たる要素が見当たらんぞ」

　眼鏡を激しく上下に調整しながら、困ったぞ、と空を見上げるキリシマ。

　と、視線の先の空に、尾を引いて飛んでいく人影が見えた。道中で見かけまくった箒ほうき型の移動用のデバイスとは明らかに違うスピードと力強さがあった。

「あれか、騎使オンスローターというのは……！」

　目を輝かせて空を駈かける騎使オンスローターを凝視する。

（──どのようなロマン溢あふれる機体なのだ!?　百年前の邪神降臨時の記録では、多少ドロ臭いデザインではあったが、操縦者の安全性すらも除外し、兵器の出力を限界まで上げていることはわかっていた！　魔法については知らんが、あの英雄エスカテの使用していた粒子ブレードのようなものはこの私から見てもロマンに溢れていた。賞賛に値したと言ってもいい！　一般兵達のブレードはカートリッジが存在していたことから使用できても二、三回の対邪神用の決戦兵器だったのだろう！　百年前の機体であれだ！　現在は改良に改良が重ねられ、使い勝手もかなりよくなっているに違いな──）

　期待を高めたキリシマの瞳ひとみが、上空を駈ける騎使オンスローターのパワードスーツを見て──、

「…………は？」

　──一気に冷めていった。

　エスカテの装着していたパワードスーツは重く、まるで鉄の塊でできた鎧よろいのようなものだった。しかし現代の騎使オンスローターが装着しているのは、装甲がほぼ存在していない。手足に腕力強化と脚力強化のデバイスが四つと、背中に飛行ユニットが見受けられるだけ。

　それ以外はほぼ生身だ。一応薄手のスーツのようなものは着ている。しかし肌に張り付くビニール素材のような、身体からだのラインがはっきりとわかるような、裸も同然のスーツだ。

　キリシマが開発したＩＭイミテーシヨン・マーズのパイロットスーツならばわかる。

　あまり有用ではなかったため廃止されたが、ああいうタイプも存在していた。

　しかしパワードスーツだ。搭乗するタイプのロボットではない。

「あの薄手のスーツにどれほどの防御力があるというのだ……？　いやしかし、急所たる頭部は露出している……魔法防壁のようなものを展開しているのか？　いやいやしかし、魔法に頼り切りというならば、パワードスーツの意味はあるのか……？」

　飛行のための補助ユニットとしてしか機能していないように思える。キリシマはふんと鼻を鳴らし、勢いよくベンチから立ち上がってネクタイをキュッと締めた。

「ええい、遠目からではよくわからん！──おい、そこの君達！　騎使オンスローターのパワードスーツを開発している場所はどこにある!?」

　ヒソヒソとキリシマを見ながら囁ささやき合っていた女生徒三人組を指差しながら、ずんずんと近づく。女生徒達はいきなりのことで逃げられなかったのか、三人そろって緊張に肩を縮こめた。

「えっ、何この人っ……ぱ、ぱわーどすーつ？　って、なんですか？」

「あれだあれ！　あそこを飛んでいる男性に媚こびを売るためだけに存在しているようなエロティックで嘆かわしいスーツのことだ！」

「オ、オンスロートのこと、ですかっ!?」

「ええい名前などどうでもいい！　さっさと開発製造している場所を教えたまえー！」

「ヒィィ！　ががが学園で製造は行ってませんけど～、開発部門ならあっちの方に～！」

　キリシマの気迫に完全にビビッてしまい一人を残して逃げ去る女生徒。

　場所を聞き終えたキリシマは、猛ダッシュで開発部門のある建物へと向かうのだった。

　ちなみにあまりに学園が広すぎたため、キリシマが開発部門へたどり着いたのは一時間後だった。





　　　☆






「──つまり、この学園にいるのは女生徒がほとんどということですか!?」

　学園の人事部局にやってきたヴェンデッタは、カウンターに身を乗り出して事務員の男性を責め立てるかのように尋ねた。

　事務員はヴェンデッタの気迫ではなくその露出度の高い格かつ好こうに驚きつつ、胸のあたりから目が離せない状態で答える。

「はいっ。騎使オンスローターの適性値は女性の方が若干高いので……女生徒が多くなっています」

「ならば、正規の騎使オンスローターも女性がほとんどなので？」

「いえ……まあでも、そうですね。英雄エスカテ様の活躍以降は、女性の力が見直されて、現在は女性の方が多くなっています」

　ヴェンデッタは台に乗り出していた身体からだを引っ込めて、腰を下ろして額に手を当てた。

「だからといって、学園に入学している生徒の九割が女性というのはおかしいでしょう」

「アーヴァンヘルトはエスカテ様の出身地ですから、女性が優位なのです。というか、正規の騎使オンスローターに関しては、私よりも序列三位のヴェンデッタ様の方がご存じのはずでは……？」

　事務員に虚を突かれて、ヴェンデッタはあからさまに慌てながら髪を手ぐしで梳すいた。

「そ、そそ、それはもちろんそうですわよ。た、たた、ただの確認です。ついでにもう一つ、正規騎使オンスローターの軍事資料はございます？　できれば今の時代の指揮系統図などが載っている資料もあると助かるのですが」

「……？　そんなもの、何に使うのですか？　貴女あなたは序列──」

「──ええ、ええ！　わかっていますとも！　わ、わたくし叩たたき上げですので軍の政治的な面に疎うといのです！　だから確認のためです確認のためっ」

　ものすごい必死になって言い訳をするヴェンデッタを怪しみもせずに、事務員はデータの入ったノートデバイスを貸してくれた。

　ヴェンデッタが逃げるようにその場から去ろうとすると、

「あの……ヴェンデッタ様！　行かれる前に一つよろしいですかっ！」

　ギクりとして足を止め、錆さび付ついたブリキ人形のようにギギギと首を回す。

　もしや、怪しまれた？　学園長がスパイについて懸け念ねんしていたし、厄介なことになったやも……。ヴェンデッタの懸念とは裏腹に、事務員はものすごく恥ずかしそうにしながら色紙とペンを取り出していた。

「だ、大ファンなんです……サイン、もらえたりしませんか？」

　ズルッと肩を落として脱力する。

　今回の設定は動きやすいがそれ故ゆえにラスボス達にはやりづらさがあった。

　ヴェンデッタは適当に色紙にサインしてから、そそくさと人事部局を後にする。

　去り際に「男性教員や生徒も一応いますので、その格かつ好こうはちょっと刺激が強すぎるかと……」と言われてしまい、慌てて学園の制服をソラに用意するよう頼み込むのだった。





　　　☆






　その頃ソラは浮遊ユニットに乗ったまま、アーヴァンヘルトの上空八〇〇〇メートルの位置にいた。地質や水質の調査よりも先に一番に確認しておきたいことがあった。












　魔法の影響を受けた土地はソラの分析能力をもってしても解析できない。最初にこの世界にやってきた時、ソラは魔法の影響を受けたであろう土地の不自然さに気づいていた。

　密林のような森のあちこちに、色あせた砂漠のような場所が点在していたのだ。

「……やっぱり」

　ソラの眼下に広がる森に点在する色あせた場所は、クレーターや谷だった。

　星の衝突や地殻変動によるものではなかった。ただのクレーターや谷ならば緑に覆われているはずなのに、そこだけ草木一本生えておらず、動植物の存在も見受けられなかった。

　つまりこれは──前回の邪神降臨の際に負った、世界の傷痕だ。

「学園要塞周辺の土地、元々は平原だった。地形を変形させ、環境を破壊してしまうレベルの脅威と推定。被害箇所の自然修復が不可能なレベルの汚染……想定よりも、この世界ボロボロ」

　ソラはホログラムウィンドウを展開し、さらなる調査を続行する。

「脅威レベル、Ｓと断定。むぅ、調査の続行には魔法についてのデータが必要。ヴェンデッタへの質疑応答、邪神の死骸サンプルも必要。えいりあーん、クレーターと谷の場所の地質サンプルと、川へ行って水を汲んできて」

　ホログラムウィンドウの一枚に、親指をビシッと立てるエイリアンが映し出された。





　　　☆






　この世界の英雄となる者を探し出す。

　それが役割だと自分で言っておきながら、アキトは途方に暮れていた。

　将来性を見抜く異能なんてもっていないし、もちろん自分にそういう慧けい眼がんがあるはずもない。なのでとりあえず人の多い場所を見つけ出し、そこへやってきたのだが……。

「…………」

　アキトは目の前に繰り広げられている生徒達の『訓練風景』に、目を細めていた。

　生徒達が一番多く集まる場所、それは騎使オンスローターの訓練を行う第一演習場だった。

　演習場はかなり広大だ。二〇キロメートル四方ほどで、フィールドを囲むように段になった観客席があるのでどこか球場を思わせた。いくつものフィールドに分かれており、それぞれのフィールドで訓練内容が違う。各フィールドにはホログラム映写機が設置されており、映し出されたホログラムを仮想敵として相手をしている生徒達が多くいた。

　他は生徒同士の模擬戦や、接近戦闘の型の訓練も行っている。

「そこまで！」

　多くの生徒達が二組に分かれ、いわゆる組み手を行っていた。二人の生徒が模擬戦用の粒子ブレードで打ち合った直後、教官らしき筋肉質な女性が笛を吹いて止めに入った。

　生徒達がブレードを引っ込めて、教官の方を見る。

「ダメだお前ら！　そんなんじゃ初戦で当たるイシュテンハートの抜ばつ刀とう術に対応できんぞ！　対戦校が近接戦闘特化の学園、加えて初戦のルールは遠隔使用不可！　お前達はあと半年で剣豪にならんといかんのだ！　もっと気を引き締めてかかれ！」

　ハイ！　という威勢の良い女生徒達の声の後、再び生徒達の組み手が始まる。

　まあ、兵士の訓練ではよくある光景なのかもしれないが、アキトはため息を吐ついた。

　組み手を行っているフィールドを通り過ぎて、次へ。

「対戦校は高速機動重視の学園ファイナヘレンス、ルールは中隊規模のチームデスマッチです！　残念ながら機動性ではアーヴァンヘルトのオンスロートは劣ってしまう……ですが、開発部の新兵器、拡散波動砲を全員で使用すれば敵の動きを封じられます……！　機動力には弾幕で挑みましょう！」

　こちらはやたらと背の低い少女が教官のようで、生徒達は皆重武装タイプっぽいオンスロートを身に纏まとっていた。重武装と言っても、背中にミサイルポッドのようなものと、両手に蟹のハサミを思わせる銃のようなものが装着されているだけだ。胴体は露出しており、ぴっちりしたビニール質のスーツを着ている。

　女生徒がほとんどなので目のやり場に困るが、これだけ大勢いると感覚が麻ま痺ひしてくる。

　空中を人ひと型がたのホログラムダミーが高速で飛び交い、それを生徒達が弾幕で撃ち落とす訓練のようだ。

「…………」

　アキトは無言で次のフィールドへ。

「魔法特化戦において、魔弾マジツクバレツトブラスターは魔弾を発射する武器だ。魔弾の生成で一番重要になってくるものは何だ？　貴様、答えてみろ」

　白衣を着たスタイルのいい女性教官が、ホログラムウィンドウに指揮棒を指しながら、大勢の生徒の中で一人を選び質問を投げかけた。オンスロートを装着したままフィールドで膝を抱えて座っていた生徒の一人が立ち上がる。

「ま、魔力密度、でしょうか？　貫通力を上げて敵の防御を──」

「違う。次、お前」

「ハイッ！　属性、ですか？」

「正解だ。特化戦で最も有用とされている属性は『麻痺』『拡散』『鋼はがね』、この三つだ。この中でも麻痺が重要だと考えろ。人間にもっとも効率よく効く麻痺属性魔弾の生成法を今からお前達に──」

　魔法についてはよくわからないが、アキトは途中で聞くのをやめてすぐにそのフィールドも通り過ぎた。

　一カ所ずつ回るのがおっくうになってきたため、アキトは観客席に上がり、手すりに両手をついてフィールド全体を見回した。

「……ここのどこかに、本当に英雄がいるのか？」

　一通り訓練を行う生徒達を観察していて、アキトはこの世界に英雄なんてものがいるのかどうか怪しいとすら思えてきていた。百人を超える生徒がフィールド上で動き回っているのを上から見下ろしていると、とある衝動にかられる。




　──ああ、こいつら、今すぐここで蹴散らしてやりたい。




　それは明確な苛いら立だちだった。

　この世界そのものというよりは、「この世界の人類に対する苛立ち」だ。

　そんなものを抱いだいてしまっている理由ははっきりしていた。

「──おう、アキト。見つかったか？」

　背後から声がして、アキトは肩越しに声の主を睨にらんだ。

　イグニートだ。普段の格かつ好こうと違う。生きた鎧リビングアーマーを、普段使っている重装型ではなく軽装型に変形させているようだ。一応、世界観に合わせた格好を心がけたのだろう。軽装型ならば世界観にマッチしていなくもない。アキトが何も答えずにフィールドに視線を戻すと、イグニートも隣にやってきて同じように訓練を行う生徒達を眺め始めた。

「その様子だとお前もみつかんねーか……まあ、そうだよな」

「こんな連中の中から英雄の素質がある奴やつなんて見つかるわけないだろ」

「だよな。俺おれもそう思う」

　同意されて、訝いぶかしげにイグニートの横顔を見た。

　イグニートは、眉み間けんに皺しわを寄せて生徒達を見ていた。あまり見たことの無い表情だ。イグニートもアキトと同じように、ここの連中を見て苛立っているようだった。

「懐かしいんだよな、この光景」

「……どういう意味だ。なんで珍しくイラついてんだ、あんた」

「いやさ、俺の世界にもいたんだよ。貴族ってゆーの？　そいつらがさ、馬上槍やり試合っつーのやってたんだよ。棒切れの先端が綿に包まれた槍でさ、ポコーンて攻撃して、馬から落ちた方が負けっていうお遊び。そんなお遊びで、連中はどっちが強いかだの、どっちが高貴かだのと競い合ってたんだよ」

「…………」

「いや、悪いこっちゃねーよ。ルールのある戦いはおもしれーし、そこにしかない誇りもあると思う。競技っつーものを馬鹿にして言ってるわけじゃねーんだ。状況考えろよって話でさ」

「…………」

「俺おれは兵士達が戦場でやりたくもねーのに死ぬ気で戦って、死ぬ気で殺し方を覚えようとしてんのに、貴族様が決闘ごっこしてんのが気にくわなかったんだ。こいつら見てると、それを思い出しちまう。百年前、英雄のエスカテ達が死ぬ気で戦って守ったこの世界で……こいつらは何やってんだ？」

　眉み間けんの皺しわが深くなり、ぎちりとイグニートの拳こぶしが鳴る。認めたくないが、イグニートの苛いら立だちとアキトの苛立ちは全く同種のモノだった。

　この世界にやってきて、ヒマワリから百年前の戦いの記録を見せられた。あの壮絶で、悲しみと苦しみと、死と絶望が渦巻く記憶を見た後にこの連中がやっていることを見ると──どうしようもない怒りが湧いてくるのだ。

　怒りを堪こらえようとしているイグニートの横で、アキトは舌打ちをして、額に両手を当てて下を向いた。わかっている。自分達はラスボスだ。死ぬ気で立ち向かってきた者達を無慈悲にぶっ殺してきた極悪人だ。特にイグニートなんて、ピンチに誘われて寝返るようなくそったれなのだから、偉そうなことを言えた義理はない。

　だが、それを承知の上でアキトは言う。

　世界を滅ぼしかけたラスボスとしての立場から、この世界の人間達をこう評価する。




「……馬鹿じゃねーの……？　なんでこいつら、対人戦ごつこあそびの訓練なんかしてるんだ」




　アキトはため息のように呟つぶやいた。

　この世界の最大の問題点が判明。




　──平和ボケである。




　邪神の降臨のスパンが長くなったせいだ。

　一〇〇年間戦いから遠ざかっていた人類は、この有様になってしまったのだ。

　これは戦いの訓練か？　人類を守るための特訓か？

　違う。これはごっこ遊びだ。

　断じて命のやりとりの訓練ではない。

「相手は人間じゃない、邪神だぞ。人の何倍もデカくて、人の何倍も常軌を逸しているはずなのに、対人戦の訓練に何の意味があるっていうんだ」

「確かに人ひと型がたもいたにはいたけどよ……普通の人間を相手に訓練しても、あれの相手はできねぇだろうな。つーかこれ、対人戦の訓練ですらねぇよ。ルールがある殺し合いなんてこの世には存在しねぇんだから」

　イグニートに心の中で同意しながら、両手で顔を覆う。

　まいった。非常にまいった。こんな連中を、邪神を打ち倒せるように半年で鍛えなければならないというのか？

「いや落ち着け……ここは学園だ。大人達はきっとまとも──」

《残念ながら、そうでもないです……》

　アキトがなんとか気を取り直そうとしたところで、ヴェンデッタから無線通信が飛んできた。インカムを耳に当てて、ヴェンデッタからの報告を聞く。

《軍の訓練マニュアルもほぼ対人戦用のものしかありませんでした。同盟を結んだことで戦争を行えなくなった分、各国は襲騎祭デユエルカーニバルと呼ばれる催しでその国の軍事力の優劣を競っているそうです。襲騎祭デユエルカーニバルで軍事力を誇示することで抑止力とし、戦争を避けることが目的になっています》

「……軍事力ってのは騎使オンスローターのことだよな」

《はい。ただ、襲騎祭デユエルカーニバルは、簡単に言えば人間対人間。対人戦しか行いません》

「だから軍も対人戦の訓練が主体になっている、と」

　アキトは顔を引きつらせた。

「つまりなんだ、こういうことか？　邪神が百年やってきていない間に、戦争が行えないからロボット大戦祭りをして競い合っていたら、それが面白くなっちゃってずーっと続けてると？」

《面白くなったのかは知りませんが、ええ……この人達邪神そっちのけで遊んでます》

「ぶぁっかじゃねぇの？」

《襲騎祭デユエルカーニバルは学園の生徒だけでなく軍人達の間でも行われるそうで、そちらがメインです。わたくし達の序列というのは、つまりそういうことです。大会の優勝者と上位五名、つまり序列一位から六位》

　苛いら立だちを通り越して、アキトは呆あきれに呆れて言葉も出なかった。

《対邪神の戦闘法は、式典などで披露する儀式的なものしか存在していませんね》

「頭痛くなってきた……」

　アキトが足を投げ出して客席に座り込むと、別の通信。

《──アキト君ッ、状況は思っていたよりもずっと芳かんばしくないぞッ！》

　キリシマだった。

「もういい、聞きたくない」

《対邪神用パワードスーツ『オンスロート』が、百年の間に対人競技用パワードスーツになってしまっているッ！　この私がロマン度外視であえて言おう──この世界の技術者はカスであるッ！　何が実践的着衣プラクテイカスーツだ！　見み栄ばえがよくなるから採用してる？　エロければエロいデザインほど男から人気が出る？　ふぅざけるなぁぁぁぁぁあ！　肌に張り付くような素材で防御力向上が望めるわけがないだろぉ！　ロマンはエロスではないクソカスどもがあああああ！》

　キリシマの魂の叫びに耳がキーンとなったので、スピーカーを耳から少し離す。

「……魔法で防御するんじゃないのか？」

《私もそれを期待していたのだがね！　襲騎祭デユエルカーニバルでは実弾兵器が使用不可なため魔弾マジツクバレツトブラスター、つまりビーム兵器しか使用しないため、ビーム兵器に対する防御しか重視されていないときたものだよ！　この発想のせいで装甲の重要性が無くなり、百年前は存在していた重装甲なオンスロートから装甲がとっぱらわれ、機動性しか考えていない『生身飛行物体』の完成だ！　アホかね彼らは!?　当たらなければどうということはないだと!?　掠かすっただけで死ぬぞ!?　というか邪神の攻撃の風圧だけで木こっ端ぱ微み塵じんになるというに！》

「武器はどうだった？」

《論外である！　襲騎祭デユエルカーニバルに合わせて出力を抑え殺傷力を無くしたものが採用されている始末だ！　戦争を想定した実戦用のオンスロートもあくまで対人！　邪神の装甲を貫けるレベルの兵器は極ごく一部にしか存在していない……！》

　アキトの口から乾いた笑い声が漏れ出す。

「幼女、そっちの調査はどうなってる？」

《眼鏡からパワードスーツ『オンスロート』のデータ受け取った──無理、現状人類のみで邪神に勝利できる確率〇％。すごいぞアキト、〇％初めて出た》












「…………………だろうよ」

　あまりの絶望的な数字にもかかわらず、アキトは予測していたと言わんばかりに呟つぶやいた。

《もっと絶望的データたくさんある。この世界の人類、もう邪神やってこないと勝手に解釈してる。五〇年前、大魔導士のボケた老人が邪神終息宣言とかゆーのを発表してしまったせい》

「時間遡さかのぼってその老人ぶっ殺すってのはどうだ？」

《おお、アキトそれ名案》

　半分冗談で半分本気だったが、ラスボス達にそんな能力を持つ者はいない。

《もっと悪いジョーホー。邪神の強さ、周期によって大きく変わる。時間が空くごとに邪神、強くなる》

「……てことはつまり、百年空いた今回の降臨は……」

《これまでで一番ヤバい》

　アキトはソラの言葉を聞いて無線を切り、天を仰ぎ見てふぅと一息吐ついた。

　澄み渡る空はあまりにも綺き麗れいで、邪神なんてものがやってくるようにはとても見えない。

　なるほど、確かにこれは平和ボケするのも無理はない。百年もやってこなければ伝説とか神話扱いになってしまうのもわかる。

　これはしょうがない。苛いら立だちを鎮めよう。誰も悪くないのだから。

　アキトは座席から立ち上がり、大きく伸びをした。

　そして、珍しく晴れやかな表情でこう言った。

「よし──ギブするぞ。これは無理だ」

「だっ、だめですよアキトさん！　ギブアップなんてできませんからっ！」

　後ろから声がしてアキトが振り返る。

　そこには、客席の椅い子すの後ろに隠れてこちらをうかがっているヒマワリがいた。

「姿が見えないと思えば、そんなところで何してる。あのクソ神とコンタクト取れるのはお前だけなんだ……お前からうまいこと言えよ」

「あの人達が納得してくれるわけないじゃないですかっ……私の言うことなんて一回も聞いてくれませんし……」

　座席の後ろから顔を出したまま、両手の指先をつんつん合わせるヒマワリ。アキトがヒマワリの近くまで階段を上ると、ヒャ～と言わんばかりにさらに身を隠してしまう。

「……何してる。どうして隠れる」

「い、いあ、これは、ですね……」

　シマリスか何かのように縮こまっているので、アキトが無む理り矢や理り麦わら帽子を引っ張った。「あ～」という間抜けな声と共に、帽子の紐ひもに引っ張られてヒマワリがどたどたと姿を現す。

　そのあられもない姿に、アキトもギョッとして一歩後ずさった。

　後ろからヒューというイグニートの口笛が聞こえてくる。

「おほっ、ヒマワリちゃん大胆！　どしたのその格かつ好こう」

　ヒマワリの顔が真っ赤に染まっていく。彼女は訓練中の学生と同じようなビニール質のプラクティカスーツを着ていた。身体からだのラインがくっきりと浮き彫りになり、ただでさえ大きい胸がそのまんま大迫力でそこにある。

　さすがのアキトも、ほんのりと頰ほおを染めながら目を逸そらした。

　仕方が無い。童貞なのだ。

「あ、あのぅ、これはその……演習場に入るには、生徒は安全のためにプラクティカスーツを着用する義務があるって受付の人に言われて……」

「言われてって……お、お前生徒じゃないだろ……」

「そ、それが、私は皆さんと違ってこの世界でのポジションが用意されてなくて……ぅ、生徒に間違われて、通して貰もらえなかったんです～っ」

　目を閉じながら胸を隠そうと両手で押さえるが、そうすると股やら足やらが丸見えになってしまい、ヒマワリが恥ずかしさのあまり涙目になる。

　両手で押さえられた大きな胸が、むにゅっと揺れ動いている。

　アキトがチラチラと横目で見ていると、後ろからイグニートが「ダッハッハッハ！　ダッハッハッハ！」と笑いながら背中をバンバン叩たたいてきた。

「アキト、これがおがめただけでもこの世界にきた甲か斐いがあるってもんだぜ！　なぁこのデカチチ好きめ！」

「っ、好きじゃない。ぼ、僕は……興味ないから」

「──おまっ、ちょっ、無理あるだろ！　興味ないわけないじゃんその反応！　おっきいのだいっ好きだろお前!?」

「うるさい！　僕は、ち、小さい方が好みだ！」

　自分でも何を口走ってるんだと思いつつ言わずにはいられなかった。

　すると、ガーンとあからさまにヒマワリが傷ついたような顔をした。

「な、なぁんで傷ついてんだお前！」

「いぁぇぅぅ、そそそそういうわけではっ……！　わ、私はただ、じ、自分の身体に自信が無いだけで……ほんとはこの服着るのとっても嫌で……最近、ちょっと食べ過ぎでお肉が……」

「ヒマワリちゃんヒマワリちゃん、いいんだよ～？　お肉、いいんだよ～？　君の場合極めて局地的だからいいんだよ～？　アキト君も、実のところ大満足だ」

「っ、似え非せ勇者殺すぞマジで！　つか麦わら女、お前確か異世界では姿を認識されないって言ってたじゃねーか！　今までもそうだったんだから、なんでそんなもん着る必要があるんだ！」

　言いながらも、ちゃっかり羽織っていた上着をヒマワリの頭にかけてやる。

「わひゃっ……ア、アキトさん、これは？」

「着ろ！　見たくもねーのに、め、目のやり場に困るんだよ！　くそっ！」

　アキトはポケットに手を突っ込みながら、ずんずんと階段を降りていく。横のイグニートにからかわれているその背中を見てから、ヒマワリはアキトの上着を手に取った。

「やっぱりアキトさん……優しいよね」

　そして、少しぽけーっとしながら服を見つめた後、すぐに二人の後を追った。







「──見つけた？　英雄になる生徒を？」

　フィールドを囲む客席をぐるりと歩きながら、アキトはヒマワリに尋ねた。アキトの上着で身体からだを隠しながら、ヒマワリはこくんと頷うなずいた。

「はい、たぶん、私が見つけた人で間違いないと思うんです」

「たぶんなのか間違いないのかどっちだよ」

「こ、根拠はないんですけど、私、その人を見た時にピンときたんですよっ」

　一生懸命に自分の直感を伝えようとするヒマワリだったが、アキトは疑惑の視線を向けたままだ。

「こ、今回の私達の仕事は、この世界の人々をちゃんと邪神と向き合わせること……そのためには、人々を導く存在が必要だと思うんですっ」

　アキトは立ち止まらずに、ヒマワリを横目で睨にらんだ。アキトに睨まれてびくんと肩をふるわせたが、足を止めることなくついてくる。

　前回の邪神降臨時の戦いを見た時、アキト同様にヒマワリにも英雄エスカテの苦難の記憶が流れこんできているはずだった。

　エスカテの記憶は、決して華やかなものでもなければ、栄光に満ちてもいない。失敗と、失望と、絶望の連続だった。誰も彼もがエスカテに頼り、彼女を邪神の親玉へぶつけることに命すらも懸けていた。それが彼女にとってどれほどの重責だったか。自分が失敗すれば人類が滅び、仲間の命が余計に散っていく……そんな状況では、心が押しつぶされない方が不思議だ。事実、エスカテは何度も押し潰つぶされながら命を散らし、結果的に世界を救った。

　あの記憶を味わっても、『誰かに英雄になってもらおう』という神経がアキトにはわからなかった。誰か一人に、全すべてを背負わせるのは大嫌いなのだ。

「英雄がいたところでこの平和ボケした世界じゃどう足あ搔がいても邪神には勝てないと思うけどな。死んだ者達の遺産を娯楽に変えてしまうような連中、僕は助けたいと思わない」

　アキトは自分自身を嘲あざわらった。世界を守ろうとした少女から受け継いだ力を、破は滅めつに変えてしまったのがアキトだった。理由も「ムシャクシャしてやった、今は反省している」みたいな感じである。

　ただし、そう、今は反省しているのだ。

　ちょっとだけ。多少。

　いややっぱり、ユウヒには申し訳ないと思っているが、世界に対してはいまいち煮え切らないのが本音である

「──私は、助けたいです。エスカテさんの守った人達のこと、助けてあげたいです」

　声は小さかったが、ヒマワリははっきりとそう言った。

「こ、今回、私が姿を隠さずにこの世界で行動しようと思ったのは、この世界の英雄になる人と……直接話がしてみたかったからなんです」

「何を話すっていうんだよ」

「それは……わからない、ですけど……でも、英雄になれる人は、私には無いものをもっている気がするんです」

「…………」

　アキトはヒマワリの横顔をじっと見つめる。

　視線に気づいて、ヒマワリはハッとした。

「あのそのぅっ、皆さんがその人を英雄になれるように鍛えるのを見ながら、できれば私も英雄のなり方みたいのを、学びたいな～、なんて思ったり思ってなかったり……」

「……鍛えるって、それをラスボスに期待すんのはおかしな話だろーが」

　アキトはそっぽを向いた。ヒマワリは、『自分の世界を救えなかった主人公』。特殊な能力を持って生まれた彼女は、勇気が無かったせいでまともに戦うことができなかった。自分に勇気が無かったせいで多くの人間や家族、友人が命を落としたのだという。

　自責の念から、自分の世界をやり直したいと願い、ラスボス更生担当官となった。

　アキトは、ヒマワリが責任を感じる要素はどこにも無いと思っている。世界を救えなかったのが人間一人のせい？　世界が滅びてしまったのはたった一人の少女のせい？

　馬鹿馬鹿しい。世界が滅びてしまって責められていいのはラスボスだけだが、世界が救えなかったのは、誰かに頼って、誰かのせいにするだけで何もしなかった連中のせいだ。

　断じて英雄一人のせいではない。

「で、その英雄になりそうなヤツっていうのはどこに──」

　アキトは頭を搔かきむしり、早歩きをしながらフィールド全体を見回す。

　視線の先に、赤いヴェールのようなものがフィールド上に躍っているのが見えた。

「…………」

　アキトの視線が釘くぎ付づけになる。視力を上げる異能を使い、アキトは視界を拡大する。

　真紅の髪の少女が剣を手に持ち、オンスロートを身に纏まとい戦っている姿があった。

　訓練に励む少女の横顔を見て、アキトはひと目で確信した。

　──彼女が、この世界の英雄になる存在だ、と。

「アキトさん、イグニートさんっ、彼女がそうです！」

　アキトも、そしてイグニートも、ヒマワリが指さすまでもなく彼女が英雄であると直感で理解していた。見ればわかるとヒマワリは言っていたが、なるほど確かにこれは直感としか言い様がない。直感であり、そして確信だ。

「見た目は似てないけど、エスカテに空気がそっくりだな」

「…………」

　イグニートの言葉に同意するように、アキトは目を細めた。

　客席の一番下まで降りて、アキトは手すりを飛び越えてフィールドに降り立った。

　少女は一人の生徒とオンスロートの模擬戦を行っているようだ。

　聴覚を強化し、声を拾う。

「──絶対に許さないッ！　いくら名門騎使オンスローターの家系だからって、人の血筋を馬鹿にしていいわけがないわ！」

　真紅のオンスロートと真紅のプラクティカスーツ、そして赤と金の装飾が施された両手剣を模した魔粒子ブレードを手に持ち、少女は膝をついていた。

　対するのは青のオンスロートを身に纏う金髪縦ロールの少女だ。

「騎使オンスローターは血筋が全すべてってことがこれだけやってさしあげてもまだわからないの？　いいわ、かかってきなさいな。何度でもひねり潰つぶしてさしあげましてよ！」

　絵に描いたような高たか飛び車しや女が、地面に膝をつく少女に見下したような視線を向けている。

　少女は立ち上がり、歯を食いしばって剣を構えた。少女の持つ剣には見覚えがあった。エスカテが使用していた魔粒子ブレードによく似ている。

「そんな骨こつ董とう品ひんのレプリカでわたくしに挑もうなんて、笑わせてくれますわ。やはり英雄の末まつ裔えいを自称するペテン師の家系は虚栄心しか持ち合わせていないのでしょうね」

　金髪女が挑発し、ほくそ笑む。




「──偽物レプリカなんかじゃない」




　だが対する赤髪の少女は、剣を構えたまま挑発には応じなかった。

　少女の周辺の空気が震えたのはその時だった。刀身に備え付けられた錠のようなものが一瞬輝き、音を立てて地面に落ちた。アキトの鼓膜が震え、耳鳴りがする。修羅場を超えてきた者特有の直感が囁ささやく。数多くの強敵と相まみえた時に感じるものと同じだ。

　あの剣は──、

「このグローリアスはあたしの、あたしに流れる血そのものだ……ッ！　大英雄エスカテの魂だ！」

　──エスカテが使用していたものと、寸分違たがわなかった。

　少女の足元に真紅の魔法陣が出現し、手にした剣が中央から勢いよく割れる。割れた刀身の隙間に光が凝縮する。金髪女も、フィールド上にいた全すべての生徒や教官も、異質なものを感じ取って視線を赤髪の少女へ向けた。魔法陣から血が滲にじみ出るかのように、光が立ち上る。中央に剣を構えた少女が歯を食いしばった直後、極限まで濃縮された光が巨大な剣を形作る。

（ああ、間違いない。あれは──）

　エスカテが邪神へ放った最後の一撃。記憶の中で今も衝撃として残っている、エスカテが英雄になった瞬間の映像。規模も輝きもエスカテには到底及ばないが、少女が繰り出そうとしている力はエスカテと同じだった。

　剣からあふれ出た力に、少女の足元のフィールドがひび割れて陥没する。

「…………」

　アキトは一歩、前へ出た。

「──アキトさん！　止めてください！」

　ヒマワリに言われなくてもわかってる。少女が放たんとしている一撃は、恐らくこの演習場に壊かい滅めつ的な被害をもたらすことだろう。

　自分の力を完かん璧ぺきに操れていない上に、とんでもない向こう見ずだ。

　憎き幼おさな馴な染じみであるトウヤに似ているなと、アキトは思った。

　だが同時に、どこかアキト自身にも似ていた。

　あの劣等感と殺意寸前の敵意には馴な染じみがある。そしてトウヤに似たねじ曲がった正義感も併せ持っているときたものだ。

　二人を足して二で割ると丁度こんな感じだろう。

　反へ吐どが出る。

「噓うそよ……何なの、この魔力……！　貴女あなたとオンボロ剣にそんな力あるわけが──！」

「オンボロって──言うなあああああああああッ！」

　怒りにまかせて少女が地を蹴り、背中の飛行ユニットから魔力を噴射させて金髪女へと襲いかかる。なんつー沸点の低さだろう。

（まあ人のこと言えた義理じゃないけどな）

　皮肉っぽいことを考えながら、アキトは異能を発動させた。金髪女と赤髪の少女の間に瞬間移動し、続いて右足の裏の一部分に、ある異能を貼り付けた。

「ちょっ誰!?　あぶなっ──」

　いきなり目の前に現れたアキトに、赤髪の少女が驚きよう愕がくする。

　アキトは少女を冷ややかに見つめた直後──右足を前に蹴り出し、足の裏で少女の剣を受け止めた。

「──え？」

　少女が啞あ然ぜんとするのも無理はない。繰り出した一撃が、突然目の前に現れた少年の足の裏に触れた瞬間、何事も無かったかのように消えてしまったのだ。

　キンッ、とアキトの靴と少女の剣がぶつかる音が響く。

　アキトは足で少女の剣を受け止めながら、

「未熟な上に制御不能、甘ったれの猪いのしし女」

「は？──はぁ!?」

　アキトの言葉にまた怒りが舞い戻ってきそうになる少女。

　しかしその直後、

「お前はまず自分の力がどんなものかを身をもって知りやがれ──クソガキ」

　アキトが蹴り上げた足の裏で、軽く剣の刀身を押した。

　瞬間、

　──ドゥッ……！

　アキトの足の裏から、少女が放った一撃がそのまま反射された。

　カウンターに特化した異能、№８７９《リフレクションシール》。設定した身体からだの部位に受けた攻撃を全すべて吸収し、そのまま反射して反撃する異能だ。難点は、効果が発生する領域が一〇センチ四方程度しか無いことである。

　自分が繰り出したはずの一撃を受けて、少女が砕けたオンスロートをまき散らしながら隕いん石せきのごとく観客席に激突する。激突する直前にイグニートが少女を受け止めたが、それでも勢いが止まらずに観客席の天井は崩落し、大きな穴が空いた。

「おーいてて……アキトぉ、少しは手加減してやれよ～。下手すっと今のでこの子死んでたぞ～」

　土煙が晴れた後、気絶した少女を抱えながらイグニートが瓦が礫れきの上に姿を現す。

　アキトは空中浮遊の異能を使用して、イグニートの前に降り立った。

「知るか。僕がやったのは攻撃をそのまま返しただけだ。自分の力で死ぬっていうならその程度の英雄だったってことだろ」

「そりゃそうだけどなぁ……おーい、生きてるか～」

　瓦礫が崩れる中、イグニートは気絶した少女を地面に下ろしながら彼女の頰ほおをペチペチと叩たたいた。少女がうーんとうなり声を上げる。生きているらしい。残念。

　うっすらと目を開く。

　視線の先には、見下ろしてくるアキトがいた。

「あんた……誰よ……デバイス無しで……どうやってあんな魔法……」

　全身打だ撲ぼくだらけで動けないようだったが、少女はアキトを畏い怖ふの目で見つめていた。

　嫌な目だ。正義感と激情を併せ持つ、ひねり潰つぶしたくなってくるような目だった。

　アキトはため息を吐つき、気持ちを切り替えた。

　いいだろう。やってやる。どうせ微み塵じんも救いたくならないダメな世界だ。

　だったら憂うさ晴ばらしに──このいけ好かないガキをボロぞうきんになるまで鍛えぬいて、英雄とやらに昇華させてやる。

（やってやるよ、くそったれが）

　アキトはふんと鼻を鳴らし、全力で少女を見下した。

「よろしく愛まな弟で子し──今日から僕がお前の教官だ。死ぬ気でついてこないと死ぬから、せいぜい覚悟しとけよ猪いのしし女」

「な……何言ってんのか……わっかんないんだけ……ど…………」

　少女はアキトの視線に背筋がうすら寒くなるような悪寒を感じながら、再び気を失うのだった。






第三面　アリオーシュ









　二日後。学園要塞アーヴァンヘルト医療棟、外科治療施設三〇二号室にて、ラスボス達は一堂に会していた。

「それで？　プランはあるのかね、アキト君」

　白いカーテンの横で壁に背を預けながら腕を組み、人差し指で眼鏡を押し上げながら、キリシマが言った。

　アキトはベッド横の椅い子すにだらりと座りながら、キリシマを睨にらんだ。

「たぶん英雄を育てるだけじゃこの世界はどうにもならない。エスカテの記憶を見ただろ。あの女が英雄たり得たのは周りの支援のおかげだ。邪神に対抗するために訓練された精鋭達がいてこその英雄だったはずだ」

　アキトが言うと、ベッドの上でぺたんと女の子座りをしているソラが首を傾かしげた。

「アキトの言うこと正しい。邪神、眷けん属ぞく、手駒多い。英雄一人で無双討とう伐ばつは不可能。英雄、あくまで邪神本体の討伐が役目だった」

　ソラの言葉を聞き、窓際で紅茶を飲みながら涼んでいたヴェンデッタが、カップをテーブルに置いた。

「最終的に、人間達は邪神に対して短期決戦を実行していました。多くの兵が囮おとりとなって眷けん属ぞくの注意を逸そらすことで、英雄一人を邪神へ送り届ける……というのが主な作戦だったようです。敵の眷属に対して弱点らしい弱点が発見できなかったため、このような消耗戦にならざるを得なかったのでしょうね」

「調査の結果、邪神眷属の弱点、いくつか判明。英雄でなくても下位の眷属なら十分に対応できる」

「ソラさんの情報を整理してみました。一個体に対して騎使オンスローター三名が必要ですが、戦術次第では対応可能です」

「戦術、ね。堕天使、眷属の個体別に兵士達の戦術を考案できるか？」

「……不愉快ですが、騎使オンスローターの戦い方はわたくしのいた世界の天使にとてもよく似ています。過去の戦術も参考にしつつ、熟考させていただければどうにか。ただし、パワードスーツ『オンスロート』の改良が必要不可欠ですね」

　キリシマの話では、現代のオンスロートは間違った方向へ進化してしまっているため、邪神には対応できないということだった。対人戦想定のオンスロートでは当然だろう。

「半年あれば、対邪神特化試作機の完成まではこぎ着けられるだろう」

　キリシマが眼鏡を光らせながら言うと、アキトは眉を顰ひそめた。

「あんたにしてはずいぶん時間がかかるじゃないか」

　少し挑発してみたが、キリシマは意に介さず真面目まじめに答えた。

「仕方あるまい。ヴェンデッタ君の指導があろうとも魔法は専門外だ。この世界の工学を少々学ぶ必要がある。それとこの世界の技術者達の協力も必要不可欠だ。終息宣言などというもののせいで、『邪神に対応できるオンスロートを量産しよう』などと提唱したところで、鼻で笑われるのがオチだがね……」

「協力してもらえそうなアテは無いのか？」

「あるにはある。この学園要塞の技術者達はチームを組んで成果を競い合っている。その中に、どう考えても対人戦を想定していないオンスロートを制作している変人揃ぞろいのチームがあった」

「具体的に頼む」

「重装甲、高速一点突破、使い捨てパワー重視の兵装……邪神の降臨に危機感を持っているというよりは、当時の兵器にロマンを抱いだいている連中という感じだ」

「懐かい柔じゆうできるか？」

　キリシマはカーテンのすき間から差し込む日の光で、眼鏡をキラリと光らせた。

「ふふ、ふふふふふこの私を誰だと思っている。連中の趣味ロマンは少々泥くさいので私の趣味ロマンとは遠いのだが、偏った探求者同士というものはある種の波長が合うものだ。序列五位という立場も全力で利用すれば時間をかけずとも固い握手が交わされることだろう」

「あ、そ」

「問題は予算である。学園側にチームの将来性が見込まれなければ予算が下りん」

「早さつ急きゆうに対人戦特化のクソの役にも立たないドスケベ機体を作って学園に全力で媚こびを売れ。たぶんそれで予算が下りる」

　左手をプラプラと振りながら適当に提案してやると、キリシマは「ぬぁに!?」と声を上げた。

「君はこの私にあんな下品な代物を作れというのか！」

「あれも一種のロマンじゃねーの。探求者同士はある種の波長が合うんだろ、やれよ」

　拳こぶしを握りながら必死に抗議しようとしてきたが、アキトはさっさと話を進めた。

「役割をまとめるぞ。まず眼鏡は対邪神用のオンスロートを半年以内に完成させろ」

「どう足あ搔がいても量産化まではこぎ着けられんぞ。試作機と量産化プランは残せるが実用化は無理だ。この世界の技術者全員の協力を得るのは現在の認識では不可能である」

「プランと試作機で構わない。最低でも五機は戦闘が可能なレベルに仕上げてくれ」

　アキトが言うと、キリシマは「どういう意味だ？」とでもいうように少し眉を顰ひそめた。

「幼女は引き続き邪神の調査をしつつ、眼鏡の開発の手伝いをしてくれ。新しい事実が判明したら眼鏡と堕天使に随時報告。できれば次回の邪神出現位置の特定もしてほしい」

　ソラがこくんと頷うなずいたのを見て、アキトはヴェンデッタに視線を送る。

「堕天使は過去の戦闘記録を参考に新しい戦闘法を考案してくれ。これも眼鏡と幼女の協力が必要になる。あんたが仕切れ」

　仕切れと言われて少し緊張したようだったが、ヴェンデッタも頷いて肯定した。

　そしてアキトは一度だけ小さく息を吐き、さっきからベッドできょとんとしている赤髪の少女を指さした。

「僕と似え非せ勇者はこいつの育成に全力を注ぐ」

「あ、あのさ、さっきから何の話を──」

「黙れ。お前は口を挟むな」

　ぴしゃりと言葉を遮さえぎって、アキトは少女を黙らせた。少女が怯おびえてびくっとなったところへ、エイリアンが肩をぽんぽんと叩たたいて落ち着かせる。

　エイリアンの見た目はどう見てもエイリアンなのだが、序列入りしたランカーということになっているので、この外見に違和感を覚える人間はいないようだ。

　ヴェンデッタがスッと手を上げた。

「技術的な発達、邪神への対抗策、戦略を考案するところまではわたくし達だけでできるかもしれませんが、問題は人類の危機感です。わたくし達は邪神降臨前に撤退します。そのためにも半年の間にまともに運用できるレベルの軍隊が必要になるわけですが、わたくし達の序列入りという立場を最大限に利用したとしても、軍が動くだけの影響力があるとは思えません」

「…………」

「現状、邪神の再降臨を訴えているのは、極端な思想を持つ政治家、一部の宗教団体だけですし、どちらも世間への影響力は強いとは言えず、むしろ白い目で見られています。その点、アキトさんはどうするおつもりなのですか？」

　ヴェンデッタの意見はもっともだった。

　たとえ対邪神用のオンスロートを開発して戦術を生み出したとしても、この世界で邪神が降臨することにいまだに危機感を覚えている人間はほぼ皆無だ。自分達が「邪神がやってくるから備えろ！」といくら言ったところで鼻で笑われてしまうだろう。

　人類の「邪神は二度とやってこない」という認識を改めさせることが重要な課題だった。

　アキトは目を細めつつ、前髪を搔かき上あげた。

「……その件に関しては僕に考えがある」

「あるならまずそれを話してください」

　ヴェンデッタの要求に、アキトは首を横に振った。

「直前まで話すつもりはない。あんたらはとりあえず目の前の問題だけ片づけてくれ」

　アキトが冷めた声で言うと、ヴェンデッタが椅い子すから勢いよく立ち上がった。

「それはあんまりではありませんか！　一応わたくし達は仲──き、協力関係にあるわけですから、話しておいてもよろしいのではなくて!?」

「話したら台無しになる可能性がある。話せないんじゃなくて、話さない。その必要性が皆無ってことだ」

　目を見ずに一方的にアキトが言うと、ヴェンデッタは顔を赤くして肩を怒らせた。

「あなたはいつもそうですね！　何か策があってもわたくし達には一言も話そうとしない！　仮にもリーダーなわけですし、説明する義務があるのではなくて!?」

「──あんたに策があるなら、今すぐにリーダー代わるけど？」

「……っ！　これだけ長い間一緒に行動していても、あなたはわたくし達のことを少しも認めていないのですね」

「勘違いするな、僕はあんたらのことを認めている。ただ信用していないだけだ。どれだけ長い間行動を共にしていても、それは変わらない」

「…………」

「僕らは利害の一致でここにいる、それを忘れてもらっちゃ困るね」

　話はこれで終わりだ、とばかりにアキトは椅子から立ち上がる。

　そして、そこで初めて赤髪の少女を見た。少女はオロオロとしながらその場にいる全員を順番に見ていたが、最後にアキトを見上げた。

「お前、名前は」

「ア、アリオーシュ・フランベルジュ……」

「僕らは一応襲騎祭デユエルカーニバルランキングのランカー、ってことになってるらしい。今日からお前を鍛える」

　アキトが言うと、アリオーシュは全員を見回してから、ベッド横の床しよう頭とう台だいにある雑誌を手に取った。前襲騎祭デユエルカーニバルのランカーが一堂に会している写真、つまりこの場にいる六人が集合している写真が表紙になっていた。そんな写真撮った記憶もなければ事実もないが、この世界にアキト達のポジションがねじ込まれたことで、ある程度記憶の改ざんが行われているのだろう。

　アリオーシュが、驚きと困惑の入り混じった声を出し、同時に期待の入り混じった瞳ひとみでアキトを見上げてくる。序列一位に指導してもらえる、そんな期待だ。

「噓うそでしょ……序列入りの六人があたしの教官になってくれるの……？」

　アキトはアリオーシュから雑誌を奪い取り、その場で中央からゆっくりと破いた。

「ああ、残念ながら全部噓だから忘れろ」

「……え」

　目が点になるというのは、今のアリオーシュのような顔を言うのだろう。他のラスボス達も、少し意外そうな顔をしていた。

「序列なんてどうでもいい。僕達はこの世界を救いにきた。三年後、また邪神がやってくる。だけど僕らは半年後にいなくなる。それまでにお前を英雄にしなくちゃならない」

　真実を黙っている必要はないとアキトは判断したのだ。

「僕らはこの世界の人間じゃない。他よ所その世界の──ラスボスだ」
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　もちろん、アリオーシュがそんな話を信じるわけがなかった。

　邪神というワードを口にした直後、アリオーシュは吹きだして大笑いしたのである。

『邪神なんてもう来るわけないじゃん』

『序列入りの人達がそんなこと信じてるなんて』

『異世界？　からかってんの？』

　この世界では至し極ごくまっとうな反応なのだろう。百年も音おと沙さ汰たが無ければ当然なのかもしれない。けれど邪神はやってくる、これは決定事項だ。それをこの世界の人間にわからせるのは難しい。少なくともここまで文明の進んだ世界だと、半年では不可能だ。

　だが、この小生意気な子供一人に叩き込むのは容易たやすい。

「遠慮はいらない。オンスロートのリミッターも解除してあるから、全力でかかってこい」

　軽く肩を慣らしながら、アキトは手袋の裾を引っ張った。アリオーシュはオンスロートを身に纏まといながら、腑ふに落ちない顔で剣を構えている。

　ここは学園要塞の外、改装中の野戦演習場だ。人工の森に数多くのギミックが仕込まれているらしいが、今は改装中であるため作動はしない。

　人払いは済んでいる。ここならば、誰にも見られることはないだろう。

「全力って……あんたオンスロートは？」

「必要ない」

　アリオーシュは目を剝むいた後、すぐに鋭く細めた。

「冗談言わないでよ。いくら序列一位だからって、オンスロート無しで戦うなんて不可能でしょ」

「序列一位なんかじゃないって言ったろ。異世界の異能者だ。僕の力は魔法じゃない」

「またそんな漫画みたいなこと言って……ねぇちょっと！　あんた達も見てないでこいつ止めてよ！」

　アリオーシュは離れた場所でこちらを覗うかがっているイグニートとヒマワリに叫んだ。

　イグニートは腕を組んだまま無表情。ヒマワリはオロオロしているだけ。

「ねぇちょっと聞いてんの!?　そこの鎧よろいのコスプレの人！　序列二位なんだから止めてってば！」

　アリオーシュに呼ばれて、イグニートは苦笑した。

「なぁ、アリオーシュだっけ？　実戦経験無いのはわかってるけどよ、とりあえず──」

「？」

「──ちゃんと前見とけ」

　その直後だった。

　ドヒュンッ！

　渦を巻く暴風──否いな、まるで閃せん光こうのような風がアリオーシュの真横を通り過ぎ、木々を飴あめ細工のようにどこまでも吹き飛ばした。轟ごう音おんと土煙を上げながら背後の人工森が文字通りぶっ飛ばされたのを見ながら、アリオーシュは口を半開きにして顔を青くした。

　そしてアリオーシュの顔がゆっくりと、恐る恐る前へ向き直る。

　そこには、拳こぶしを突き立てながら、前髪の隙間から赤い瞳ひとみを覗のぞかせるアキトがいた。

「レッスンワン──『危機感』の覚え方だ、クソガキ」

「はっ……は、ひ……？」

「話してもわからねぇならその身体からだに刻み込む。お前が今目の前にしているこの僕が、そして三年後に対たい峙じする連中が、どれだけヤバいモノかっていうのを教えてやるよ……！」

　アリオーシュはその時初めて理解した。

　彼の目を見て、初めて理解した。

　全力でかかってこい。その言葉は誇張でもなければ虚勢でもない。

　全力でかかってこないと死ぬぞ、という意味なのだ。それを一瞬で理解させるほどに、アキトの瞳ひとみは殺意に満ちていた。剣を握る手がカタカタと震え出す。恐怖が身体からだを支配し、自然と力がこもる。これは防衛本能だ。熊と対たい峙じした人も同じ行動に出るだろう。

　だが普通は立ち向かおうとはしない。アリオーシュが立ち向かおうという意志を抱いだけたのは、人一倍の勇気があるからではない。相手が人だからだ。相手が言葉の通じる人間だから、震えても剣が握れる。どれだけ殺意を向けられようとも相手は人間。

　──まずはその認識をぶち壊さなくてはならない。

「っ、どうなっても知らないわよ！」

　わざわざ宣戦布告して、アリオーシュが突撃を仕掛けてくる。

　わかっていない。これではダメだ。こんなものは蛮ばん勇ゆうですらない。

　アリオーシュの武器『グローリアス』が縦に割れて魔力の刀身を構築する。まるでなっていない。先日の演習場での一撃の方が数段マシだ。相手が人間だからはなっから殺すつもりが無いのだろう。何が対人戦だ。人の殺し方すら学べずに、邪神をどう殺せというのか。

　やはり殺意では生ぬるい。

　であれば、死をもって教えるしかない。今までアキトが殺してきた人間は、殺意や憎しみからは無縁の者も多くいた。そういう相手の殺し方は、心得ている。












　目の前にアリオーシュの一撃が迫る。この程度ならばたいした異能を使う必要もない。体表を瞬発的に硬化する異能、№５９０《アダマンタス》を発動する。

　魔力の粒子でできた刃やいばは、アキトの左手の指先だけで止められた。バシュゥと焼け石にふりかけた冷水が蒸発するような音を立てただけで、アキトに傷一つつけなかった。

　アリオーシュが眼を見開く。二度同じ事をしてやってもこの反応だ。

　──物覚えが悪い。

　──驚きよう愕がくするという隙は、実戦において致命的となりうるということを教えなければ。

　アキトは硬化させた右手を手刀にしてそのまま前へ突きだした。硬化以外に異能は必要ない。これだけのスピードで突っ込んでくれば突き出すだけでいい。

　アリオーシュの身体からだがくの字に折れる。ただの物理攻撃なのに、アリオーシュのプラクティカスーツは何の防御の足しにもならなかった。

　アリオーシュが呆ぼう然ぜんとしながら自分の腹部を見下ろす。アキトの手刀は彼女の鳩尾みぞおちから背中にかけてを一直線に貫いていた。痛みもまだ感じないはずだ。その目で見ても、実感が湧かないだろう。

　ダメだ。実感を持ってもらわなければ意味がない。

「顔を上げろ」

　言われるがままに、アリオーシュが顔を上げる。

　顔を上げた彼女が見たのは、暗くて赤黒いアキトの瞳ひとみだった。

　その瞳の奥には感情が無かった。殺意もなければ怒りもない。

　されど無ではなく、言うなればそれは──、

「……ぁ……」

　──死、そのものだった。人間でも怪物でもない、今のアキトはただの『死』だった。

　アリオーシュの瞳から生きようとする本能や、恐怖すらも消きえ失うせ、諦めだけが残る。

　アキトはアリオーシュの腹を貫いた血に濡ぬれた指先をカチリと合わせ、火花を散らした。

　その瞬間、アリオーシュの身体は爆発四散した。







「……──ッッ……！」

　アリオーシュが目を覚ました時、自分が変わらず存在できていることに対して疑問を抱いだいた。目を見開いたまま起き上がって、自分の身体を確認する。

　生きている。どういうわけか死んでいない。腹の傷も全すべて、何も無かったみたいに消えていた。

「……夢……？」

「いいや、違う。今お前は確かに僕が殺した」

　アキトは地面に横たわるアリオーシュを見下ろしながら、血に濡ぬれた手を掲げてみせた。

「──№９９９《フェイタルバフ》。この異能は、自分が殺した相手を生き返らせることのできる力だ。ただし、効果があるのは殺害後五秒間だけ」

「……異能……？」

「お前の世界の魔法じゃこんなことは無理だ。僕が別世界のラスボスだってこと、いい加減理解できたか？」

　アキトが問うと、アリオーシュは強こわ張ばった表情をしていたが、こくんと一度だけ頷うなずいた。

「オーケー。じゃあ──続けよう」

「ぇ……ちょ、ちょっと待って……」

「まだ最初のレッスンは終わってない。抱いだいた危機感の、その先に触れることができるまでコレを続ける」

「ま、待ってよ！　わかったから！　あんたが強いってことも、どれだけヤバいかってこともわかったから！」

「お前、さっき諦めただろう？　死を与えられることに甘んじて受け入れたろう？　それじゃダメだ。英雄は絶対に諦めない」

「英雄って……な、何言って……あたしはただの──」

　震えた唇と声で弱気に呟つぶやくアリオーシュの前に、しゃがみ込んで顔を近づける。

　そしてゆっくりとアリオーシュの前髪を搔かき上あげながら、最後に力強く髪を摑つかみ、捻ひねり上げた。

「いいや、お前には英雄になってもらう。たとえ血ち反へ吐どを吐こうが、どれだけ癒いえぬ傷を負おうが、親兄弟親友仲間学友戦友を失おうが、その命が燃え尽きようが、なってもらうぞ、英雄に」

「ひッ……！」

　アリオーシュの顔が恐怖に歪ゆがむ。

　恐怖はいい。だが恐怖の先にたどり着くのが諦めではダメだ。恐怖、本能、絶望、そしてその先にたどり着くために、何よりも必要なものを──、

「さあ。次はどういう死がお望みだ？　アリオーシュ・フランベルジュ」

「も、もう、お願いやめてよ！　誰か止めて」

　──このガキが抱くまで、訓練を終わらせるつもりはない。
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「イグニートさん、止めてあげてください……！」

　アキトのアリオーシュへの仕打ちを見ていたヒマワリは、あまりに凄せい惨さんな訓練内容にしびれを切らし、イグニートに制止を求めた。

　しかしイグニートは無表情に二人の訓練を眺めるばかりで、動こうとしなかった。

「どして？」

「どうしてって、こんなのあんまりです……！」

「俺おれはアキトがやろうとしてること、あの子には必要だと思うぜ」

「そうかもしれないけど、やり方というのがあると思うし……！」

「いや、無いね。半年であの子に英雄としての全すべてを叩たたき込こむには、こうでもしなきゃダメだと思う」

　イグニートは頰ほおを指で搔かきながら、ヒマワリを横目で見た。

「なあヒマワリちゃん。英雄にとって一番必要なもんって何だと思う？」

　ヒマワリは答えに窮した。

　ヒマワリもかつて英雄と呼ばれたことがある。まともに英雄になることができずに世界が滅びてしまったが、だからこそ、ヒマワリにはわかる。

「…………勇気……です……か？」

「お、正解。そうそう、勇気勇気。英雄ってさ、どんな強敵だろうと勇気が無いと機能しないんだわ」

　イグニートは前だけを見ながら、酷ひどく澄んだ瞳ひとみで何度も死んでは生き返り、泣き言を言いながら必死にアキトにやめるように頼み込むアリオーシュを見つめている。

「人を導かなくちゃいけないからな。どんなに絶望的な状況でも、他の人間がどれだけ悲観的になっても、自分だけは何度も立ち上がって、そして立ち向かっていかなきゃいけない。後ろにたくさんついてくる人がいるから、立ち止まることもできない。ただひたすらに突き進む勇気が必要なんだ」

　何を失っても突き進む勇気。英雄にとって必要不可欠かつ、なるための最低条件である資質。ヒマワリは少しうつむき、拳こぶしを握った。

「今、まともじゃねぇって思ったっしょ」

　……ヒマワリは、小さく頷うなずいた。

「英雄ってのは例外なくまともじゃあない。肉体、頭脳、精神、全てがまともじゃない。まともでいることが許されないのさ」

「…………」

「アキトはそれがよくわかってんだろうな。正直驚いてるよ、ひねくれ者のあいつが真っ先にそれに気づいて、一番最初に教えようとしてることにびっくりだ」

　ヒマワリにも、イグニートの言うことは理解できる。

　けれど、何度も響くアリオーシュの断だん末まつ魔まの叫びを聞いていると、かつて自分が助けられなかった人々の悲鳴が蘇よみがえってくる。

　ヒマワリは自然と両手を耳にあてがおうとしていた。聞いていられない。誰か止めてあげて、助けてあげて。自分はかつて英雄になるべき人間だったはずなのに、誰かに頼ってしまおうという性根が出て来る。

　あの時と同じだ。仲間が戦っている間、膝を抱えて縮こまっていたあの頃と何も変わらない。誰かに頼ってばかりで何もしようとしなかった自分は、ラスボス達なんかよりずっと醜い……世界の破は滅めつの原因だ。

　耳を塞ふさごうとした時、イグニートがヒマワリの腕を摑つかんで止めた。

「ヒマワリちゃん、主人公だったんでしょ」

「…………」

「あの子から、何か学ぼうと思ったって言ってたでしょ」

「………………」

「だったら止めようなんて思わないで、ちゃんと見て、聞いてやれ。俺おれは馬鹿だし、頭おかしいかもしれないけど、がんばってる奴やつらから目を逸そらすのはダメだと思いながら生きてきた。だからじゃないけど、ちゃんと見なよ」

　ヒマワリが、固く閉じていた目をうっすらと開く。

　視線の先に、涙を流しながら剣を握るアリオーシュがいた。

　剣を握る、アリオーシュがいたのだ。

「──あの子、いくら殺されても、弱音吐いても、剣だけは手放そうとしてないぞ」

「……っ」

「あの子が剣を手放さないから、アキトもやめないで続けてるんだぜ？」

　イグニートがヒマワリから手を放す。

　ヒマワリはもう、アリオーシュから目を逸らすことはなかった。





　　　☆






　一四六回。それがこの五時間でアリオーシュが死亡した回数だった。

　最初の三回は為なす術すべなく殺されていた。四回目から十回目までが、アキトへ無駄な説得を繰り返し、殺された。

　逃げようと試みたのがその後五〇回、しかし全すべて徒労に終わり、ひねり潰つぶされた。

　九六回までは破れかぶれに立ち向かい、玉ぎよく砕さい。一二八回まで、死にものぐるいで頭を使った攻撃をしようとしたが、アキトの力を前に愚策など意味がなかった。

　一四六回まで、死に疲れて放心。

　そして、一四七回目。

　アキトの一言が、アリオーシュを変えた。

「……その剣は飾りか」

　ぴくりと、放心状態だったアリオーシュの顔が引きつったのをアキトは見た。

　手から滑り落ちそうだった剣を、アリオーシュが握り直す。

　垂れた前髪の隙間からアリオーシュの目が覗のぞく。

　目の光が消えていない。今の挑発による怒りで、少しだけ灯ともし火びが大きくなった。

　意味もわからず殺され続け、わけもわからずいたぶられてきたこの数時間で、彼女はすっかり恐怖に慣れていた。そしてその先が無いことに絶望しながら、死に続けてきた。

　だけど諦めてはいない。剣だけは手放していないことがその証拠だった。

「英雄の末まつ裔えいが聞いて呆あきれるぜ。エスカテはもっと強かった。身体からだも、心も、お前の比じゃない。それでも英雄の血を引いてんのかよ、お前」

「…………引いてないわよ、実際」

　その返答に、アキトは眉を顰ひそめた。

「あたしの先祖は、エスカテの婚約者だった男が、エスカテの死後に別の女性と結婚して産ませた子供よ……だから、直接血は繫つながってない」

「なら、その赤い髪と目はなんだよ？」

「染めてるの。目もそう……魔力で濁すとこういう色になるから、真ま似ねてやってるだけ」

「…………」

「エスカテの血筋はとっくに途絶えてる……当然じゃん……あの人、子孫残す前に死んでるし」

　アリオーシュはふらつきながら片手で自分の髪を撫なでた。

　確かに、言われてみればその通りだ。エスカテが死んだのは一七歳。身ごもるには少々若い上に、子供が生まれた記憶は無かった。恋をして、愛し合う相手がいたのは知っている。その男の子供がアリオーシュの先祖だというのなら納得がいく。

　なら、英雄の素質を感じた、あの直感は何だ？

　間違いか？

　アキトは自分の中に浮上した疑惑を、鼻で笑った。




　──あり得ないね。




「だけど……この剣は……この剣だけは本物よ……！」

　違うさ。剣だけじゃない、お前は確かに本物を持っている。

「誰にも侮辱なんてさせない……！　あたしにどんなに才能が無くても、いつか必ずこの剣を持つに値する騎使オンスローターになってみせる！　それがこの剣を託たくされた、あたしの使命なんだから！」

　アリオーシュが剣を構え、再び魔粒子の刃やいばを展開した。

　今までで一番大きく、密度の濃い赤い刃。

　実際、血などどうでもよいのだ。そんなものに英雄の資質など宿りはしない。

　この少女の瞳ひとみに宿る光が全すべてだ。

「あんたが異世界の人間で、異能とかいうバケモノみたいな力が使えて、三年後に再び邪神がやってくるってこと……信じるよ。だけどあんたは、あたしがこの剣で一ひと太た刀ち浴びせるまでは許さないから……ッ！」

「ほぉ」

「あたしを侮辱するのはいい、でもこの剣を偽物呼ばわりすることだけは許さない！」

　動物的な生存本能ではなく、生存を諦めた逃避でもなく、人間しか持ち得ない、紛まぎれもない感情。

　勇気。

　それは何かを背負う者だけが抱いだくことのできる、絶望の中でギラギラと輝くクソッタレな篝かがり火びだ。物への執着というどうしようもない動機だが、勇気を抱く切っ掛けになるなら、動機などどうでもいいのだ。

　死の恐怖すらも覆くつがえす勇気を生み出すのは、いつだってエゴだ。真の恐怖である死を超越した先にこの篝火を抱けた者だけが、クソ英雄たり得るのだ。

　まったくもって、胸くそが悪い存在である。

　英雄糞くそ喰くらえ。勇気糞喰らえ。

　故ゆえにアキトは口元に笑みを浮かべた。

「……上出来だ。そろそろ終わりにしてやろうかと思ったけど、お望み通り付き合ってやるよ。やれるもんなら──やってみな……！」

　アリオーシュが雄お叫たけびを上げて再び斬りかかってくる。

　剣筋に迷いはなく、感情は殺意ではなく、ただ勝利への渇かつ望ぼうだけ。どこにそんな力を隠し持っていたのかわからないほどの魔力濃度。

　アキトはギリギリ及第点の勇気を発揮したアリオーシュに、褒ほう美びとして最大火力の全異能闇鍋技《ロストナンバー》をぶち込んでやった。

　──結局、アリオーシュがアキトに一撃を辛うじて当てることができたのは、通算一五二三回目のことだった。






第四面　教えてください









　学園要塞アーヴァンヘルトでは、オンスロートの操縦訓練や魔法訓練以外にも様々な座学が必修とされている。進路が決まるまでの最初の三年間は共学で多様な学問を習い、三年後に進路が定められると学科分けがされて授業内容は細分化されていく。

　なので、むしろ将来的に無駄になる授業をいくつもやらされる最初の三年の方がキツいという生徒も多かった。

「ねーねーアリオっちゃん、序列入りの人達が個別訓練行ってるってマジ？」

　休み時間中、女生徒二人が窓際のアリオーシュの席までやってくると、突然そんなことを聞いてきた。アリオーシュは疲れ切っているのか、机に突つっ伏ぷしたまま返事する。

「……マジだけど、それがどしたの……」

「やっぱ本当なんだ！　すごいすごいっ、すごいじゃーん！　いっつも卑ひ屈くつで自虐的なアリオっちゃんだけど、いつかなんかやらかしてくれる子だって私思ってたよ～！」

「こんな時だけ持ち上げようっていうあんたの性根嫌いじゃないけどさ……今は寝かして。あとアリオっちゃんはやめて。おっちゃんみたいだからやめて」

　一番やかましそうな子が、ブーと口を尖とがらせる。やかましい子の横で、腕を組みながらアリオーシュを見下ろしていた背の高い少女が小さくため息を吐つく。

「しかしなアリオ。いくらランカーからの教育が受けられると言っても、襲騎祭デユエルカーニバルは個人戦だけではなく団体戦もあるのだぞ」

　説教くさいことを言ってきた少女に、アリオーシュは前髪を搔かき上あげて顔を上げる。

「あー、それに関してだけど──って、いけない！　今何限だっけ!?」

「？　三限前の休み時間だが……」

「やばい！　あたし訓練行かなきゃ！」

　時計を見て、アリオーシュは椅い子すから立ち上がって教室のドアへと走った。

「おいっ、次は筆記試験だぞ！　訓練してる場合か!?」

「そんなのより重要な訓練なのっ」

「進級がかかった大事な試験だぞっ。それよりも大事な訓練とはなんだっ!?」

　アリオーシュはドアを開け、教室を出て行く前に少女二人に笑みを見せた。

「──世界を救うための訓練！」

　怪け訝げんそうな顔をする二人を置いて、アリオーシュは今日もラスボス達の訓練を受けに行く。ラスボス達がこの世界にやってきて、すでに一ヶ月が経過していた。





　　　☆






「さて、本日の訓練だが──ついに高機動型スラスターを搭載した試作機が完成した。今回はその試運転も兼ねて、ついでにスピードに慣れてもらう」

　キリシマはいつもの森を想定した演習場で、眼鏡を押し上げながら言った。

　目の前には、試作型のオンスロートを装着したアリオーシュが、動きづらそうにしながら自分の身体からだを確認していた。

「ス、スラスターって、この腰のとこについてるでっかい筒みたいのだよね？　一瞬ミサイルポッドかと思ったわよ……」

「試作段階というのもあるが、今はそれが小型化できる精一杯だ。飛行デバイスの両翼の間にも補助ブースターがついている。着心地はどうか？」

「どうかって言われても……こんなんじゃまともに飛べないわよ、重すぎて」

「それでもエスカテが使用していたものの三分の一の重量に抑えている。重いのは仕方あるまい、飛行魔法への魔力変換システムとは別に、自動補助推進も働くようになっている。この意味がわかるか？」

　アリオーシュが首を傾かしげると、キリシマは顎あごを上げながら彼女を見下ろした。

「君の魔法技術と操縦技術が劣っているからだ。君がまともなエンジンの操縦者になってくれない以上、スピードと旋回性能を向上させるために科学技術に傾倒せざるを得なかった。私としては望むところだったがね」

「んなっ！」

「魔法に関してはヴェンデッタ君から教えてもらいたまえ。私としても不本意なのだ、魔法などというものに頼らなければ進化できないこの世界の技術……いっそＩＭイミテーシヨン・マーズを作ってやろうかとも思ったが、この世界の人間にアレを三年以内に作れるだけの進化は見込めん」

「ぐぬぅ……っ」

「しかし、その兵器は別だ」

　キリシマはアリオーシュが手に持つ剣を指さした。

「それはオーパーツと言って差し支えない。恐らくこの先どう足あ搔がいても再現できないだろう。正直に言おう、この私をもってしてもそれだけは複製できん。対邪神のために生まれた特化兵器だ」

「！　やっぱそうなんだ！」

「つまり君の英雄たる部分はその武器だけと言っていいだろう」

「ぬぁーっ！　あんたさっきからどんだけあたしのこと貶けなせば気が済むのよー！」

「貶しているのではない、純然たる事実だ。その武器に見合う英雄になることこそが、今の君の役目だ」

　超正論なだけに、アリオーシュは一切キリシマに言い返せなかった。

　アリオーシュは決して優秀な騎使オンスローターではない。実際、学園での成績も個人戦績もあまりよくはなかった。特に騎使オンスローターの出力調整が酷ひどく苦手なこともあり、うまく飛行が行えない。出力が出過ぎることもあれば全く出ないこともあり、安定しないのだ。

　さらにもっと言えば、アリオーシュの操縦技術の大ざっぱさは目に余るものがある。特に繊細な操縦を要求される訓練では目も当てられない結果しか出せなかった。

　騎使オンスローターとしてのセンスが無い。つまるところ、まさにこれだろう。

「センスなどというものは努力でどうとでもなる。何な故ぜならば私もそうだったからだ」

「……え？　でもキリシマって確か」

「キリシマ先生」

「キリシマ先生って確か、異世界ではロボットを乗り回していたって話じゃなかった？」

「私の特技は操縦ではなく開発だ。しかしパイロットという響きに昔からロマンを感じるタチでね……数多くの戦場へ自らを投じ、実戦でセンスを磨いた。技術者としての視点から操縦を行い、欠点を克服し、強みに変えていったのだ」

　自慢げに自分を語るキリシマをアリオーシュは不思議そうに見つめていたが、ニヤリと笑いながら口元に手を当てた。

「……ロボのパイロットにロマンって、なんか子供みたいね」

　挑発のつもりで言ったのだが、キリシマは静かに頷うなずくだけだった。

「然しかり。今の私があるのは、子供の頃の夢があったからだ。その夢は多少歪ゆがみはしたが、今も抱いだき続けている」

「…………」

「私は出自が貧しく、身体からだが弱くてね。毎日空ばかりを見ていた。ゴミ捨て場で拾ったロボットの玩具おもちやと空への憧れが、私の原点だ」

　至し極ごく真面目まじめに、遠くを見るような目をしながら、キリシマは自分の原点を語った。

　キリシマはマッドサイエンティストで、星の資源を喰くい潰つぶし、国という概念を消滅させた企業の社長だったはず。少しだけ、アリオーシュのキリシマへの印象が変わった。

「君も同じだろう。君の原動力はエスカテへの憧れ……つまり英雄へのロマンだ」

「……うん」

「大切にしろ。冗談ではなく、ロマンは抱き続ければ大いなる力へと変わる。王者には不可欠なものだが、英雄もまた然りと私は考える」

「……………」

　子供の頃の夢を抱き続けていることをまるで誇るように言ってのけたこの男が、アリオーシュには自分よりもよほど大人に見えた。

　一応、アリオーシュは訓練が始まる前に、彼らがどういう存在なのかを話に聞いていた。

　異世界から召喚されたラスボス達。世界を滅ぼしかけた罰として、多くの異世界を救わなければならなくなった。

　アキトから受けた虐殺とも言うべき最初の訓練のおかげで、そのぶっ飛びまくったおとぎ話を疑うつもりはなかったが、彼ら個人のことをアリオーシュはよく知らなかった。

　こいつらがどういう人間なのか、興味が無いと言えば噓うそになる。

「ねぇ、そんな子供の頃の夢を抱いだいて社長にまで上り詰めたのに、なんであんたはラスボスなんかに？」

　キリシマは薄型の液晶デバイスのようなもので試作スラスターのチェックを行いながら、片手間に話し始めた。

「私は別に、正義の味方や英雄に憧れていたわけではない。かといってラスボスになろうと思ってなったわけではないがね」

「結局何がしたかったの？」

「人間はどこまで進歩できるか、それを確かめたかっただけだ」

「……どういう意味よ、それ」

「始まりは空を夢見た。しかし空に至ると、今度は宇宙に行きたくなった」

「……？」

「銅貨を手に入れたら銀貨が欲しくなり、銀貨を手に入れたらば次は金貨が欲しくなる。その欲望を探求欲に置き換えればわかりやすかろう」

　涼しい顔で恥ずかしげもなく言ったキリシマを、アリオーシュはジト目で睨にらんだ。なんだか、さっき変わった印象がまた元に戻ってしまった気がした。

「つまり、子供の頃の夢は欲に塗りつぶされて、マッドでサイエンティストな野望に置き換わってしまった。そういうこと？」

「フッ。マッドサイエンティストという呼び方は嫌いではないし、否定するつもりは無い。だが、私は星と心中することでロマンを追えなくなるのはまっぴらご免だったのだよ」

　眼鏡の奥で薄目を開けながら、キリシマは肩を竦すくめた。

「星の資源を枯こ渇かつさせ、国というシステムを崩壊させたことで私はあの世界のラスボスになった。だが、私がやらずともいずれ資源は枯渇し、大量破壊兵器の流通過多によって核戦争に発展、国も星そのものも崩壊するのは時間の問題だった。私は博愛主義者ではないのでね……戦争が好きだ。しかし戦争がもたらす被害というものは理解していたよ。地上を放射線まみれにしながら戦争をするより、宇宙空間で戦争をした方が星と人類のためであろうと、一応は考えた結果だった。理解されなかったがね」

「……さすがラスボス。あんたは自分の星を丸裸にしたのに、責任とか感じないんだ」

「人間が必要とする資源を使い果たしたところで星も動物も滅びんよ。むしろ人が宇宙に出れば星の環境など勝手に蘇よみがえる」

「そうかもしんないけどさ……自分の星や国を守りたいっていう人達のことは、考えなかったの？」

　キリシマはフッと小さく笑い、バッと両手を広げてポーズを取った。

「──考えなかったから、私は今ここにいるのだッ」

「ポーズ決めながら言うことじゃないよね!?」

「ところで何な故ぜそんなことを聞く？　君が聞くべきはラスボスである私のことではなく、私がいた世界の英雄のことではないのかね？」

　問われて、アリオーシュは顎あごの下に指を当てて空を見た。

「うーん、あんた達はラスボスなのかもしんないけど、今までいろんな異世界を救ってきたんでしょ？」

「ふむ。まあ、それはそうだが」

「一つの世界を救った英雄より、もっと多くの世界を救ってきたあんた達のことを聞いた方が、得るものが多い気がしたんだよね。あんた達は世界の滅ぼし方も救い方も知ってる。そんな連中がどういう人間か、単純に気になったんだ」

「…………？」

「だって普通、世界を滅ぼしたりいくつも救ったりする奴やつなんて絶対いないじゃん？　ねぇ、英雄ってどうやってなればいいの？」

　アリオーシュが思っていることをそのまま口にしてキリシマを見上げた。その瞳ひとみには少なからず羨せん望ぼうの光が宿っており、キリシマは声を上げて高らかに笑い出した。

　アリオーシュは頰ほおを膨らまして両手をぶんぶん振り回した。

「な、なによぅ！　笑うことないじゃん！」

「いやなに、英雄を志す者は例外なく我々のような存在を心から嫌悪するものだ。私を殺した英雄も、私のことを否定しかしなかったのでね。そういう腹づもりで興味を抱いだかれたのは初めてだ」

　不服そうに頰を膨らませるアリオーシュを、キリシマは眼鏡の奥から値踏みするような視線で見つめた。

「英雄のなり方など、私が知るわけないだろう。私は何も背負っていない、故ゆえに英雄ではない。英雄のなり方であれば……そうだな、やはりアキト君に聞くのが一番であろう」

「うげ……なんでアキト」

「聞いて確かめてみるといい。私が君に教えられることは、兵器の扱い方だけだ」

　さあ、試運転に入ろう、とキリシマは話を終えようとした。

　意味深なことばかり言うキリシマの背中に、アリオーシュは頰を膨らませながら「あのさ！」と声をかけた。

「試作オンスロートのことなんだけど、一つだけ頼んでもいい？」

「何だ。我々には時間が無い、君には早々に英雄になってもらわねば」

「カラーリング……できれば赤にしてくんないかな」

　恥ずかしそうに、頰ほおを指で搔かきながらアリオーシュは言った。

　英雄エスカテと同じ赤。彼女の髪も、瞳ひとみも、憧れで真ま似ねたもの。どうせなら突き詰めて近づきたいという想おもいが、キリシマにも伝わった。

　キリシマはフッと小さく笑った。

「よかろう……明日までに仕上げておこう」

　その笑みはいつもの皮肉っぽいものではなく、純粋に他者のロマンを賞賛していた。

「ありがと！　キリシマって意外といい奴やつ──」

「ではさっそく行くぞ。君の魔力は充じゆう塡てん済みだ。ポチッとな」

「──へ？」

　キリシマは眼鏡を押し上げながら、突然何かのスイッチを押した。

　瞬間、アリオーシュのスラスターが火を噴き、一気に彼女の身体からだを前方へ吹き飛ばした。

　あまりにも速すぎた。「ぎぃやああああ！」という悲鳴と共に、まるでピンボールのように人工樹木にぶつかりながら森の奥へと消えていくアリオーシュ。

「そのスピードで森の木々に触れずに一〇分間飛行を続けられるまで、今日は休憩無しだ」

　涼しい顔で吹っ飛んでいった方を見ながら、キリシマは肩を竦すくめた。

　遠くから、「こんなん無理だっつ～の！」という声が響いてくるのだった。





　　　☆






「スピード、慣れたと聞いた。よくやった、アリオーシュ」

　さらに一ヶ月後、今度はソラの訓練が待っていた。

　演習場でエイリアンと向かい合って座布団に座り、お茶を飲んでいたソラがどこか眠たそうな目で見上げてくる。

　アリオーシュはため息を吐つきつつ、ソラに近づいた。

「反応速度強化と障害物感知の魔法を使えば完かん璧ぺき……って感じ？」

「全然ダメ。反応速度強化はいい。でも、邪神との戦闘中に障害物感知、使ってる余裕無い。無駄」

「キリシマにもおんなじこと言われたんだけど……」

「もっと精しよう進じん、強くなれ」

　ガラス玉みたいに澄んだ瞳で言ってくるものだから、アリオーシュは逆に怯ひるんでしまう。

　ソラは立ち上がり、両手を差し出すように前へ出すと、ホログラムウィンドウがいくつも空中に展開された。

「アリオ、次の工程。まずは邪神の種類について教える。それぞれの行動パターン、攻撃方法、弱点。全すべて頭に叩たたき込こめ」

　アリオーシュは前まえ屈かがみになり、頰ほおに垂れた髪を耳にかけながらウィンドウを眺める。

「あたし記憶力はいい方なんだよね。こう見えて座学の成績はいいんだ」

「ん。じゃあとりあえず、ソラが収集した五〇〇ペタバイト分の情報を──」

「ごめん見み栄え張った。あたしバカだからバカにもわかるように簡潔にお願い～」

　引きつった笑顔で猫なで声を出しながら、腰をくねらせて懇願するアリオーシュ。

　ソラは口を三角形にしながらアリオーシュを見上げていたが、こくんと頷うなずいてウィンドウをスライドさせ、邪神の種類が記された図形を出した。

「まず種類。有ゆう翼よく種、一番数多い、空中戦特化。植物種、設置砲台タイプ、触手伸ばして種を人間に植え付け、増殖する。巨人種、蹂じゆう躙りん、ガーディアンその１。霊れい長ちよう種しゆ、人ひと型がた、これが一番厄介、手がつけられない、ガーディアンその２。最後に邪神のコア、眼球種……単体では脅威ではない。これを潰つぶすことがアリオの仕事」

　ソラの説明は非常に早口だったが、アリオーシュはなんとか聞き取った。

「次、弱点。有翼種、斬属性魔力、及び裂傷を与える物理による攻撃に弱い。過去のデータでも、英雄以外の手による討とう伐ばつ数が一番多い」

「ふむふむ、雑ぞう兵ひようって感じね」

「うん、ただし無限に増え続ける。いくら倒しても切りが無い、構うだけ無駄。障害となるもの以外は他の兵士に任せて無視を推奨」

「……む、無限に増えるの？」

「うん、無限。眼球種の体液から絶え間なく溢あふれ出てくる」

　無限に増えると聞いても最初アリオーシュにはピンとこなかったが、ソラから文字通りの意味であるという説明を聞いて、自分の身体からだから血の気が引いていくのがわかった。

「植物種。これは発見次第、最優先で破壊を推奨。こちらの戦力を吸収されてしまう可能性アリ」

「種を植え付けて増殖って……どゆこと？」

「そのまま。種を植え付けられた人間、一瞬で種の養分にされてコレと同じモノになる。弱点は貫通属性魔力、及び貫通に優れた物理兵器。エスカテの武器なら破壊は可能、当時の一般兵の武器での破壊は難しかった」

「……てことは、一〇〇年前、植物種の増殖は基本放置だったのね……」

「正解。植物種による被害が最も大きかった。前回の邪神降臨、人類の数、三分の一以下まで減った。これ、簡単に言えば文明がリセットされたレベル」

　淡々と説明するソラの口調もあいまって、邪神の凶悪さがダイレクトに伝わってくる。

「次、巨人種。体表が甲殻で覆われている。過去の討伐数は英雄エスカテの一体のみ。エスカテの武器、『グローリアス』でさえ甲殻を砕くのに二十回もの打ち込みが必要。眼球種を守るのがこいつらの役目。数は二〇〇体以上」

「二〇〇!?　ほぼ倒せないのに!?」

「ちなみに全高三〇〇メートル」

「さっ──」

　想像のできない大きさに、アリオーシュの声が喉のどで詰まった。

「身体からだ中じゆうの穴から大出力の光学的エネルギーを発射してくる。これらの対空迎げい撃げきをかいくぐって眼球種までたどり着くのはほぼ不可能。討とう伐ばつもできない。だから、前回の邪神への対抗で、人類は消耗戦を余儀なくされた」

「……つまり、一般兵を囮おとりにして……」

「そう。対空迎撃を分散させるため、英雄の盾となるために、多くの兵士命落とした。エスカテを眼球種へぶつけるために」

　固唾かたずを吞のむ余裕すらないアリオーシュを、ソラがじっと見つめる。まるでその瞳ひとみは、「お前に兵士を犠牲にする覚悟はあるか？」と聞いているかのようだった。

　正直、アリオーシュはその瞳の問いに答えることができなかった。

「もちろん、今回は対処法、用意してある。巨人種にも弱点があった」

「!?　そ、そうなんだっ……よかったぁ」

「よくはない。あくまで足止めができるというだけ。多くの兵士命落とす、それは変わらない」

「…………うぅ」

「今回のソラの訓練、有ゆう翼よく種、植物種、巨人種への対抗。ヴェンデッタが考案した対応戦術のテストする。ここの野外演習場の仮想敵システムいじって、邪神のダミーを投射できるようにした。ソラ、エイリアンが僚機の代わりする。アリオ、この戦術身体にしみこませろ」

　どうやらソラはホログラムの仮想敵の邪神バージョンを用意し、三機編成というチームでの訓練を行うつもりらしい。さっそくソラが仮想敵を出現させようとすると、アリオーシュがソラの肩を叩たたいた。

「ちょっと待ってよ、霊れい長ちよう種しゆは？」

　聞くと、ソラは再びじっとアリオーシュを見つめた。

　アリオーシュは少しソラが苦手だった。何を考えているのかわからないというより、こちらの心を見透かされている気がしてならないのだ。

　世界を滅ぼしかけた人工知能……ソラについてはそう聞いている。アリオーシュにとってはイグニートやキリシマよりも、彼女の方がずっとラスボスとして恐ろしく見えた。

「霊長種に勝つための方法、単純。前回と同じなら、個体数も一体だけ」

「そ、そうなの？　じゃあ、優先度が低いってだけなんだ。そだよね……人ひと型がただから、対人戦みたいなものだもんね」

　アリオーシュが少しだけほっとする。この世界の人間は基本的に対人戦の訓練ばかりを行ってきた。確かに邪神の他の種族には対処できないかもしれないが、人型であれば日々行ってきた対人戦の訓練もあながち無駄ではなかったということだ。

　しかし、次にソラは信じられないようなことを言った。

「アキトに勝てたら、霊れい長ちよう種しゆに勝てる」

「……………は？」

「そういうレベルだと思えばいい。霊長種に弱点無い。ただひたすらに強い、物理法則すらねじ曲げてくる脅威の物体。アリオがただひたすらに強くなって、打ち勝つ以外に勝つ方法無い」

　これまでアリオーシュが見せてきた中で、一番の絶句だった。

　あのアキトに勝てたら勝てるだって？　一ひと太た刀ち浴びせると言っておきながら、皮膚を微かすかにひっかく程度の傷すらも与えられず、服の繊維を一本切り裂くことしかできなかった相手に……勝つ？

「冗談でしょ……」

「眼球種は戦闘能力を持たない。眼球種を守る最後の砦とりで、霊長種が事実上のラスボス。ちなみに学園でやってる対人戦訓練、霊長種に対してまるで役に立たない。アリオもそれ、わかってるはず」

　当然、わかってる。今まで学んできた対人戦闘の技術など、アキトには一切通用しなかったからだ。どれだけ正攻法で挑んでも力でねじ伏せられ、どれだけ頭を捻ひねってもそれ以上に裏をかかれ、どれだけ邪道に走ろうとも鼻で笑われ、どれだけ外道に走ろうとその上を行く外道で踏み潰つぶされる。

　もう数千回も殺されているのだ、どのようなバカであろうとそんなことはわかる。

　そんな相手と霊長種は同等だと、ソラは言っている。最初にアキトが行った訓練の内容は、危機感とそれを抱いだいた後に恐怖から転ずる勇気を抱かせるためのものだった。最初の訓練にしては苛か烈れつだと思っていたが、レッスン１として妥当だったのだとアリオーシュは思い知る。立ち向かうだけの勇気が無ければ、邪神を相手にするのに『話にならない』ということだったのだ。

　自分はまだ、本当にスタートラインに立ったばかりなのだ。

　勝たなければならないのだ。

　アリオーシュの握った拳こぶしが震えた。

「霊長種を殺すことができるのは、オーパーツウェポン『グローリアス』だけ。つまり、アリオだけ。でも、アリオはまず霊長種のところまでたどり着かなくちゃいけない。そのためには、仲間が必要不可欠」

「…………」

「敵の数は圧倒的。英雄は絶対に一人では英雄たりえない。一人では英雄になれない。だからアリオ──」

　ソラはうつむいて青ざめたアリオーシュを見上げながら、彼女を指さした。

「──一緒にがんばろー、おー」

「……ふぇ……？」

　突然気が抜けたような声と共に、ソラが拳こぶしを振り上げて激励をしてきた。

　続いて横でじっとしていたエイリアンも、だーっと大げさに拳を振り上げている。

（あれ……おかしいな……この人達、こういうキャラなの……？）

「なんとかなるなるー」

「……えっ……と……」

「なるなるー」

　エイリアンもうんうんと頷うなずいている。なんだろう、このノリ。一応他の自称ラスボス達と会話はしたが、この二人の空気は独特だった。

　ラスボスの中で一番恐ろしいかも、とか思っていた印象が変わってくる。

　苦笑いを浮かべつつ頰ほおを指で搔かくアリオーシュ。












（もしかして、気を遣ってくれているのかな……話してみたら、意外といい子？）

「じゃあ始めに──ポチッとな」

　この二人となら上う手まくやれそうな気がしないでもない。

　そう思った瞬間──仮想敵システムが作動し、演習場に邪神を模したホログラムが出現した。

　アリオーシュの苦笑が凍りつき、だらだらと身体からだ中じゆうから汗が噴き出る。

　目の前に──めっちゃくちゃリアルな邪神の軍勢が現れていた。

　アリオーシュがカタカタと震え出す。血生臭くて生ぬるい風が、頰ほおを撫なでた。その上、なんか空の色まで真っ赤っかに染まっている。

「あ、あの、ののの……ここここれ、ホログラム、だよね？」

「むろーん。できるだけ当時のふいんきを再現できるように、ソラ、がんばった。このホログラムで、エイリアンとソラと一緒に、連携訓練」

「が、がんばりすぎじゃない？　ていうか、風がすんごい血生臭い……空、赤くない？　気のせいにしてはリアルなんだけど……」

「リアル当然。ソラ、がんばった」

　アリオーシュは邪神ホログラムのあまりのリアルさに正直失禁しそうだった。

　何な故ぜなら、目の前に触手をうねらせる塊かい根こんのような塊が数十体と、空を埋め尽くす翼を生やした大きな口が悲鳴を上げ、それらの異い形ぎようの中央に山ほどもあろうかという巨人が立っている。

　あり得ないほどの臨場感、威圧感がそこにあった。ガタガタと震えながら、アリオーシュは自分に言い聞かせる。大丈夫。これはホログラム。仮想敵。仮想敵に殺されたりするわけがない。大丈夫。これは訓練なんだから、大丈夫。アキトとの訓練に比べればどうってことない恐怖じゃないか。

　必死に自分を落ち着かせようとしているが、巨人が頭部にできた空洞のような穴を輝かせるのを見て、「ヒッ」と悲鳴を上げてしまう。説明に出てきた迎げい撃げきのための巨人ビーム。大気が渦を巻き、巨人の穴に吸い込まれ、光を帯びていく。

　アリオーシュは引きつったような笑みを浮かべたまま、バンバンとソラの背中を叩たたいた。

「あは、あははは！　すごいねソラちゃん！　すんごいリアル！　なんかこのままくらったら死んじゃいそうな気すらしてきたよ！　で、でもなんでかなっ、熱を感じる気がするんだけど気のせいかなっ！」

「気のせい。だいじょーぶ。攻撃されても死なない。ホログラムだから当然」

「だ、だよね～！　気のせいだよね～！」

「うん。正確には、神経があるはずのない感覚をアリオに与えてる。ソラが散布したナノマシン、アリオの脳内に入った。今、アリオの五感、ソラがコントロールしてる。だから臨場感抜群」

「あははははは、なるほどねー──それどういう意味!?!?」

「簡単に言うと、攻撃されても死なないけど、その代わり──」

　ソラの説明の途中で、巨人の穴の中で光の輝きが頂点に達する。

　閃せん光こうが放たれようとする中で、アリオーシュはソラを見た。

　ソラはやはり無表情に、巨人からの光を浴びながらこう言った。

「──死ぬほど痛い」

　直後、アリオーシュは「ぎゃああああああああ！　先に言ええええええ！」という悲鳴と共に、自分の身体からだが熱で蒸発する激痛を味わった。

　──その後、アリオーシュはソラとエイリアンと共に攻撃戦術の訓練を行ったが、二人の動きについていけるわけもなく、何度も邪神のホログラムに痛い目に遭わされるのだった。





　　　☆






「……話を聞いているのですか、アリオーシュ」

　酷ひどく冷たい声が鼓膜を刺激したことで、アリオーシュは勢いよく顔を上げて口元の涎よだれを袖そでで拭ぬぐった。

　ソラ、エイリアンとの戦術訓練は、さらに一ヶ月を費やしてどうにか身体に染みついた。まだ訓練を重ねる必要があるだろうが、ソラとエイリアンのお許しが出たので今度はヴェンデッタとの魔法のレッスンである。

　場所は学園要塞の大規模講演などを行う大講堂。招かれた特別教員などが魔法関連の授業を実技も含めて行う場所で、まるで劇場のような造りになっていた。

　最前列の席に座っているアリオーシュを、壇上に立つヴェンデッタが睨にらみ付けている。

　自分が眠っていたことに気づいたアリオーシュは、目元を指で擦こすってあくびをした。

「最近寝不足で……」

　アリオーシュが言うと、ヴェンデッタは魔導書を教壇に置いた。

「眠いのですか？」

「……うん」

「じゃあ、寝ないでください」

　アリオーシュは椅い子すに座っているのにずっこけそうになった。

「み、身も蓋ふたもないわね！」

「人間如ごときの休息にわたくしの時間を割さきたくありません。何より、愚劣なあなたに眠っている時間などあるとお思いですか？」

　ヴェンデッタは壇上から至し極ごく不愉快そうにアリオーシュを見下ろした。

　人見知りで頑固、人前に立つことが苦手だと聞いていたが、話と全然違う。

　アリオーシュは何かにつけて見下してくるヴェンデッタのことが素直に嫌いだった。堕天使だという話だし、そもそも人間を見下している種族だということはわからなくもないが、それにしたってヴェンデッタはアリオーシュに冷たい。

　というか、この世界そのものに対して冷たかった。魔法を軽視し、科学に傾倒していることが気にくわないのだろうとアリオーシュは推測している。

　いままでヴェンデッタから魔法の指導を行ってもらっていたのだが、正直言って進しん捗ちよくは芳かんばしくなかった。

「わたくしに不満があるようですが、魔法の成長が著しく遅いあなたの教官をしなければならないことがどれほど煩わずらわしいかわかってほしいものですね。我々はあなたの訓練だけでなく、他にもやることが山ほどあるのですから」

「そりゃ、あたしは魔法苦手よ。でも、あんたの教える魔法は学園じゃ教えてもらってなかったんだから仕方ないじゃん！　『麻ま痺ひ』とか『拡散』ならわかるけど、『集束』と『爆砕』なんて習ったことないし！」

「人間が痺しびれる程度の『麻痺』、邪神族の外皮を貫通しなければならないのにわざわざ魔力を『拡散』させる……こんなものを教員が教えているこの学園は本当に愚かですね」

「しょうがないじゃん！　だってみんな──」

「邪神がまたやってくるなど微み塵じんも思っていないのだから、ですか？　言い訳にもなっていませんよ」

　アリオーシュは悔しげに「ぐっ」と唸うなった。

「現在は『集束』と『爆砕』を、兵器に埋め込まれた魔法変換器が自動で行っています。今は使われていないのではなく、『機械がやってくれている』だけなのです。しかしあなたの使用する光の剣、『グローリアス』は変換器がついていません。仮につけたところで、エスカテのような一撃を放つことは絶対に不可能だと断言しましょう」

「あたしの魔力量が足りない？　それともグローリアスがオンボロとか言い出すんじゃないでしょうね!?　だったら許さないわよ！」

　椅い子すから立ち上がり、くってかかろうとするアリオーシュ。

「いいえ、どちらも違います。変換器という文明の利器が粗悪なのです。機械が自動で変換すれば連射速度が上がる分、質がガタ落ちする……そんなこともわからないとは、無様ですね」

　髪を手で払いながら、ヴェンデッタはアリオーシュを冷ややかに見下ろした。

　アリオーシュからしてみれば、機械に頼るなという考え方は嫌いではない。古きを重視するのは悪いことではないからだ。しかしヴェンデッタは懐古趣味というか、新しい技術を嫌悪しているように思えてならない。最近の若いもんは、とか、最近の魔法は、とか言う、いわゆる老害に思えて仕方がなかった。

「っ、魔弾を作るための過程の魔法がそんなに重要とは思えないんだけどっ」

　アリオーシュの反論に、ヴェンデッタは心の底からがっかりしたような顔で深く深くため息を吐ついた。やはり老害としか思えず、アリオーシュは腕を組んでそっぽを向いたまま椅い子すに座ろうとした。

　だがその時、隣の席に立てかけていたグローリアスがふわりと浮き上がり、ヴェンデッタの手元に飛んでいった。

　ちょっと！　あたしのグローリアスを勝手に──！

　そう怒鳴ろうとするより先に、ヴェンデッタはグローリアスの柄つかを摑つかみ、くるりと身体からだを反転させた。そして身体の回転に合わせて横薙なぎに剣を振るう。

　──ガオンンッ！

「──!?」

　アリオーシュの頭上スレスレのところを、濃縮されたエネルギーが通り過ぎたのはその直後だった。ヴェンデッタが振るった一撃は壁を削り取り、さらに壁にできた傷痕が大爆発を引き起こし、大講堂を崩壊させた。

　崩れ落ちる大講堂の天井。

　アリオーシュが悲鳴を上げながら頭を守ろうとその場に縮こまる。

「……っ？」

　しかしいつまで経たっても瓦が礫れきが落ちてこないので、おそるおそる上を見上げると、崩壊した大講堂が見る見る内に元通りに直っていくのが見えた。

　まるでビデオ再生の巻き戻しをするかのように、まるで最初から何も無かったかのように、大講堂は一瞬で修復された。呆ぼう然ぜんと立ちすくむアリオーシュを無視しながら、ヴェンデッタはグローリアスの刃やいばを消失させた。二股に分かれた物理刀身が一つに閉じ、ヴェンデッタが表面を静かに撫なでる。

「今のが『集束』と『爆砕』を効率よく使用した例です。極ごく少ない魔力でも、これだけの威力を発揮する……やはりグローリアスは素晴らしい魔法媒体ですね。我々悪魔や天使達が使用していた神器に匹敵すると言っても過言ではありません」

「い……今のが極少ない魔力……？　冗談でしょ……？」

「生徒でも扱える魔力量の斬属性魔弾を、グローリアスを用いて理想的な状態で発射したのが今の一撃です。あの程度の一撃でも有ゆう翼よく種の三匹はまとめて屠ほふれるでしょうね。わたくしの使用する魔法はこの世界のものとは一線を画するものですが、魔力という概念は非常によく似通っています。少し学べば、この程度のことは造作もありません」

　まくし立てるというよりは、いちいちこんなことを説明させるなと言わんばかりに、ヴェンデッタは瞳ひとみを鋭く細めた。

「グローリアスの性能が使用者の能力次第で上下するということがこれでわかったでしょう。あなたのように魔法媒体にただ魔力を注ぎ込めばいいと思っている、道具に頼ってばかりで愚劣な人間には不向きな武器です」

　侮辱するように、ヴェンデッタは口元に笑みを浮かべている。

　アリオーシュは拳こぶしをぐっと握る。反論できない。何より一番ショックだったのは──。

「まあご覧の通り、この武器は別にあなたにしか扱えないというわけではありませんから……眠気程度で嫌気がさしたのなら、ここでやめてもらってもわたくしは一向に構いません。むしろわたくしとしては、これ以上無駄な時間を費やさなくて済むので、望むところではありますね」

「…………………」

「あなたは現状、英雄に憧れ、英雄の武器を持っているだけのただの凡人に過ぎません。他のラスボスの方々がどうかは知りませんが、わたくしはあなたが英雄になれるとは微み塵じんも思っていませんので、諦めることをおすすめいたします」

　心を槍やりで貫くように、ヴェンデッタはアリオーシュを否定する。

「はっきりしなさいアリオーシュ。やめるのですか？　続けるのですか？」

　挑発に挑発を重ねていくヴェンデッタを前に、アリオーシュは何も言い返せなかった。

　悔しさと情けなさで押しつぶされそうになりながらも、アリオーシュは下唇を強く嚙かみ、大人しく席についた。

　ヴェンデッタはアリオーシュを睨にらむのをやめて、再び教壇の魔導書を手に取った。

「それでは、今日のレッスンを始めましょう」

　濃い紫色の髪を手で払い、ヴェンデッタは何事もなかったように魔法の授業を再開する。

　話など全く頭に入ってこない。

　英雄はお前以外でも構わないというヴェンデッタの言葉が、頭から離れなかった。





　　　☆






　ヴェンデッタとの魔法の訓練から一週間ほど過ぎた頃──。

「──はあああッ！」

　アリオーシュは、剣を構えもせずに仁王立ちしているイグニートに、フルバースト状態の魔粒子ブレードを叩たたきつける。

　頭に直撃する寸前に、イグニートは邪剣『ディヴォルング』を掲げて防御する。

　凄すさまじい衝撃波と魔力の爆発が襲う中、アリオーシュは背部スラスターを一気に点火させて剣をさらに振り下ろす。イグニートは自分から攻撃をすることはない。まるで根を張った大木のように、その場で攻撃を受けるだけだった。

　場所は試作武器の実験場。魔法と衝撃を吸収する素材でできた四角い箱状の部屋である。魔法と並行して行っているこの訓練は、アリオーシュの放つ攻撃の威力を確かめるものだった。イグニートを少しでも後退させることができれば第一段階クリア、有ゆう翼よく種程度であれば無双ができる。少しでも傷を負わせることができれば第二段階、植物種相手に無双ができる。反撃させられれば第三段階完了、巨人種を一人で殺せるレベル……らしい。

　イグニート本人がそう言っているので信しん憑ぴよう性せいはまるで無いが、ヴェンデッタのお墨付きがあるので参考程度にはなるのだろう。

　今の段階でアリオーシュは第一段階すらクリアできていなかった。魔法の練度が低いのだから当然である。

　魔力の奔ほん流りゆうが止まり、グローリアスの物理刀身が閉じ、アリオーシュが床に膝をつく。

　肩で息をするアリオーシュの前で、イグニートは剣を担いだ。

「どーしたアリオ。今日はずいぶんと調子悪いじゃねぇか」

「…………」

　アリオーシュは膝をついたまま項垂うなだれて、言いたく無さそうにそっぽを向いた。

　イグニートは目をパチクリさせてから膝を屈かがめ、アリオーシュの頭をくしゃくしゃと撫なでた。

「なんだよしょぼくれてんなぁ。あっ、さてはお前、ヴェンなんとかさんにいびられていじけてんだな？」

「……そんなんじゃないし」

　ふてくされた顔でその場であぐらをかき、口をへの字にする。

　イグニートはやれやれと言いながら、床にディヴォルングの切っ先を突き立てて、アリオーシュと同じようにあぐらを搔かいた。

　アリオーシュがジト目で床に突き刺さった剣を見る。

「この部屋の床、世界で一番硬い合金でできてるはずなんだけど、その剣の切れ味どうなってんの……」

「ディヴォルングか？　こいつはただ燃えるだけで、特に切れ味が鋭いわけじゃねーよ？」

「じゃあどうやってそんな強くなったのよ……」

　いじいじ……いじいじ……。

　アリオーシュは膝を抱えて床に「の」の字を書きながら完全にいじけていた。イグニートは床に両手をついて、肩をコキッと鳴らしながら天井を見上げた。

「俺おれのは持ってうまれた素質だからなぁ。他の連中もおんなじだぜ？　それぞれ規格外っつーか、そーゆー力が最初から備わってたんだわ」

「……チートじゃん」

「何言ってんだよ、お前だって同じだろう」

「…………」

「俺おれ達はお前に見込みがなきゃこんな風に付き合ってねぇっての。力があったって使い方がわかってなきゃダメなのはみんな一緒だろ。俺だって馬鹿力はあったけど、最初は剣のセンス絶望的だったしな」

　ニシシと笑いながらアリオーシュの頭をもう一度くしゃくしゃと撫なで回した。

「そんなふてくされなさんな。鍛えりゃ追いつくさ。半年っつー超ハイペースなのは大変だけど、だいじょーぶ、俺達がついてる」

　やたらとポジティブなイグニートは、アリオーシュにとって近所の頼れるお兄さんみたいな印象だった。ラスボス達の中で一番話しやすく一番気安いところがあるので、アリオーシュはよく愚痴を聞いてもらっていた。

　しかしこの男もラスボスの一人。その上、彼らの中では一番厄介な男なのだという。

　元勇者だったが、裏切りを繰り返した末に世界を滅ぼしかけたとか。こうして実際に話しているとただのとっぽい兄ちゃんなので、アリオーシュとしては印象と実態にズレが生じてしまっていた。

「ねぇ、元勇者だったのに、あんたはどうして裏切りを繰り返したの？」

「前に話したろ。俺は弱き者の味方。劣勢の方にどうしようもなく惹ひかれちまうんだ」

　あっけらかんとそう言って、イグニートは再び笑う。

　理由になってないとは思わないが、アリオーシュにはイグニートがただのピンチ中毒だとは思えなかった。












「あたしらの世界でも、もし邪神が劣勢になったら、あんたは寝返るの？」

　イグニートはその問いに少し考え込むように首を捻ひねった。

「うーん……いや、それはねぇな。邪神が優勢になっても、俺おれはたぶんお前らの味方でいることをやめないと思う」

　意外な答えに、アリオーシュは「どうして？」と問う。

「邪神って奴やつらは、ただ人間を駆く逐ちくすることだけを目的にしていて、意思疎通もできなけりゃ、そもそも意識っていうものを持ってないらしいじゃん。ただ笑いながら人間を殺さつ戮りくする。『絶対悪』ってゆーの？　俺は少なくとも、そういうのには味方しねぇよ」

「今までの裏切りの経歴聞かされてる身としては、まったく信用できないんだけど」

「いやマジだよ。だって面白くねぇもん、ピンチなのにただ笑ってるだけの奴らの味方したって、たぎらねぇだろ。追い詰められて弱ってるから味方したくなるんであって、追い詰められてもへらへらして何も考えてないような連中のことなんて、俺は知らんぞ」

　その言葉を聞いて、アリオーシュはイグニートという男が酷ひどく壊れていて、それでいてとても純粋だということを少なからず理解した。

　自分の欲望には忠実だが、何も考えていないわけではない。いや、何も考えていないのかもしれないが、欲望にも法則があるらしい。

「この世界は俺にとっちゃ理想的な条件がそろってる。みんな平和、仲良しってのは面白くねぇが、邪神っていう絶対悪……『難癖のつけようがねぇ共通の敵』がいるのはうらやましい。ここは俺が裏切らなくて済む理想の世界だ。できれば俺も、邪神が降臨するまで残っていてやりたいんだけどな……」

　半年で帰還しなければならないことを本気で惜しんでいるような言い方だった。

　アリオーシュは両腕で膝をぎゅっと抱え込んだ。

「あんたが残ってくれれば、あたしなんかが英雄になる必要なんて無いかもね～」

「かもな！　でも残れねぇ！　おかげでテンションだだ下がり！　でも俺はお前のことを気に入ってる！　どこまで行けるか興味あっから時間いっぱい付き合ってやるよ！」

　ガッハッハと笑うイグニートを見ながら、アリオーシュはため息を吐ついた。

　度重なる過酷な訓練のせいもあり、アリオーシュはすっかり気落ちしていた。自分はエスカテの武器であるグローリアスを持っているだけの一般人。

　自分のような魔法が苦手な人間ではなく、もっと効率よく魔法が使える人間の方がこの武器を持つに相応ふさわしいのではないか。グローリアスはアリオーシュのアイデンティティだったはずなのに、そんな考えすら浮かんでくる始末だった。

　英雄になるために必要不可欠なものは勇気であるとアキトとの戦いで思い知った。英雄への憧れは大事だとキリシマは教えてくれた。一人では英雄にはなれず、仲間が大切なことをソラとエイリアンから学んだ。英雄になるには力が必要だとヴェンデッタは言う。

　今のアリオーシュには全すべてが足りていない。

　こんな調子で本当に英雄になどなれるのだろうか？

「……英雄になんて、どうやってなればいいのかな……」

　アリオーシュはぼそりと、愚痴のようにそうこぼした。風でも吹いていればきっとかき消されていただろう。しかしイグニートは瞼まぶたを閉じて、アリオーシュの疑問に答えた。

「そもそも、なろうと思ってなるもんじゃないんじゃねーかな」

　ハッとして顔を上げて、アリオーシュがイグニートを見る。

　イグニートは「どっこいしょ」と言いながら立ち上がり、床に刺さった剣の柄つかを握った。

「俺おれは勇者だけど英雄じゃねぇし、ピンチを求めたってのもあるけど、弱き者達に同情しちまうから、逆に英雄にはなれなかった」

「？　それ、どういう意味？」

「さあな、自分で考えな。俺はお前を鍛えてやることはできるけど、英雄のなり方なんて教えられねぇ。他の連中も同じだろうな。それでも教えてほしいっていうんなら……まあ、そうだな」

　剣を引き抜きながら、イグニートが口の端に、少し歪いびつな笑みを浮かべた。

「──アキトに教えてもらえ。あいつ自身は英雄からは程遠いけど、俺達の中で誰よりも英雄を知ってるはずだ。あいつなら、英雄になりたがってるお前さんに教えられることはあるんじゃねぇのかね」

　言いながら肩に剣を担ぐイグニート。

　また、アキトに教えてもらえ、だった。キリシマも同じことを言っていた。

（……なんでアキトなの。元勇者だし、一番はイグニートだと思っていたのに……）

「お前、毎晩ちゃんとアキトのところには通ってるんだろうな？」

　アリオーシュの肩が、あからさまにビクンと震えた。

「……その……最近はちょっと、疲れてて……しばらく……行ってない」

　目を逸そらしたのを見て、イグニートはやれやれと首を横に振った。

「別にいいけどな。得るものがあるか無いかはお前次第だし、あいつのは訓練っつーより八つ当たりだからよ。付き合いきれねーならやめたっていいんじゃねぇの。英雄にならなくたって、力さえあれば世界は救えるからな」

「…………」

「まっ、とにかく俺にできることはお前の剣の腕を鍛えることだ！　お前さんがせめて第一段階をクリアできるように、今日は『力点』について教えちゃる。身体強化の魔法があるんだし、もっと上う手まく剣を振れりゃ威力は倍々に膨れ上がるぜ！」

　剣の切っ先が鼻先に向けられて、驚いて後ろへ仰のけ反ぞってしまうアリオーシュ。

　イグニートはニッと快活な笑みを浮かべていた。気持ちがいいぐらいにやる気満々のイグニートを見ていると、アリオーシュも少しばかりやる気が戻ってくる。

　裏切りさえしなければ、素直にいい男である。

　しかし何な故ぜ英雄を教授してくれるのがアキトなのか、その理由をイグニートは教えてくれなかった。自分で確かめに行け、ということなのだろう。

　出会って以降、アキトの元へは三度しか赴いていない。

　彼との訓練は、現状ただ殺されるだけだからだ。

『僕は毎晩ここにいる。また挑む気になったら、いつでも来い』

　アキトは訓練の後、侮ぶ蔑べつと憎しみをもって倒れたアリオーシュを見下ろしながらこう言うのだ。

『──もう二度と立ち上がれなくなるまで、潰つぶしてやる』

　どう足あ搔がいても勝つことはできないため、強くなってから対たい峙じしようと考えていた。微かすかにでも勝機を見み出いだせるようになるまでは彼に挑まないと決めたのだ。

　だが、心のどこかで、アキトを避けている自分がいた。

　彼からもたらされる死が恐ろしいわけじゃない。激しい苦痛を伴うが、アキトとの訓練で負ける度に成長していくのがよくわかる。

　気になるのは、訓練が終わった後、潰してやると言った時の彼の目だ。

　どこまでも深い憎しみと、『お前の存在を許さない』と言わんばかりの否定を込めた視線。理由はわからないが、その視線を受けるとどうしようもなく悲しくなるのだ。

（あんな奴やつがいったい英雄の何を知ってるっていうのよ？）

　少しの悲しみが、やがて憤慨へと変わっていく。

　否定される謂いわれはない。あるというのなら、確かめてやる。

（そうよ……このままでいいわけない！　あいつが英雄のなり方を知ってるっていうなら、それを教えてもらわなきゃ！　向こうに教えるつもりがないなら、勝手に盗むまでよ！）

　アリオーシュはアキトの視線を思い出しながら、迷いを振り払うべく、イグニートへ向かって剣を振り下ろす。

（あいつに勝たなきゃ世界を救えないなら、いつか必ず勝ってみせる！　あたしは必ず、エスカテみたいな英雄になるんだからッ！）

　迷いの消えたアリオーシュの一撃は、見違えるほどに威力が上がっていた。

　──この時から二ヶ月を経て、アリオーシュはイグニートに反撃させるまでに成長することとなる。






第五面　英雄の条件









　──眠りの中で、アキトには嫌な夢を見ているという自覚があった。

　過去の記憶とくれば喪失と絶望の記憶のはずだ。

　しかしこれは違う。

　冷たく暗い夜闇のような絶望ではなく、ゆるやかに終わりゆく黄昏たそがれのような悪夢だ。




『アキト、ユウヒ──俺おれは英雄になろうと思う』




　全すべての始まりの記憶だ。

　戦いが始まったのも、苦難が始まったのも、絶望が始まったのも──三人の、終わりが始まったのもこの時からだ。

　まだ三人が幼おさな馴な染じみだった頃。

　三人という関係が世界で唯一大切なものだった頃。

　多くの人が死んだ最初の戦い。夕焼けの空の下で、三人は瓦が礫れきと化した街を眺めていた。

　トウヤは遠くを見ながら、瞳ひとみを輝かせていた。

『必ず世界を救ってみせる。ついてきてくれるか、二人とも』

　英雄になるという決意と世界を救うという決意が、瞳の中で黄昏色に燃えていた。

　ユウヒはトウヤの言葉に頷うなずいて、彼の手を取る。

　アキトの目の前に、トウヤの手が差し出される。

『一緒に世界を救おう、アキト』

　アキトは差し出された手を見てから、トウヤの目を見た。

　宝石のように輝く彼の瞳には、未来への希望が宿っている。

　けれどその瞳には、アキトも、ユウヒすらも映ってはいないのだ。

　アキトはトウヤだけでなく、この時の自分自身すらも責めていた。

　トウヤが自分達を見ていないことに気づいていながら、彼の手を取ってしまった自分を今も呪っていた。

　あの時、トウヤの手を取らずにいれば──あるいは──。

　過去のアキトがトウヤの手に自らの手を伸ばそうとしたところで、夢が遠のいていく。

　夕焼けの世界が白み初め、三人の背中が遠のいていくのを見つめながら、アキトは現実へと引き戻されていった。





　　　☆






　人工樹の幹に背を預けながら眠っていたアキトは、人の気配を感じて目を覚ます。

　夢見の悪さもあってか、アキトは闇の向こうを鋭く睨にらみ付けた。

　草木がガサつく音が聞こえ、木々の隙間から降り注ぐ月明かりの下に、赤い髪の少女が姿を現した。

　片手にグローリアスを握り、緊張した面持ちでこちらへゆっくりと歩いてくる。

　アキトは幹に背を預けて座ったまま、顎あごを上げた。

「……三ヶ月で少しはマシになったのかよ？」

　ため息と共に言葉を吐き出すように言って、アキトはアリオーシュの顔つきや体つきを確認した。身体からだは以前よりもだいぶ引き締まっている。

　顔つきからも危うさは感じられず、恐怖を抱いだこうとも冷静さを欠いていないのがわかる。隙が無いからだ。

　たった三ヶ月で人間がこれだけ成長できるのかと関心したいところだが──。

「確かめてやる」

　アキトは広げた両手に炎と氷の異能を出現させる。

　№６５７《ゲヘナフレア》と№７７２《八寒》。特殊な効果を持つ異能ではないが、威力だけはお墨付きだ。前者は触れたものは一瞬で灰になり、後者は触れれば氷結して砕け散る。右手と左手に宿るこの異能は、少なくとも人体に対しては有害かつ殺傷力がある。

　要約するとアキトに手心を加える気は全くなかった。

　ラスボス達は、それぞれ必要な能力に沿った鍛え方をアリオーシュに行っている。

　邪神に対抗するための技術、戦術、魔術、剣術。

　そしてアキトが行うのはそれら全すべての総評、そして『心術』だ。

　心の保ち方、英雄としての「構え」。それを身をもって教えること。

　それぞれがどの訓練を担当するかを話し合った時、自分にできることはこれだけだとアキトは思った。

　アキトは英雄というものをよく知っている。いや、憎んでいる。

　だからこそ教えられる。

　英雄というものがどれほどに無様かということを、教えられるのだ。

「……戦う前に、聞きたいことがあるの」

　アリオーシュはアキトの前までくると、足を止めて真剣な顔でそう言った。

　次の瞬間、アキトはアリオーシュの目と鼻の先に顔を近づけていた。

　アリオーシュが目を見開いて驚きを露あらわにする。

「──ダメだ。お前に教えることは何もない」

　そう言って、アキトは両手の異能をアリオーシュの腹部目がけて叩たたき込こんだ。

　強烈な冷気と熱気が混じり合い、渦を巻いて大爆発を起こす。周囲の人工樹が灰となり、空に舞い上がっていく。

　両手を前へ突きだしたまま、アキトは土煙が晴れると同時にふんと鼻を鳴らした。

「……この一撃が答えってことで、とりあえず受け取っておくわ」

　煙が晴れた先に、アリオーシュが健在なことを確認する。あの一瞬で咄とつ嗟さにグローリアスの魔力刀身を展開し、盾にして攻撃を防いだのだ。

　この結果はアキトにも少し意外だった。

　──攻撃を見てから防ぎやがった。防ぐ直前にオンスロートのスラスターを前方向へ噴射させて瞬時に後退し、剣を盾にした。アリオーシュは、防ぐ時間を自分で作ったのである。魔法の展開も迅じん速そくだった。以前のように出力だけが一丁前のでくの坊ではなくなっている。

「似え非せ勇者の真ま似ね事ごとぐらいはできるようになったってことか。オンスロートの操縦練度と魔法の素早さは眼鏡と堕天使の入れ知恵か？」

「……このぐらいできて当然よ。あんたになんか負けてらんない……ううん、違う」

「……………」

「あんた程度になんか、負けてらんない！」

　その言葉に、アキトは悪意を込めてニィと笑った。

「それでいい──わかってきたじゃねぇか、ボンクラ……！」

　アリオーシュはスラスターを点火させてアキトの目の前に躍り出た。

　速い、が、まだ遅い。この程度、アキトであれば異能に頼らずとも動きがわかる。

　アキトは微動だにせずにバリアを前面に発生させてアリオーシュの攻撃を防いだ。

「──!?」

　が、向こうからの攻撃に重みが無い。というより、今目の前に襲いかかってきているアリオーシュ自体に重みを感じない。

　アキトは左右から殺気を感じて、両手を広げて両サイドにも同じバリアを展開。

　同時に、左右から別のアリオーシュが二人襲いかかってきた。

　デコイ。現代の対人戦でも用いられるものだが、邪神に対しても有用だとヴェンデッタが判断していた魔法だった。

「この動きは幼女とエイリアンから習ったのか？」

「──ええ、そうよ！」

　後ろから声。アキトは勢いよく回し蹴りを後方へ放つ。実体を持つ本物のアリオーシュの斬ざん撃げきを、アキトは靴の裏で受け止めた。《リフレクションシール》、指定した箇所で攻撃を受けて、相手にそのままダメージを返す異能。

　靴の裏からアリオーシュの放った斬ざん撃げきと同じものが放出される。

　だが、以前のようにアリオーシュが吹き飛ばされることはなかった。

　剣で攻撃を受け止めた直後、アリオーシュは威力を後方へ受け流した。斬撃が大地を削り取りながら吹き飛んでいく。斬撃魔法の持続時間そのものをあえて短縮させて威力を底上げしている。斬属性魔力を最高効率で撃ち出している証拠だった。

　この世界を救うにあたり、アキトもこの世界の法則は身につけた。魔法やオンスロートに関する知識もそれなりに備わっている。

　強くなった。素直にそう思う。エスカテと同等になるにはまだまだ遠いが、一〇〇年前の精鋭部隊程度の強さは身につけているだろう。

　しかし、だから何だ。

　攻撃を受け流し、懐に潜り込んでさらなる追撃に移ろうとしたアリオーシュの身体からだを──右手で払った。

　払った右手は異い形ぎようそのものだった。アキトの右腕が、身体の何倍もの大きさに膨れあがり、いくつもの吸盤がついた巨大な触手に変化してアリオーシュの身体を吹き飛ばした。

　悲鳴を上げて吹き飛ばされていくアリオーシュの身体を、さらに触手を伸ばしてキャッチする。

　触手で身体を締め上げ、そのまま眼前へもってくる。

「これだけ無む茶ちやをしても壊れないとは驚きだね。さすが眼鏡の作ったオンスロートだと誉ほめてやってもいい」

「……くっ……ぅ！」

「でもお前の戦い方はまだ対人戦おあそびの域を出てない。おいおい、久しぶりすぎて僕のことを忘れたのか？　何千回も殺されたっていうのに、僕の力を忘れたか？　ついでに、僕の言ったこと覚えてるよな？」

「──あ、ぐぅぁ……！」

「ＯＫ覚えてるな、じゃあ──潰つぶしてやる」

　触手がさらにアリオーシュの身体を締め上げる。

　ゴキリと背骨が折れる音が響くまで、五秒とかからなかった。







　何度彼女の頭ず蓋がいを砕いただろう。何度彼女の腸を引きずり出しただろう。何度身体を灰にしてやっただろう。

　もはや数えるのにも飽きるほどに、アキトはアリオーシュを殺し続けた。

　心が痛むことはなかった。心が躍ることもなかった。

　彼女を殺す時に抱いだく感情は無い。彼女を殺すという行為そのものには何も感じない。

　ただ、アキトはアリオーシュを否定するだけだ。

　英雄という存在に憧れる彼女を否定するだけだ。

　お前は間違っているということを身体からだに教えるだけだった。

「はぁ……今日はタフだな、お前」

　単調作業に飽きてきたアキトは、肩を回しながらため息を吐ついた。

　アリオーシュは肩で息をしながら、何度殺されようが立ち上がり、剣を構えていた。くじけない心、勇気、それは十分に備わっているのがわかる。最初の訓練でそれはすでに身についているからだ。

　しかし。

「お前さ、もしかして死ぬのに慣れたんじゃねーの？」

「……突然、何？」

「あーあ、だとしたら最悪だな。死ぬのに慣れるのはよくない。邪神は殺しても蘇そ生せいさせてくんないからな。これに慣れちまうと死を恐れない代わりに死が安くなる。邪神と戦っても、心のどこかで死んでも大丈夫なんて思いながら戦うことになっちまう」

「っ……そ、そんなこと……ない！　あ、あたしは今だって死ぬのが痛いし怖いわよ！」

「僕もこのやり方のデメリットはわかっちゃいたんだけど、どうにも加減するのがめんどくさくてね。殺さずに回復させて戦うのはダルすぎてさ」

　アキトは嫌いや味みたらしく笑いながら、アリオーシュを指さす。

「ごめん僕のせいだ──やっぱお前英雄にすんの無理だわ。死に慣れた奴やつが成れるのは精神だけゾンビの鉄砲玉だ。もう諦めろ、僕は諦めた。家に帰ってママのおっぱいでも囓かじってな、ゾンビ女」

　そう言ってプラプラと手を振りながら、アキトが背を向けて歩き出す。

「──うわああああああああああああああッ！」

　その背中に、アリオーシュは怒りに任せて斬り掛かった。

　アキトはバリアでその攻撃を防ぎながら、肩越しにアリオーシュを軽蔑を込めてにらみ付けた。

　アリオーシュは連撃を繰り出しながら、アキトに肉薄しようとする。

　アキトは適当に剣を躱かわし、防ぐだけ。冷ややかな視線を彼女に浴びせ続けた。

「その目よ！　その目があたしは大嫌い！　なんて酷ひどい奴……！　どうしてそういう風にあたしのことを否定するの!?　そんなに英雄になろうとしてるあたしのことが無様!?　そんなに惨めで滑こつ稽けいに見える!?」

「ハッ、見えるね。英雄になんか憧れてる奴を見るのは反へ吐どが出る。お前は英雄になるってことがどういうことなのか何もわかってない。ただの夢見るクソガキだ」

「あたしを英雄にするって言ったのはあんたでしょ……！　何をしてでも英雄になってもらうって言ったのはあんたよ！」

「そもそも僕は英雄ってものが大嫌いだ。そんな僕に英雄を育てられるわけないだろうが、口くち八はつ丁ちように乗せられてご苦労さん。滑こつ稽けいで笑えたよ」

「あたしはずっとあんたの教え方には何か意味があると思ってたのに！　あんたが一番英雄のことをわかってるってみんな言ってた！　あたしはそれを信じてここにきた！　それなのにあんたは……！」

　瞳ひとみに涙を浮かべながらも、アリオーシュは攻撃を止めることはなかった。

　我が武む者しや羅ら、しかし出で鱈たら目めではない。激情の渦中にありながら、攻撃の精度を下げずに戦っている。これもイグニートの入れ知恵だろう。感情を上う手まく扱い、攻撃の威力を上げる戦い方も備わっているようだ。

　されど改めてアキトは思う。だから何だ、と。

　アキトはアリオーシュの攻撃を弾はじき飛ばし、一いつ旦たん距離を取った。

「そうかよ。なら今から蘇そ生せいさせる異能を切る。お前自身の命の価値が下がっていないことを僕に証明しろ」

　アキトは両手を広げてから、思い切りバチンと手を叩たたいた。

　髪がふわりと浮き上がり、アキトの背後からぬぅっと半透明の白い人ひと型がたが起き上がる。

　数にして三体。全長は三〇メートルあまり。

　№９１３《ガーディアン》、能力者本人を害する者に対して自動的に攻撃を仕掛ける巨人。この巨人の攻撃は目標を駆く逐ちくするまで止まることはない。

「死んだら死ぬぞ──本気で殺す。せいぜい生き残れ」

「──っ！　やってやるわよクソッタレえええええええ！」

　アリオーシュは涙を拭ぬぐうこともせず、魔力刀身を巨大化させる。

　巨人三体が咆ほう哮こうを上げてアリオーシュに襲いかかる。アリオーシュは巨人との戦闘ならば痛みを伴うホログラムで経験済みだ。

　アリオーシュは低空での飛行を開始し、巨人の一体に特攻をしかける。巨人への対処としては有効だ。足の腱けんを切り、動きを止める。まだ短時間しか維持できないが、分身で連係要員を補う。

　二人の分身が二体の巨人の足止めをして、アリオーシュは一体を仕留めにかかる。邪神の巨人種の場合、脅威の大部分は特大レーザー。足元に入り込めばレーザーの射程に入らない。巨人の拳こぶしの威力は脅威だが、動きは愚鈍。

　──倒すことは難しいが、動きを封じれば！

（とか、思ってんだろ、どうせ）

　案あんの定じよう、アリオーシュは巨人の両足の後ろへ回り込み、腱を切った。

　巨人が倒れることは、なかった。

「なんで!?」

「そりゃお前、こいつは邪神じゃねーもん。僕の異能だし」

「そんなの卑ひ怯きよう──」

「おい、僕は本気で殺すって言ったぞ。馬鹿か？　僕がお前の訓練内容に合わせてやると思ったのか？」

　巨人の横殴りの一撃がアリオーシュに襲いかかる。

　アリオーシュはギリギリで防御魔法と剣そのものでガードを行うが、魔法は砕かれ、アリオーシュの身体からだが吹き飛んだ。

　無様に地面を跳ねながらも、アリオーシュはなんとか受け身を取って着地する。

　アリオーシュの顔から余裕が無くなった。剣を杖つえにして、立っているのがやっとな状況だった。

　想定外の脅威。死ねないことへの焦しよう燥そう。

　アリオーシュはもうわかっているはずだ。アキトが蘇そ生せいさせないと言えば絶対に蘇生させないということを。そんな優しさを彼が持ち合わせていないということを、もうとっくに理解しているはずなのだ。

　だから焦る。だから怖い。しかしこれが『本当の戦い』なのだ。

「霊れい長ちよう種しゆは常に攻撃形態を変化させてくるらしい。だから対応策が無い。弱点も無い。単純な『強さ』で勝たなきゃいけない」

「……はぁ……くっ、はぁ……！」

「つまり、僕だろう？　お前は僕に勝たなきゃいけないんだ、コンティニュー無しでな」

　アキトが再び手を叩たたく。すると、巨人がアキトの背後にさらに一〇体追加された。

　絶句するアリオーシュに、アキトは告げる。

「──安心して死ね。お前が死ねばこの世界は滅ぶけど、僕には関係ないんでね。この世界が滅びても、次の世界を救うだけだ。さっさと見捨てるよ、こんな世界」

「……なん……でよ……どぅして……」

　どうして、そこまで非情になれる？　これは訓練のはずなのに、教える側の人間なはずなのに……。

「……どうしてあたしを、殺す……の……？」

　弱音。疑問。言葉。

　そういったものに邪神が答えるわけがない。だからアキトは答える必要はない。

　けれど、アキトはあまりにアリオーシュが惨めなので答えてやることにした。




「そんなん──お前が気にくわないからに決まってんだろ」




　アリオーシュの顔から表情というものが消える。

「英雄も、英雄なんかに憧れている奴やつも、僕は心の底から嫌悪する。理由なんてそれだけだ」

「…………」

「イライラするんだよ、お前みたいな奴」

　挑発で煽あおるために言ったのではなかった。

　本心だった。心底、本心だった。

　アリオーシュは下を向き、震えた。地面に涙が落ちる。巨人が彼女を取り囲み、襲いかからんとする。

　そしてアリオーシュは、

「うあああああああああああああああああああああああああああああああああああッ！」

　顔を上げ、空の彼方かなたへ向かって咆ほう哮こうした。





　　　☆






　戦いは五時間に亘わたった。

　アリオーシュが相手にしたのは異能で出現させた巨人が数十体。

　手加減などしなかった。異能一つだけではあるが、全力で殺しにかかったつもりだ。

　アリオーシュは──、

「…………」

　──生きていた。

　惨めに足あ搔がき、嘆き、ボロボロになりながら、彼女は勝利した。

　アキトは静かにアリオーシュを見つめる。オンスロートは破壊され、キリシマが作った強化プラクティカスーツもボロボロだ。

　もう飛べない。あるのは英雄の剣、グローリアスだけだ。

　アキトは素直にすごいと思った。どう考えても勝てるような状況じゃなかった。本気で絶望を与え、本気で殺そうとした。

　この少女は、戦えば戦うほど強くなる。絶望に次ぐ絶望を乗り越えるだけの力がある。それを証明した。

　見事としか言い様がない。

　……でも、まだだ。

「たいしたもんだ。お前は、強さだけなら英雄になれる」

「…………」

「でも、お前の心は英雄にはなれない」

「なら……おし……えて……よ」

　アリオーシュは、今にも倒れそうな状態で剣を杖つえにしながら、吐息と共に声を吐く。

「……どうしたら……英雄になれるのか……おしえてよ」

「…………」

「あたし……わかんないんだ……エスカテみたいな英雄になるって……ずっと夢見てた」

「…………」

「でも……わかんないの……どうしてか、なれる気がしないの……こうして強くなっても……追いつける気がしないの…………なんでかなぁ……？　なんでかなぁ、アキト……」

　アリオーシュは震える身体からだに鞭むちを打ち、縋すがるような顔でアキトを見た。

「英雄ってなに……？　おしえてよ……アキト」

　アキトは一度目を閉じ、深く息を吐いてから、再びアリオーシュを冷たい目で見た。

「──一を犠牲にして百を救う。それが英雄だ」

　そして、英雄が何かを語り始めた。

「そんなの、少し考えればわかるだろ？　英雄はそれを徹底しなくちゃならない。親の命を犠牲にして、関係のない他人百人を救う。自分の赤ん坊を犠牲にして、他人が産んだどうでもいい赤ん坊を百人救う。共に生き、笑い合った友人を百人切り捨てて、大嫌いな連中を一〇〇〇人救う。それができてしまう、それをやらなくちゃならないのが英雄だ」

「…………」

「英雄は、数だけしか見ない。数だけしか重視することを許されない。情だとか、好意だとか、愛だとか、そういったものを全部切り捨てて……救う機械にならなきゃいけない。それが英雄だ」

　アキトはアリオーシュから距離を取ったまま、静かに話す。

「お前は、そんなもんに憧れているんだ」

「…………」

「お前の生い立ちは知ってるよ。エスカテとは血の繫つながりがなくて、お前の家は昔から肩身の狭い思いをしてきた。エスカテの婚約者、お前の先祖は英雄の血を残せなかったことを責められた。とんでもなく理不尽な汚名だ……その百年間続いた理不尽を、お前は払ふつ拭しよくしたかった。自分は英雄の末まつ裔えいだ、だからいずれ英雄になるんだ、エスカテの剣を持つ資格が自分にはある、ってな」

「…………」

「……その動機をくだらねぇとは思わないけど、その動機で、お前は英雄なんてくそったれなものになりたいと本当に思えるか？」

　アリオーシュは下を向き、アキトの言葉を嚙かみ締しめる。

「英雄になるなら一人を犠牲にして百人を救うことに胸を張らなきゃいけない。恋人を犠牲にして、他人を百人救うことを心の底から喜ばなきゃいけない。それができないなら、英雄を目指すべきじゃない」

「……英雄がそういう存在だっていうなら、エスカテもそうだったって言うの？　そんな……酷ひどい人だったっていうの？」

　その問いに、アキトは少し目を伏せた。

「エスカテがどういう人間だったか、知りたいか？」

　アリオーシュは、下を向いたまま頷うなずいた。

　アキトはアリオーシュへ向けて、指を拳銃のように構えた。

「教えてやる。これは──お前が憧れた英雄の記憶だ」

　指先から、見えない異能が放たれる。異能が額に直撃して、アリオーシュは弾はじかれたように顔を上げた。

　彼女の脳に、アキトが見た英雄の記憶が波のように押し寄せた。





　　　☆






　──エスカテという少女の人生は、苦悩に満ちていた。

　平凡な家に生まれ愛されて育ち、数人の親友と多くの友人を作り、少年と恋をした。邪神の降臨により母を失い、その憎しみから友人達と共に兵士となった。助けを求める友人を見捨て、自分の部下を守った。足を失った友人を置き去りにして、部下を救った。全すべての部下の命を踏み台にして、軍が戦いを続けるための補給物資を守った。

　その功績を認められて、エスカテは中隊長になった。

　故郷の小さな村を囮おとりに使い、邪神を殺して大きな街を救った。故郷の村にいた父親は邪神に食い殺された。

　その功績を認められてエスカテは大隊長になり、街の防衛を任された。

　戦況の悪化に伴い、餓死する者が増えた。若い者に優先的に食料を与え、老人を餓死させた。幼い子供よりも、若い兵士に多くの食料を与えた。

　最大の拠点が邪神に落とされても、エスカテは街を守り抜いた。

　エスカテの守る街、アーヴァンヘルトが人類最後の拠点となった。破壊された別の拠点から難民が押し寄せた。戦える者だけを受け入れ、戦えない者達は拠点の外へ追いやった。

　難民の中にかつての親友がいた。

　親友は骨と皮だけになった我が子をエスカテに見せながら、彼女に言った。

『ひとでなし』『人殺し』『お前のせいで娘は死んだ』『親友なのに、どうして助けてくれなかったの？』『どうして？』『どうして？　どうしてよ！』

　エスカテは戦う力の無い親友を、なおも街の外へ追いやった。

　誰もエスカテを英雄だとは呼ばなかった。誰も彼もが、エスカテを軽蔑した。ひとでなし、人殺し、冷血。事実、エスカテはその通りの人間だった。

　ただ冷血に、冷徹に、救う機械になるように努めた。

　そう。努めたのだ。

　エスカテは誰もいない場所で、今まで見殺しにしてきた全すべての人々に対して涙を流しながら謝り続けた。

『すまない』『ごめんなさい、許してください』『申し訳ない』『ごめん、ごめんよ』『ごめんなさい、ごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさい』

　人類を救うための重責と、一を捨て百を救うことへの罪に毎日苦しんでいた。

　彼女は強いが、人間だった。ただの、人間だった。

『助けて……助けてイシュタール……』

　結婚を約束した少年の名を呼びながら、毎晩彼女は耐え続けた。

　邪神への憎しみは枯れ果て、自分への憎しみに変わっていた。

　それでもエスカテはやめなかった。世界を救うと決めたのがいつだったのか思い出せなくなるぐらいに心をすり減らしながら、エスカテは戦いを続けたのだ。

　一切の安らぎなど無かった。一握りほどの栄光も無かった。石を投げられ、罵ば声せいを浴びせられる毎日だった。

　それでもエスカテは戦い続けた。

　人類を救うために。

　世界を救うために。

　彼女が邪神を討つ、その日まで。





　　　☆






「……これが、英雄エスカテだ」

　記憶を見終えたアリオーシュは、放心しながら膝をついた。

　瞳ひとみは虚こ空くうを見つめ、涙すら流せずにいた。

「彼女は英雄になりたかったわけじゃない。英雄にならざるを得なかっただけだ。お前とは違う。もっとタチが悪い」

　アキトは低く、重い声でエスカテの真実をアリオーシュに突きつける。

「僕はエスカテみたいな英雄が一番嫌いだ。嫌ならならなきゃいいのに、一丁前に苦悩なんかしながら諦めない。世界なんか救わないで、大事な人との短くとも大切な日々を守ればよかったのに……」

「…………」

「生きている間に誰からも賞賛されず、死んだ後に英雄と持てはやされたところで何の意味がある？　そのために家族や親友を犠牲にして、人から恨うらまれて何が気持ちいい？　救われるのは無関係な連中だけじゃないか。反へ吐どが出る」

「…………」

「もう一度だけ聞く。お前はまだ英雄になりたいか？」

　月明かりが雲に隠れて、アリオーシュの周りを闇がゆっくりと包んでいく。

　理想と現実の違いは、彼女の心を折るのに決定的だった。それはそうだろう。彼女の英雄になりたいという憧れは、憧れでしかない。多少の使命感があろうとも、あれだけ過酷な現実を目まの当あたりにすれば誰だって目指すのをやめるだろう。

　エスカテの記憶は本物だ。本やデータを読むのとはまるで違う。彼女の恐怖、痛み、悲しみが過去の経験としてのし掛かるのに等しい。

　戦場の匂いも、虐殺の経験も、少数を切り捨てたという罪悪感も、全すべてが本物なのだ。

　あんなものを経験すれば、誰だって諦める。あんな苦しみに自分から飛び込もうだなんて思うはずがない。

　三年後に訪れる災厄は、百年前よりも数段上だとソラは予想していた。であれば、エスカテの経験以上のものを味わうことになるのは必至だ。

　より多くの者を切り捨て、より多くの罪がのし掛かることになる。

　そんなものを自ら進んで背負いたいなんて奴やつがいたとすれば、それは──。

「…………？」

　闇の中で、赤い光が灯ともるのをアキトは見た。

　それはエスカテの剣、グローリアスの刀身だった。わずかに魔力の火が灯り、アリオーシュの顔を照らしていた。

　アリオーシュは、涙を流していた。

「…………ようやくわかった……あたし、今度こそ決めたよ」

　アリオーシュは剣を抱くように胸に引き寄せる。

　その仕草は、今までのアリオーシュとは違い、慈いつくしみに満ちていた。

「ありがとうアキト、この世界を救った人のこと、教えてくれて……」

　剣を胸に抱いたまま、アリオーシュはアキトに微笑ほほえみながら礼を言った。

　アキトの眉み間けんに皺しわが寄る。

「何のつもりだ。僕はお前に礼を言われるようなことは何も──」

「エスカテの記憶を見て、あたし、ようやくわかったんだ……この剣に託たくされた本当の想おもいが、わかったんだ」

「…………」

「アキト……あたし」

　アリオーシュは顔を上げてアキトを見た。




「あたし、英雄になる」




　笑顔だった。悲しみに満ちてはいたが、未来を悲観するのではなく、希望を抱いだいているような、とても美しい笑顔だった。

「この剣には、エスカテや、もっと昔の英雄達が積み重ねてきた苦悩や悲しみ。そういう燈ひが宿ってるんだ。あたしは、この燈を消したくない。この燈を、あたしは無駄になんかしたくない。だからあたしが背負う」

「…………」

「アキトはこのことをあたしに教えてくれた。だから、ありがとう」

　この結果は、アキト達にとっては良い結果、思惑通りの解答だ。

　しかしアキト自身の望みではなかった。アキトは本心から、アリオーシュを英雄になどしたくなかったのである。アキトはかつて、英雄の隣で共に戦い、そして最後は英雄と敵対した。トウヤという英雄は、エスカテと同じだった。いつも、何があろうと、何か一つを犠牲にして多くを救うような男だった。臆面も無く謝罪を口にしながら切り捨て、仲間と共に虚むなしい勝利を祝っていた。

　世界の破は滅めつの原因であるユウヒを犠牲にした時もそうだ。命を落としたユウヒを前にしながら、「そうか」などと納得したような口ぶりで、全すべてを悟ったような傲慢さで、「自分は英雄だから、ユウヒが死ぬのは正しい」という答えをアキトに突きつけた。

　アキトには正しさなどどうでもよかった。ユウヒがいればそれでよかった。

　だがトウヤは英雄だった。正しさを、合理性を、数だけを守っていた。一つを守ろうとするアキトと、多くを守ろうとするトウヤが敵対するのは、運命だったのだろう。

　トウヤを誰よりも理解し、誰よりも憎悪するアキトだから。

　憎悪するが故ゆえに、トウヤの苦悩をよく知っているアキトだから。

　アリオーシュの英雄になるという答えは望んでいなかった。

「お前は自分から進んで地獄に落ちるのか？」

「……うん、わかってる」

「エスカテを見ただろう。お前はあんな何の救いもない人生を送ろうってのか？　あいつに幸福はあったか？──何も無いだろうが……ッ！」

　アキトは突然声を荒らげ、右腕を振り払った。

「世界を救ったところでお前には何も残らない！　命を落とせば後世に名は残るが、それに何の意味がある!?　生き残ったとしても賞賛されるわけがない！　たとえお前が多くを犠牲にして世界を救っても、連中はお前を責め立てるぞ！」

「……そうだね……それもわかってる」

「だったらどうしてエスカテと同じ道を行こうとする！──大切な人を躊ちゆう躇ちよなく犠牲にするようなクズになるつもりか！」

「あたしはエスカテになるんじゃない。あたしは、あたしが目指す英雄になるんだ」

　アリオーシュは、胸に抱いた剣の柄つかを握り、その刀身を見つめる。

「それにエスカテは酷ひどい人なんかじゃなかった。エスカテは、人を救う機械になんかなりたかったわけじゃない……あの人は、本当は全部救いたかった。そして救えなかった自分を責めてた。大勢を犠牲にしなくちゃいけないことが悔しくて、いつも苦しんでた」

　アリオーシュは剣を顔の前に掲げた。

「──だからこそ、あたしは誰も犠牲にしたりしない！　救いたいもの、全部救える英雄になる！　それがこの剣を受け継いだあたしの願いよ！」

　涙を気迫が吹き飛ばす。

　アキトはアリオーシュに本心をぶつけた。どのような反論も許さないつもりだった。

　その反論がコレだ──誰も犠牲にしない。

　全部救う。

　一つではなく、多くでもなく、全すべてを。

「………………………」

　自然と、笑みがこぼれた。

　迷いなく全部救うだのと口走ったアリオーシュの正気を疑わざるを得なかった。あれだけ凄せい惨さんな記憶を見せつけられて、それでも……それ故ゆえに英雄になるという彼女は、常軌を逸している。

　エスカテやトウヤの比じゃない。予想の上を行く大バカだ。

「……ふざけたこと言うなよ。エスカテでもほんの一握りしか救えなかったんだ、あいつより弱いお前に全部救えるわけないだろ」

「絶対救う。あんたがどんなに否定しても、この気持ちだけは捨てたりしない」

「気持ちだけでどうにかなんのかよ」

「だったら強くなる。全部救えるように強くなる。あたしにはまだ三年もあるんだ……絶対に強くなってみせる」

　アリオーシュの眼まな差ざしは、アキトの身体からだを貫くかのように力強かった。

（ああ……そうかい、お前もその目で僕を見るのか）

　トウヤが英雄を目指すと決めた時の記憶が蘇よみがえる。

　遠くの未来を、果ての無い絶望の先にある希望を見つめているような瞳ひとみ。この瞳には、そばに寄り添おうとする人間や、自分のことを大切に想おもってくれている人は見えていない。

　ただ漠然とした希望だけを求める瞳だ。

　だが、トウヤやエスカテとは覚悟の質が、全てを救うという点だけが違う。

（なら……その違いを、僕に証明してみせろ）

　アキトは右手のひらを上に向けて、自分の中の全ての異能を集束させた。

「僕は英雄を憎んでる。もしお前が英雄になるっていうなら、ここで殺す。お前がまだ英雄になりたいなら、僕を殺すしかない」

「…………」

「──示せよ、お前の力と覚悟を」

　全すべての異能が渦を巻き、小さな白い光となって現れる。

　アキトの持つ攻撃手段の中で最大級の破壊力を有する《ロストナンバー》。これを防げた者はいない。あのイグニートですら防ぐことはできなかった。

　アキトは白い光を手に握った。

　対するアリオーシュは、剣を両手で持ち、そして地面に突き立てた。

「あたしは、人間は殺さない。殺すのは邪神だけよ」

　グローリアスの物理刀身が割れて、中から魔力があふれ出す。

　魔力の色は、青だ。今までの赤色の魔力刀身ではなく、青い魔力がグローリアスの中で弾はじけて混ざり、空気中へばらまかれた。

　散らばった青い魔力は空中でうねりながらアリオーシュの前面へと集まっていく。

　やがて魔力は何かの形を形成していく。

　それは青く輝く巨大な盾だった。

「盾？　なんのつもりだ」

「ヴェンデッタがあたしに教えてくれたの。量だけ一丁前に多いあたしの魔力はエスカテと違って、攻撃ではなく防御に向いているって」

　盾はさらに色濃く青に染まり、紋様を浮き上がらせながらアリオーシュを包み込む。

　空気が稲光を帯び、激震する。

「グローリアスは武器だけど、使い手に合わせてくれる……！　あたしの剣は、守るための剣……！　あんたに示すわ──守るための力を！」

　盾が完成し、森を照らすほどに光輝く。

　エスカテの剣、グローリアスのデータはアキトも一通り目を通している。古いにしえの技術によって作り上げられた対邪神用の武器。魔法と科学の融合により、使用者の魔力を最大効率で射出する最終兵器。

　アリオーシュが今使用している魔法は単純な防御魔法だ。ただしアリオーシュの保有する大量の魔力は、丁寧に魔法として構築された状態でグローリアスによって何十倍にも膨れあがっている。グローリアスの使用は資格など必要ないが、変換器無しにまともにこのレベルまで魔法を昇華できる魔法使いは現代では数えるほどしか存在しない。アリオーシュはラスボス達との訓練の中で自らの長所を見つけ出し、グローリアスを完全に使いこなせるようになっていた。

　見ればわかる。この盾は、アキトでも貫くのはかなり骨だ。さらに練度を上げれば、邪神と戦う上で重要な武器となるだろう。

　この一撃に耐えられなければアリオーシュとこの世界はそれまでだ。

「……お前面白いよ……今までに無いタイプの大馬鹿野郎だ」

　だがもしも、耐えることができたとすれば──。

「そろそろ行くぞ」

　アキトが地を蹴り、鬼の形ぎよう相そうで真まっ向こうから盾へ向かって《ロストナンバー》を叩たたきつける。

　容赦などしない。ここで死ぬようであれば、未来などありはしないのだ。

　だから今自分にできる精一杯を。

　この英雄に、異世界のラスボスとしてしてやれる精一杯を。

「ッハハハハハハハ！　消し飛べぇえ……！」

　光は盾に着弾すると同時に、閃せん光こうと共に爆発した。

　アキトは濃縮された全すべての異能がエネルギーとして爆発する中で、剣を突き立て、盾を維持しながら必死に踏ん張っているアリオーシュを見ていた。

　歯を食いしばり、目を閉じながら祈るように剣の柄つかを握っているちっぽけな少女の姿。

　盾に皹ひびが入り、隙間から入り込んだ余波がアリオーシュを襲い、身体からだが後退する。

「お願いエスカテ……グローリアス……！」

　吹き飛ばされそうになりながら、アリオーシュは盾を維持し続ける。




「あたしに……全てを守らせて……！」




　声などかき消された。しかしアキトには、その願いが確かに届いていた。

　ラスボスとしての顔が消え、アキトにかつての少年の顔が一瞬だけ戻る。

　瞼まぶたを閉じると、夕焼けの空の下、幼おさな馴な染じみとの決別と、死別の記憶が蘇よみがえる。

『俺おれは英雄になろうと思う』

『世界を……救って……？』

『一緒に世界を救おう、アキト』

　アキトの中で「もしも」が過よぎる。

　もしもあの時、トウヤがアリオーシュと同じように、全てを守ると言ってくれたなら。あの時、トウヤの顔をぶん殴って、「間違えるな」と言ってやれていれば。

　いや、違う。そうではない。

　間違えたのはトウヤだけではない。

　あの時、トウヤの手を取った自分が、もしも共に全てを救うという選択をしていれば。

「──────────……」

　アキトは閉じていた瞼まぶたを開き、光の中で耐え忍ぶアリオーシュを見つめながら、自分の中に新たに生まれてしまった後悔を、再び胸の奥に押し戻すのだった。





　　　☆






　アキト達のいた人工樹の演習場は《ロストナンバー》による一撃でほぼ丸々吹き飛んでしまっていた。辺り一帯は巨大なクレーターと化している。

　しかし一カ所だけ、無傷で残っている地面があった。

　赤い髪の少女がうつぶせに倒れて気を失っている。彼女の身体からだには、冷えぬようにと黒いジャケットがかけられていた。

　少女の横では、アキトが腰を下ろしながら朝日に白む空を見上げている。

「アキトさん」

　声の方を見ると、わずかに残った足場をあぶなっかしく辿たどりながらこちらにやってくるヒマワリがいた。

「ひゃわっ、わわわっ」

　案あんの定じよう、足を滑らせてふらふらとクレーターに落ちそうになる。

　アキトは無言で立ち上がり、ヒマワリの手を取って自分の方へ引き寄せた。

　ぽすんと、ヒマワリがアキトの胸に顔を埋うずめる形になる。

　ヒマワリは顔を真っ赤にしながら、アキトを見上げた。

「ひぇ……ご、ごごご、ごめ」

「くんなっつっただろうが。隠れて見てやがったな、お前」

「!?　あぉー、えーっと、そののぅ」

「ま……別にいいけどさ」

　ポンッとヒマワリの肩を押して胸からどかせる。

　ヒマワリは麦わら帽子を被り直しながらむにゃむにゃと何か呟つぶやいていたが、気を失っているアリオーシュを見て、すぐに彼女の前で膝をついた。

　怪け我がが無いかを確認しているらしい。

「死んじゃいないから安心しろよ」

「よ、よかったぁ。アキトさん、やっぱり最後は手加減してくれたんですねっ」

　ニパッと笑うヒマワリに、アキトは顔を引きつらせる。

　しかしすぐにため息を吐ついて、前髪を片手で搔かき上あげた。

「……手加減なんかしてない」

「えっ、噓うそですよ。アキトさん、アリオーシュさんを殺そうと思えばいつでも殺せてたでしょう？」

「…………」

　……変なところで鋭いなこの麦わら女は、とアキトは思った。

　確かに、蘇そ生せいを止めた時の戦いでは、アキトは手心を加えていた。巨人の異能と別の異能を同時使用すればアリオーシュを殺すことなど容易たやすかったのである。

　しかし。

「最後はしてねぇよ。僕の《ロストナンバー》は全力を出さないとそもそも成立しない。だから最後は手加減してない」

「……え……じゃ、じゃあ」

「ああ。認めたくないけど、そいつは本当に僕の全力を防ぎきった」

　本気で認めたくないけどな、と付け加えて、アキトはそっぽを向いた。

　ヒマワリは驚きと喜びの入り混じった顔でアリオーシュの頭を撫なで始めた。

「す、すごいですアリオーシュさん……！　本当にすごい……っ、これなら、この世界の未来にも希望が持てますね……っ」

　よかった……よかった……。

　ヒマワリはまるで自分のことのように喜んで、瞳ひとみに涙を浮かべていた。

　まだまだ訓練は続ける必要はあるが、ヒマワリの言う通り、これなら微かすかに希望が持てる。防御を主体とした戦略の考案や、防御特化のオンスロートを開発する必要はあるだろうが、そこはヴェンデッタとキリシマに任せておけばどうにかなるだろう。

　というか恐らく、あの二人はすでにその路線で計画を進めているに違いない。防御魔法にしろオンスロートのめちゃくちゃな頑丈さも、アキトの攻撃に対応できるように仕上げたものだった。

　霊れい長ちよう種しゆを倒す＝アキトを倒せないと倒せない、ラスボス達は初めからソラが提示したこの法則に沿ってアリオーシュを鍛えている。

『この方針でいく以上、僕はあいつを本気で殺すからな』

　アキトも最初からそのつもりだった。少し釈然としないというか、自分基準なのが鬱うつ陶とうしいのだが、まあ計画通りに事は運んでいる。

　これで特攻以外の戦術が生まれてくれれば、予測される犠牲者数は大幅に減るはずだ。

「すごいなぁ……すごいなぁ……短い間に、人ってこんなに強くなれるんですね。皆さん、やっぱりすごいです」

「ふん……そりゃ、異世界のラスボス何人も相手にしてればこのぐらい強くはなるだろ。それよりお前さ……」

　アキトは視線をヒマワリに戻して近づいた。

　腰を曲げて、座り込んでいるヒマワリにずいっと顔を近づける。

「こいつからなんか学ぶんじゃなかったのかよ」

「……あー」

「あーじゃねぇよ、あーじゃ。いつも物陰でこそこそしやがって。いつになったらこいつと面と向かって話すんだコノヤロウ」

「た、タイミングがなかなか摑つかめなくってっ。それに私の目的も漠然としすぎてて何を聞いていいやら！」

　アキトは激烈に深くため息を吐ついた。

　人見知りというか無計画というか、主体性が無いというか、へたれというか。これが世界を救う唯一の希望とか言われていたと考えると出身世界は気の毒である。アリオーシュの方が数倍マシだった。

　そりゃ、滅びるわ……世界。

「あの自称クソ神も頭悪いよな……よく出来たラスボス共とダメな主人公とか、よく出来た主人公とダメなラスボス共だったらうまくバランス取れるのに、ダメなラスボス共とダメな主人公だもんな……何も生まれねぇ。あいつ実は何も考えてないんじゃねぇの」

　聞き捨てならないと言わんばかりにヒマワリが立ち上がり、ふんすと鼻を鳴らす。

「そ、そんなことないです──私達はダメだったからここにいるわけですから！」

「喧けん嘩か売ってんのかお前ッ、自信満々に言うことか！」

「磁石ですよ磁石っ、プラスとマイナスだとマイナスになっちゃうけどマイナスとマイナスだとプラスですからっ」

「それただのかけ算だろ！　磁石じゃねーし反発し合ってんじゃねーか！」

「………え!?」

「そうだったのか!?　みたいな顔してんじゃねーよ！」

　アキトは天然ボケを繰り広げるヒマワリの頭にビシビシとチョップを連打する。なんだか最近、すっかりツッコミキャラが板についてしまった自分自身に、後から落ち込んだりするアキトである。

　二人が朝っぱらから騒がしくしていると、

「…………人が気持ちよく寝てる横で、すげーうるさいんですけど」

　いつの間にかアリオーシュが目を覚ましてあぐらをかいて二人を見上げていた。アリオーシュに見られていたことに焦り、ヒマワリがわちゃわちゃと両手を振り回す。

　アキトはツッコミモードから教官モードに気持ちを切り替えて、アリオーシュを睨にらんだ。

「目が覚めたか。傷は治しておいたけど、どっかの内臓が抜けてるとかあるかもしれないから幼女にでも診みてもらえ」

「こ、怖いこと言わないでよ。つーか、やっぱあたし、防ぎきれなかったんだ……」

「片腕と下半身は吹っ飛んだし、ほっとけば死んだだろうけど、とりあえず即死しなかったんだ。誉ほめてやらないこともない」

「……それ、防いだって言わなくない？」

「お前が最後に気を抜いて防御魔法を解いたのが悪い。あそこで解かなきゃ防ぎきっていたんだぞ。異能自体が消失しても、ロストナンバーは空間に余波が残るんだよ。余波だけでも人間の身体からだなんかバラバラになる」

「そんな、あんたの能力を知ってて当たり前みたいに言わないでくんない!?」

「想定外に対応できないお前が悪い。教訓として次は気を抜かないことだ」

「あんたってほっんと……！　ていうか、なんであたし生きてるの……アキト、あたしを殺すつもりだったんじゃないの？」

　アキトは肩を竦すくめながら顔を背けた。

「お前を殺すのに飽きただけだ。僕の全力を防いだわけだし、多少なりとも将来性があるのはわかったからな。今日はこのへんにしておいてやろうと思っただけ」

「アキトさん、ツンデレですもんね！」

「…………」

「あひー！　ほっぺ！　ほっぺはやめひぇー！」

　アキトは無言でヒマワリのほっぺたをもみくちゃにしてやった。

　二人のやりとりを怪け訝げんそうに眺めながら、アリオーシュが立ち上がる。

「その人、アキトの仲間だよね？　最初の日にいたような……」

「わひゃ!?」

「彼女も、ラスボスなの？」

　アリオーシュの質問に答えるつもりがないのか、アキトは黙ってヒマワリの背中を押した。彼女の目の前に押し出される形になったヒマワリは、最初は慌てて、次にモジモジして、上目遣いでアリオーシュを見た。

「は、初めまして……わ、わにゃ、私、ヒマワリって言います」

「初めましてじゃないけど……初めまして」

「えっと、わ、私は他の方々とは違って、ラスボスというわけではないんです。ラスボス更生担当官という立場にいまして……皆さんが世界を滅ぼせなかったラスボスなのに対して、私は世界を救えなかった主人公……つまり、ダメな英雄ということになるというか」

　いまいち要領を得ない自己紹介だったが、アリオーシュは英雄という単語を聞いて目をパチパチとさせた。

　その反応をどう受け取ったらいいかわからず、ヒマワリは麦わら帽子の鍔つばを下げて顔を隠そうとした。

　が。

「──それほんとっ!?　えっと、ヒマワリちゃんだっけ！　英雄だったってマジ!?」

「あ、いえ、そうじゃなくて……ダメな英雄というか、ちゃんと戦えなかった英雄と言いますか……あまり、私からアリオーシュさんに教えられることはないんです。むしろ私がアリオーシュさんからいろいろ学びたいなって……」

　ひたすらモジモジと自信なさげにしているヒマワリを見て、アキトは再びため息を吐つく。

　胸を張れるような立場じゃないことはわかるが、一応英雄として先輩なのだからもう少し自信を持てばいいものを……。あとアリオーシュの英雄という単語への食いつきがよすぎる点がなんともアキトを微妙な気持ちにさせた。

　ヒマワリがもにょもにょと独り言のように自己紹介を続けていると、アリオーシュがスッと右手を差し出した。

　ヒマワリが帽子の鍔つばを上げてアリオーシュを見ると、彼女は晴れやかに笑っていた。

「アリオーシュ・フランベルジュよ。アリオでいいわ。結果はどうあれ、同じ英雄を目指した者同士でしょ。だったらあたし、あんたと友達になれる気がする」

「…………」

「あたしにも、あんたのこといろいろ聞かせてほしい。きっとお互いのためになると思うから」

　潑はつ剌らつとしたアリオーシュを見て、ヒマワリはおずおずとその手を握り返した。

「こ、こちらこそ、よ、よろしくおながいしもす！　アリオさん！」

「よろしくね、ヒマワリ」

　笑顔のアリオーシュと、おっかなびっくりなヒマワリ。












　こうして見ると、どっちが先輩だかわからない。

（英雄になろうとしてる奴やつと、英雄になれなかった奴か……）

　二人を眺めながら、思わず苦笑しそうになるのを堪こらえる。一瞬、微笑ほほえましいだなんて思ってしまったのだ。

　アリオーシュはどうあれアキトの最強の一撃を防いだ。世界を救う資質は確実に持っているだろう。このまま残りの期間訓練を続ければ、もしかしたらアキトを超えるぐらいに成長するかもしれない。

　アリオーシュが英雄になることを望んではいなかったが、彼女が示した力と決意自体は、アキトは嫌いではなかった。

　全すべてを救う。夢物語だが、誰もが求めてやまない結果だ。現実的ではないが、アリオーシュはその夢物語を現実にするためにこれからも邁まい進しんしていくことだろう。

　一人で、全てを背負いながら。

「…………」

　アキトは表情を消し、ヒマワリと笑い合うアリオーシュを見つめた。

（……悪いな。お前はいずれ、僕を心底恨うらむことになる）

　心の中で謝罪しながら、アキトは二人に背を向ける。

　あと二ヶ月半ほど、アキトを含め、ラスボス達は全力でアリオーシュを鍛え上げる。並行して行われている各自の役割も、順調に運んでいる。

　全て工程が完了すれば、そのあとは──、

（この世界の、仕上げにかかるだけだ）

　眩まぶしい朝日に手を翳かざしながら、アキトは鋭く目を細めた。





　　　☆






　──ラスボス達の救済期限まで残すところ十日になった。

「仕上げ？」

　学園要塞アーヴァンヘルトの食堂でカレーを食べていたアリオーシュは、口にスプーンを運ぼうとしたところで顔を上げた。

　彼女の周りにはラスボス＋ヒマワリが勢せい揃ぞろいしていた。

　アキトはアリオーシュに頷うなずいてみせた。

「ああ、お前を英雄レベルにまで強くすることには成功した。あとは仕上げだ」

「そ、そう？　あたし、まだアキトに勝ててないんだけど……あと十日しかないし、てっきり超スパルタに鍛えてくるもんだとばかり」

「いや、お前はもうとっくにエスカテを超えている。攻撃面では若干劣るだろうけど、防御面ではこの世界に今まで存在したどんな英雄よりも格上だ」

　アキトが誉ほめ殺すと、アリオーシュは口に運ぼうとしていたカレーライスをぼとりとスプーンから落とした。

　口を開けたまま硬直している。隣に座っていたエイリアンが、アリオーシュのスカートに落ちたカレーをナプキンでふきふきしていた。

　再起動したアリオーシュは、顔を赤くしながら自分の両肩を抱いた。

「ちょ、ちょっと、誉めすぎじゃない？　何よいきなり……アキトのくせに」

「僕が冗談で誉めたりする人間じゃないのはお前ももうわかってるだろ。冗談抜きで、お前は強くなった」

「う……うぅ、こそばゆいな……きもちわるい……なによぅ、やめてよぅ」

「でも、まだこの世界には問題が残ってる。それを解決しなくちゃ、僕らは帰れない」

　真剣な顔でテーブルの上で両手を組み、顎あごを乗せる。

「期限内に僕らができるのはお前を鍛えることと、兵器の開発や戦術の考案、邪神のデータ収集……そこまでだ」

「他に必要なことって何があるの……？」

「最大の問題は、お前をこの世界の人類に英雄と認めさせることだ。お前は将来、この世界の人間を率いて邪神に戦いを挑まなくちゃならない。そのための基盤、地位がお前にはまだ出来上がってないだろ？」

　アキトが言うと、「あ」とアリオーシュが声を上げた。

　アキトの隣に座っているヴェンデッタが、紅茶を飲むのをやめてカップを置いた。

「エスカテは長きに亘わたる戦いの中で英雄という地位を確立しました。彼女が英雄になるまでにかかった時間の中で、多くの人類が死亡したのはご存じでしょう？　あなたにはなるべくその時間を省略していただきたいのです。できれば、邪神が来る前に英雄になってもらわねば」

「で、でも、そんなのどうやって」

　食欲が失せてしまったのか、スプーンを皿に戻すアリオーシュ。

　栄養ドリンクをストローで飲んでいたキリシマが眼鏡をくいっと指で押し上げる。

「そこで襲騎祭デユエルカーニバルだ。君にはあの催しで優勝してもらう」

「は!?　こ、ここにきて対人戦!?　意味ないってあんた達が言ったんじゃん！」

「否いな。対人戦そのものに意味はないが、襲騎祭デユエルカーニバル自体に意味はある」

　キリシマが言うと、おにぎりをエイリアンの口に放ほうり込んでいたソラが顔だけアリオーシュの方へ向けた。

「襲騎祭デユエルカーニバル、学生で優勝すれば、特別枠で正規兵の試合に参加できる。もちろん特別枠だから、今までは勝ち残った生徒皆無。でも、アリオが優勝、前代未聞。学生なのに序列入り、一気に地位向上」

「いやいやいやいやいやいや無理だって！　だだ、だって序列ってあんた達も入ってんじゃん！」

「ソラ達、ランカー入りだから、大会に参加しない。大会優勝者、後日ランカーと対決する形式。その頃にはソラ達もういない」

「そ、そうだった！　いやいや、だとしても無理でしょ!?　あたしこの半年対人戦の訓練から遠ざかってたし今さら優勝できるわけないじゃん！」

　青い顔でぶんぶん首を横に振るアリオーシュ。

　ビフテキ定食をかっこんでいたイグニートがモキュモキュと肉を咀そ嚼しやくしながら人差し指を立てた。

「もう今のお前に敵かなう人間なんざ、この世界にはいねーぞ？」

「……えぇ……噓うそでしょ……？」

「や、マジだって。アリオは元々才能あったし、俺おれらとガチンコで戦えるんだぜ？　今まで救いに行った異世界でも、ペナルティ無しの俺らとまともに戦えるのはその世界のラスボスぐらいのもんだった。アリオは強い、ぶっちゃけこの世界で最強だ。自信を持て」

　アリオーシュは信じられないとでも言うような顔で縮こまってしまう。

　確かに、アリオーシュはもうアキトやイグニートと勝負しても無抵抗にやられるようなことはなくなった。防御面に特化させた戦闘技術のおかげで、戦闘を続行することに関しては恐らくこの場にいる誰よりも優秀だろう。勝つことこそできないが、二人が本気でかかってもアリオーシュの防御を崩すことはできなかった。

　アキトの《ロストナンバー》を防いだ防御魔法《ディフェンディア》は、あの後も練度を上げたおかげで今では学園要塞全体を覆うほどの広範囲展開も可能、強度はイグニートの全力斬ざん撃げきを五〇回弾はじくレベルにまで向上している。

　正直言って、今のアリオーシュはこのメンバーの仲間に欲しいレベルで優秀なディフェンダーなのだ。

「わたくし達を相手にしていたからとことん自信が無くなってしまったのでしょうね……アキトさん、一度ぐらいわざと負けてあげるぐらいのことはできなかったのですか？」

「絶対嫌だね。こいつのためにならないっていうか、僕の気分がよくないから嫌だね」

「……変なところで子供みたいなんですよね、この方。いえ、子供でしたね、まだ一四歳でしたっけ？」

　一四歳と聞いて、今度は手からスプーンを落としてしまうアリオーシュ。

「と、年下ッ!?　アキトって見た目通り子供だったの!?」

　ドンッとテーブルを叩たたいてアリオーシュが立ち上がる。

　対するアキトは、ドンッ！とテーブルに足を乗っけて「あァん!?」とヤンキーさながらの威圧感でアリオーシュを睨にらんだ。

「享年が一四歳なだけで実際はお前より年上だ、舐なめんな。前から思ってたけどお前ちょっと口の利き方に気をつけ──」

「童貞だけどな」

「──よし、似え非せ勇者ぶっ殺す」

　アキトが《ロストナンバー》を発動させようと袖そでをまくり上げたのを見て、ヒマワリが慌てて止めに入る。アキトにしがみつきながら、ヒマワリは困惑しっぱなしのアリオーシュに困ったような笑顔を向けた。

「わ、私も今のアリオさんなら大丈夫だと思いますっ。キリシマさんの開発したオンスロートも完成しましたしっ」

　名前を呼ばれて、キリシマはフッとニヒルに笑った。

「君のオンスロートは完かん璧ぺきだ、私の最高傑作と言ってもいい。邪神と一〇年戦い続けても故障はせんだろうが、スペアも大量に作っておいた」

「確かにアレはすごいけど……襲騎祭デユエルカーニバルは対人戦だし……」

「フッ、さすがにあの決戦仕様であれば対人戦ではまともに動けんが──ぬかりのない私は当然対人戦仕様に換かん装そうできるように作っていたとも！」

　準備万全だと言わんばかりにキリシマが渾こん身しんのドヤ顔を炸さく裂れつさせる。

　これだけラスボス達の後押しがあろうとも、アリオーシュはどこか自信なさげだった。

　アキトはイグニートの胸ぐらを摑つかむのをやめて、椅い子すの背もたれに深く背を預けた。

「お前は邪神を倒すための訓練を受け続けてきた。いまさら人間の相手なんて赤子の手を捻ひねるようなもんだぞ」

　アキトのお墨付きをもらったことで、少しだけ自信を取り戻したのかアリオーシュは上目遣いで彼を見る。

　アキトはふんと鼻を鳴らして、ジト目でアリオーシュを見た。

「お前やお前の血を馬鹿にした連中を見返したいってのが最初の目的だっただろ。いい機会だ、ついでに憂うさを晴らしてこい」

　胸の前で腕を組み、悪そうな笑みを浮かべる。

「僕が許す──ここの平和ボケした連中に、目にもの見せてやれ」

　アリオーシュは膝の上に置いた拳こぶしをぎゅっと握った。

　アリオーシュは名門の連中からは侮辱され続けてきた。英雄の末まつ裔えいを語る不届き者の家系、一〇〇年前の骨こつ董とう品ひんのレプリカを持ち歩いている変人、口ばかりでまともに魔法が使えない愚か者。半分は自業自得な部分もあった。しかし、それ以外は謂いわれのない差別だ。

　フランベルジュ家はエスカテの元婚約者の家系。エスカテを見捨てて他の女にうつつを抜かした男の子孫。そういう差別を百年間受け続けてきた。

　だが、真実は違う。エスカテが唯一切り捨てられなかった男がアリオーシュの先祖だ。彼は戦争中期の頃までエスカテが挫くじけそうになった時、そばで支え続けた。戦いで負傷し、意識不明の重体に陥おちいるまでの間、彼はエスカテにとって唯一の救いだった。

　戦いが終わった二年後、彼が目を覚ました時には、エスカテはもうこの世にいなかった。その時の心境はわからないが、計り知れない喪失感に絶望したのは間違いないと断言できる。それでもエスカテの遺志を無駄にしないために、彼は生き続けたのだ。

　その誇りと強さが否定されていいわけがない。

　エスカテの遺言通りにグローリアスは彼の元へ渡り、百年経たとうともこうしてフランベルジュ家の末まつ裔えい、アリオーシュに受け継がれている。

　英雄の末裔……それに噓うそが無いことを証明する。

　世界中の人々に、新たな英雄が生まれたということを教えるのだ。

　アリオーシュは顔を上げ、力強くアキトに頷うなずいてみせるのだった。





　　　☆






　襲騎祭デユエルカーニバルは三日に亘わたって催され、初日は学生、二日目と三日目は正規騎使オンスローターの大会が行われる。本来学生は教師や教官からの推薦状が無ければ参加できないのだが、アリオーシュは序列一位（ということになっている）のアキトの推薦状があるので問題無く参加できることになっていた。

　襲騎祭デユエルカーニバルへの参加申請を行うため、ヒマワリと共に食堂を去って行くアリオーシュの背中を見つめながら、残ったラスボス達は無言で席についたままだった。

　皆食事の手を止めて、一様にアリオーシュを見つめている。

「……アキト、本当に、やるのか？」

　ソラが沈黙を破り、アキトに問うた。

　アキトは視線をソラには向けず、アリオーシュを見たまま答える。

「やらなきゃいけない。僕はあいつ一人に全すべてを背負わせるつもりはないからな」

　ヴェンデッタは下を向いた。

「この世界にやってきた時に、あなたがわたくし達に作戦の肝キモを伝えなかった理由が、ようやくわかりましたわ」

「それは何よりだね。それで、あんたはやれるのか、やれないのか、どっちだ」

「あなたの考えはわかりますし、同意もできます。この世界を救うためには、最も効率的だと言えるでしょう。しかし……」

「なんだよ。堕天使のくせに人類に同情か？」

「いいえ。わたくしはただ、あの子があまりにも不ふ憫びんだと思うだけです」

　アキトは視線だけを動かして、ヴェンデッタを見た。

「意外だな。僕はてっきり、あんたはあいつのことを嫌っていると思っていた」

「嫌いですよ。どれだけわたくしが突き放そうとも、どれだけ踏み潰つぶそうとも、挫くじけずに立ち向かってくる。まるで足元に纏まとわり付く子犬のようで……」

「…………」

「…………わたくしは、子犬は嫌いです。大嫌い」

　続く言葉は「情が移るから」だったのだろうが、ヴェンデッタは口にしなかった。

「堕天使には何があっても実行してもらわなくちゃならない。この作戦は、あんたにかかっているようなもんだからな」

「……ええ、わかっています。やりますとも」

「眼鏡も、異論ないな？」

　キリシマは相変わらず椅い子すに座り、足を組んで眼鏡を光らせている。

「当然だ。私が断る理由は無い。むしろ喜んでやるとも」

「幼女とエイリアンは？」

　視線を二人に向けると、ソラは小首を傾かしげ、エイリアンは湯飲みに視線を落とした。

「やる。けど、ソラ達は、ソラ達のやり方でやる」

「それで構わない。僕も僕のやり方でやる」

　全員の、ある作戦への参加の是ぜ非ひを確認して、アキトは最後にイグニートを見た。

　イグニートは一人早々に昼食を食べ終えて、爪つま楊よう枝じを咥くわえながら頰ほお杖づえをついてアキトを見ていた。ニタリと意地悪そうに、邪悪そうに笑っている。

「俺おれは聞かなくてもわかるよなぁ、アキト」

「…………ああ、でも約束は守れ」

　アキトが睨にらみを利かせても、イグニートは笑うのをやめなかった。

　約束などこの男に意味がないことぐらい、アキトも承知の上だ。今までも散々振り回されてきた。

　だが、今回は上う手まく使える。

「ヒマワリちゃんには言わなくていいのかよ～？　たぶんこの作戦伝えたら絶対反対するぜ？」

「言う必要がない」

「また土壇場で飛び出してくるかもしれねぇぞ？」

「邪じや魔まをするなら麦わら女を殺すだけだ。どうせ死なない」

「そう言っていつも殺せないのがアキトだろ」

「今回は別だ」

　アキトの冷たい声に、イグニートは笑みを消した。アキトの覚悟を感じ取ったのか、それ以上はおちょくるようなことも言ってこなかった

　アキトは椅子から立ち上がり、一度目を閉じてから、瞳ひとみを鋭く前へ向けた。

「作戦開始は十日後──仕上げるぞ、お前ら」

　そして十日後、この世界を救うための作戦は、最終段階へと突入するのだった。





　　　☆






「──皆さんお待たせしました！　記念すべき第百回の本年度襲騎祭デユエルカーニバル！　開催いたしまぁぁぁぁす！」

　学園要塞アーヴァンヘルトの中央に建てられたコロシアムにて、ナレーターの凄すさまじくやかましい声が響き渡り、客席から大歓声が沸き起こりジェットバルーンやら花火やらが打ち上げられる。

　世界規模の催しだけあって、客席には人がひしめき合っており、マスコミが押しかけていた。

　アキト達は現在、実況席の横で襲騎祭デユエルカーニバルランカーとしてコメンテーターをやらされていた。ガラス張りの向こうの会場を、あくびをしながら見下ろす。

「さて個人戦一回戦はイシュテンハートの秘蔵っ子、名門貴族の嫡ちやく子しブリュンヒルデ・トロイアロイ嬢が出場！　一学年でありながら優勝候補の一角とまで言われている才女ですががが！　彼女についての所見を序列一位のアキトさんに聞いてみましょう！」

　やたらテンションの高いナレーターの方を見ずに、会場を見下ろしたままアキトはマイクを適当に手に取る。

「知らん。誰だよそれ」

　一瞬、シンと会場が静まりかえった。身体からだをほぐしながらフィールドにやってきたブリュンなんとかかんとかという金髪縦ロールの女生徒が、超絶に顔を引きつらせているのが見えた。

　すぐに喧けん騒そうが戻ってきて、ナレーターは苦笑いをしながら場を取り繕おうとする。

「え、えーっと、アキトさんは今回、ランカーの皆さんを引き連れてアーヴァンヘルトに視察にきていたらしいですが、何やら一人の生徒の訓練教官をしていたと聞きましたっ……これ聞いていいのかなっ、いいのかな～っ──ぶっちゃけどの生徒さんなんです!?」

「教えるわけないだろ。お前うるさいから少し黙ってろ」

「──うぉい超絶つれないよこの人！　やべぇどうしよう俺おれナレーション続ける自信無い！　けどがんばっちゃう！　せっかくのお祭りだみんな盛り上がっていこうぜー！」

　無む理り矢や理りテンションを上げつつも、ナレーターはだらだらと冷や汗を搔かいていた。

　どうでもいいので、アキトはナレーターの声が聞こえないように異能でカットする。

　金髪女がフィールドの中央までくると、遅れて端のベンチからアリオーシュが姿を現した。

　──右手と右足、左手と左足が同時に動いていた。アリオーシュは錆さび付ついたブリキ人形みたいなうごきで客席をぐるりと見回して、最後にアキトの方を見た。

　助けを求めるような、縋すがるような視線だ。よく見るとプルプル震えているし、涙目だ。

　アキトは額に手を当てて、深く深くため息を吐ついた。

（あの馬鹿……さすがにあそこまで緊張してると負けることもあり得るぞ……っ）

　想定していなかったわけではないが、これはまずい。

（ったくなんで僕を見る……似え非せ勇者の方に懐いてただろーがお前はっ、僕じゃなくてあいつに泣きつけよ……！）

　アキトは舌打ちをしつつ、仕方が無いのでマイクを手に取った。ナレーターが選手の紹介をしているのも構わず、大きく息を吸い込む。

「そして期待の超新星の対戦相手は！　自称英雄の末まつ裔えい！　アリ──」

「──アリオーシュ・フランベルジュ！！！！」

　椅い子すから立ち上がりながら、アキトは怒りの形ぎよう相そうで全身全霊を込めてマイクに叫んだ。

　会場が再び静まりかえり、アリオーシュは肩をびくんと跳ね上がらせていた。

　アキトは怒りを収めて静かに椅子に座り直し、小さく息を吸いながらだるそうに背もたれに体重をかけた。

「連中に目にもの見せてやれ……大丈夫」

　静かに、ぶっきらぼうに、けれど、




「僕は、お前を信じてる」




　なるべく優しい声で、アキトはそう言った。

　フィールドのアリオーシュは一瞬顔を真っ赤に染めたが、ぶんぶんと首を横に振って、自分の頰ほおをパシンと叩たたいた。

　──うん、と力強く頷うなずいて、己おのが対戦相手と向き合うのだった。
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　気合いを入れ直してもらったアリオーシュは、グローリアスを構えて対戦相手を睨にらんだ。

　対戦相手の金髪縦ロールは、アキト達がやってきた日に難癖をつけられて決闘をしていた名門貴族の女生徒だ。まさか一回戦で当たるとは思わなかったが、雪辱を果たすのにはいい機会だった。

　縦ロールは凄せい絶ぜつに顔を引きつらせながら、両手に備え付けられた魔粒子ブレードカノンを擦こすり合わせた。

「……こんな侮辱は初めてですわ。まさか私を差し置いてあなた如ごときが序列入りの方々から指南を受けていただなんて……わたくしは、な、なな、名前すら覚えてもらっていなかったのに……屈辱です……！」

「何？　嫉妬？　騎使オンスローターは血筋が全すべてなんでしょ？　だったらこのあたしを倒して証明しなさいよ。もちろん、こっちは負ける気がしないけどね！」

　緊張が消きえ失うせたアリオーシュは、不敵に笑って縦ロールを挑発した。

　縦ロールは変顔一歩手前ぐらいまで顔を歪ゆがませて、擦こすり合わせていた魔粒子ブレードを勢いよく横へ開いた。

　デバイスから魔力が溢あふれ、水色の魔粒子が空気と混じり合う。

「いいでしょう……！　どれだけランカーに鍛えられようとも、私の血筋に宿る高貴なる一族の御み霊たまでひねり潰つぶしてあげますわ……！　覚悟なさい、偽物ォ……！」

（なによ血筋に宿る高貴なる一族の御霊って……似たようなこと言ったことあるけど長いし意味わかんないし顔怖いんだけど）

　まるで鬼女のような覇気と怨念が、水色だった魔粒子を群ぐん青じよう色に染め上げていく。

　名門貴族の出であるブリュンヒルデ・トロイアロイの実力は本物だ。アリオーシュも何度も彼女に挑んだが、試合で勝利したことは一度もない。勝てそうだったのはアキト達がやってきた日に、友達と自分の血筋をいっぺんに侮辱され、堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れた時ぐらいだ。確実に強敵。油断など許されない。

（最初から全力で来るつもりだ。こいつの魔法の最大火力はたぶん邪神の装甲も貫くレベル……！　こっちも全力で防がないと……！）

　試合の際、参加者のオンスロートにはリミッターが設定されている。相手の武器もアリオーシュのグローリアスも出力は最低限に抑えられていた。

　だが、これを防げなければ出力最大でも同じこと。本当の敵は邪神なのだ、こんなところで立ち止まっているわけにはいかない！

「行きますわよ──《バハムート・スパイク》！」

（最大効率で防御を展開、三枚重ねで──）

　縦ロールから魔法が放たれる。両腕のブレードの形をしたデバイスから、群青の槍やりが射出された。剣のように見えてもあれは銃だ。近接と遠距離、どのようにも対応できるオールマイティ。アリオーシュは一度くらったことがあるのでわかる。

　この魔法の射速は──。

「？」

　──と、そこでアリオーシュは防御魔法を発動するのを止めた。

　構えた剣を振るうことなく、魔法を使用するわけでもなく、そのままスッと身体からだを沈ませたのである。縦ロールの放った魔法は、アリオーシュの頭上を通り過ぎてフィールドの壁にぶち当たった。

「なっ──避よけたですって!?　私の最速の一撃を!?」

　驚きよう愕がくする縦ロールの言葉に、アリオーシュは首を傾かしげた。

（今のが……最速？）

　噓うそでしょ？　と、魔法が衝突した壁と縦ロールを見比べる。

（……止まって見えたわよ？）

　アリオーシュにとっては、それほどまでにスローリーだった。避よけてみても信じられず、顎あごに手を当ててその場で考え込もうとした時、

「うわっ」

　目と鼻の先に、縦ロールのブレードが襲いかかってきた。

　縦ロールが繰り出す剣舞の連撃を、アリオーシュは必要最低限の動きで回避する。

「殺す！　殺す殺す殺す殺す！」

「ちょっ、ちょっと待ちなさいっ！」

「っ、ちょこまかと！　馬鹿出力だけが取り柄のくせにぃ……！」

　怒りに任せて滅め茶ちや苦く茶ちやな攻撃を浴びせてくる縦ロールに眉根を寄せながら、アリオーシュは大ぶりの一撃を回避して、相手の腹にドンッと手の平を当てた。

　一いつ旦たん距離を取って落ち着こうと思っただけだった。

　しかし縦ロールの身体からだは──流星のようにフィールドの壁に激突した。

「……え？」

　試合が始まって歓声に包まれていた客席が、信じられない光景に三み度たび静まりかえる。

　アリオーシュからしてみればちょっと押しただけだ。それなのに、縦ロールは壁にめり込んで白目を剝むいていた。

　どうしたらいいかわからず、アリオーシュはキョロキョロと辺りを見回す。

　そして実況席に座るアキトを見た。アキトは肩を竦すくめながら、「だから言っただろ？」と言わんばかりに呆あきれた顔をしていた。

《しょ、勝者──アリオーシュ・フランベルジュぅぅぅぅ！　えええええ!?　こ、この結果を誰が予想できたでしょうか！　名門貴族の超新星がただのパンチ！　ただのパンチで場外！　失神してしまったぁ──っ！》

　ナレーターが試合の結果を叫んでも歓声はすぐには上がらず、観客もアリオーシュ同様に啞あ然ぜんとしていた。

（ど、どうすんのよこれ……お客さん、みんなドン引きしてるんじゃ……！）

　だが次の瞬間──とんでもない歓声が会場を包み込んだ。

　耳が割れそうな拍手と声援が聞こえてくる。

「すごいよすごーい！　アリオほんとに強くなってるぅ～！」

「ランカーの訓練というのは凄すさまじかったのだな……！　アリオー！　私もお前の友人として鼻が高いぞー！」

　クラスメイトの一番仲のいい友人が、最前列で声を張り上げているのが見えた。

　誰も彼もが賞賛の声を送ってくれている状況に、アリオーシュは目頭が熱くなるのを感じた。誰も自分を蔑さげすまず、誰も自分を笑わない。

　自分は英雄の末まつ裔えいだと豪語しているのを笑われていた頃を思い出し、アリオーシュは顔を伏せて薄く微笑ほほえんだ。

（そっか……強くなるってこういうことだったんだ。そうよね……今までのあたしはずっと口と格かつ好こうばかりだった）

　涙を拭ぬぐい、顔を上げる。

（実力を示せば、誰にも笑われないんだ）

　アリオーシュは剣を振り上げ、その場で客席に向かって勝利を誇るのだった。





　　　☆






　二日後。学生の大会終了後、正規騎使オンスローターの試合が二日あり、そして──。

　アリオーシュ・フランベルジュは一度の敗北もなく、一度も攻撃を受けることなく、実にあっさりと、実に大胆に、

《──優勝者、アリオーシュ・フランベルジュ！　前へ！》

　全すべての試合を勝ち抜いた。

　表彰台の前へ、アリオーシュは静かに歩いて行く。もう緊張などしたりはしないし、卑ひ屈くつになったりもしない。アリオーシュが学生参加者を全て打ち倒し、正規騎使オンスローターすらも全て打倒したからだ。

　この三日間でのアリオーシュの快進撃を受けて、学園はマスコミや他の学園からのスカウトで連日ごった返したのは言うまでもない。何せ学生で正規騎使オンスローターの試合を勝ち抜いた者は史上初めてのことだからだ。

　今、世界がアリオーシュの実力を認めようとしている。

　一瞬で時の人となったアリオーシュの胸中は、しかし決して浮かれてなどいなかった。

　襲騎祭デユエルカーニバルの優勝は英雄になるための過程に過ぎない。本番は三年後、新たな邪神が降臨する時だ。それまでにアリオーシュは邪神が再降臨するということを世界中に知らせなければならなかった。

（……今後の課題は、どうやって世界に知らせればいいかよね……）

　よく考えればものすごい難題だ。下手をすれば新興宗教に入っただのマスコミに騒がれ、せっかく築いたこの地位も失ってしまうだろう。

（でも、やるしかない。もうアキト達には頼れないんだから……）

　方針は定まらずとも、確固たる決意を胸に、アリオーシュは表彰台まで向かった。

　学園長がアリオーシュを迎え、祝辞の言葉の後、握手を求めてくる。

「おめでとう、フランベルジュ君。序列入りの方々が入れ込んでいたというのは、君のことだったんじゃのぅ」

　学園長はアリオーシュの手に両手を重ね、「君を誇りに思うよ」としわくちゃの笑顔で祝ってくれていた。

「ともあれ、一週間後はランカーの皆さんとの試合がある。それに勝てば晴れて序列入りじゃよ。学園長として鼻が高いわい、ホッホッホ」

　アリオーシュは学園長に愛想笑いを返しつつ、やはり今後のことを考えていた。

（まず最初に邪神のことについて知らせるなら、学園長が一番よね……う～ん、どう伝えよう）

「さて、騎使帝勲章授与の時間じゃ！　序列一位のアキト殿が直接君に渡してくれるそうじゃ。生中継もされておる、ほれ背筋を伸ばしなさい」

　ニコニコ言いながら、学園長が脇に下がる。

　カーペットの向こう、短い階段の上に、アキトと他の三人がいた。何な故ぜかエイリアンとイグニートはいなかったが、アリオーシュは彼らに少し自慢げに笑ってみせた。

　珍しく、アキトもアリオーシュに笑い返す。

　それが嬉うれしくて、アリオーシュは気恥ずかしそうに鼻を指で擦こすった。

　階段を上がり目の前まで行くと、アキトが胸元に勲章をつけてくれる。

「だから言っただろ、簡単だってさ」

「えへ、簡単ってことはなかったけど、確かにみんなの言う通りだった。素直に嬉しいよ」

「そっか。そりゃよかったな」

　ぽん、とアキトが頭に手を乗せてくる。若干アリオーシュの方が背が高いので妙な感じだったが、こうして誉ほめられるとアリオーシュは素直に嬉しかった。

　くしゃくしゃと撫なでられていると猫のような気分になってくる。くすぐったくて、アリオーシュは目をつぶった。

「せっかくだし、このまま試しにランカーと試合もしてみるか？」

「えー、えへへ、何言ってんの。あんた達はその頃にはもう帰っちゃうんでしょ」

「別に今からでもいいだろ。遠慮なんかするな。そんじゃ、始めるからな」

「冗談やめてよ～、訓練だったらまた夜に──」

　アリオーシュの頭からアキトの手が離れた、その瞬間。




　──客席の三分の一が、大爆発を起こして一瞬で吹き飛んだ。




「……………………………………………………………………ぇ？」

　アリオーシュは爆風と爆音に身体からだを煽あおられながら、目の前のアキトの顔を見た。

　アキトはさっきまでとは違い笑ってなどおらず、ただひたすらに冷たい瞳ひとみでアリオーシュを見ていた。

　アキトの右手が観客席へ向けて振り払われている。客席は吹き飛んでいる。人々の悲鳴と助けを呼ぶ声が聞こえ、蜘く蛛もの子を散らすかのように人間が逃げ惑っているのが見える。

　突然のことに何が起こったのかまるでわからなかった。

「……え……なに……なんで……？」

「…………」

「なに……？　これ……アキト……み、みんな……？」

　頰ほおが笑みを浮かべたまま強ばり、他のラスボス達を見る。

　誰もアリオーシュを見ていない。キリシマは眼鏡を押し上げ、ヴェンデッタは目を閉じ、ソラは浮遊ユニットの上に跨またがった。

　そして、

「起きろ──ブラックハイドランジア」

「これより──人類の掃そう討とうを開始する」

「……再現魔法、構築開始」

　まるで開戦の狼煙のろしのように、それぞれが何かの合図を口にする。

　地鳴りが響いたかと思えば、フィールドの中央に黒い巨大ロボットがどこからともなく出現し、ソラの周りにいくつものホログラムウィンドウが展開、ヴェンデッタの足元に巨大な魔法陣が発生した。

「……みんな……なによ……？」

　アリオーシュが後ずさり、足を踏み外して短い階段を転げ落ちる。

　尻餅をついたまま空を見上げると、青かった空が一瞬で赤く染まり、黒々とした雲が広がっていくのが見えた。

　そして、空に切れ目が発生し──、




　──エスカテの記憶の中で見た、巨大な眼球が姿を現した。




　眼球が寝起きの眼のようにゆっくりと開き、そしてニタリと笑った。さらに眼球から血の涙がしたたり落ち、そこから有ゆう翼よく種がケタケタと笑いながらあふれ出てくる。

　何から何まで過去と同じだ。まるで、過去の再現のように……。

「これ、再現魔法……？　ヴェンデッタがやってるのね……!?」

　アリオーシュは立ち上がり、翼をはためかせながら空に昇っていくヴェンデッタを見た。

　ヴェンデッタはアリオーシュを悲しげに見ていたが、背を向けてさっさと上空へ行ってしまう。

「これが僕らの、この世界を救うための仕上げだよ」

　絶望そのもののような光景を見上げていると、アキトの声が耳に入る。

　アキトは異能の力でゆっくりと浮き上がり、邪神が跋ばつ扈こする空を背にアリオーシュを見下ろした。

「世界に必要なものは危機感だ。邪神が再びやってくるということを世界に思い知らせなくちゃならない」

「そ、それは私の仕事のはずでしょ!?」

「いや、お前には無理だ。いくらお前が強くなろうが、邪神がまたやってくるなんてことをこの世界の人間は信じやしない。どう足あ搔がいても鼻で笑われるのがオチさ」

「そんなことない！」

「だから一番てっとり早い方法を取ることにした」

　アキトは両手を広げ、ラスボス特有の陰惨な笑みを浮かべて歯をむき出しにした。

「──邪神降臨のリハーサルさ……！　本物が来る前に、僕らがその代わりをしてやろうって算段だ！　ハハハハハハハ！　これでここの平和ボケしたクソ人類も思い出すだろうよ！　過去にどういう戦いがあり、どれだけの犠牲が出たのかを身をもって思い出すのさ！」

　アキトの高笑いが邪神の笑い声と重なる。アリオーシュはどうしたらいいかわからないのか、ただ呆ぼう然ぜんとしながらアキトを見上げている。

「邪神だ……また邪神がやってきたんだ！」「どうして!?　邪神はもうこないって何十年も前に実証されたんでしょう!?」「ママっ、どこ？　ママァ！」「逃げろどけ！　道を空けろ！」

　コロシアムの出入り口は人でごった返し、皆自分だけが助かろうともがいている。

　アキトは虫けらのように逃げ惑う人々を眺めながら、上空へ昇っていくヴェンデッタに声を送る。

「……堕天使、学園要塞を結界で封鎖しろ。誰一人として外に出すな」

《了解しました》

「それから適当に再現魔法の眷けん属ぞくに虐殺させろ。遠慮はいらない、絶滅させるつもりで皆殺しにすればいい」

《ええ……言われなくてもわかっています》

　アリオーシュは我に返ったのか見る見る内に怒りに顔を歪ゆがませていく。

「皆殺し……ですって？　ふざけんじゃないわよ……ッ！　なんでこんなことするの!?　あんた達はこの世界を救いにきたはずでしょ!?」

「ああ、だから救ってるだろ？　これは世界にとって必要なことだ。思い知らせてやれば、世界中の人間がまた百年前のように生きることに必死になる」

「邪神が来る前に人間を殺すことが救ってることになるわけないじゃない！　こんなやり方……あんまりよ！」

　必死に言葉で説得しようとするアリオーシュに、アキトは失望したように目を伏せた。

「お前もまだ危機感が足りないみたいだな……」

　そしておもむろに手の平に火球を出現させて、腕を振り払った。

　火球は鳶とびの鳴き声のような音を立てて弧を描き──そのまま出入り口に集まった人間達に着弾した。爆炎と爆風が人々を飲み込み、その場にいた全員が跡形も無く消し飛んでしまう。

　爆風がアリオーシュの髪を煽あおり、同時に絶望を煽る。人の死が実感としてのし掛かり、手足が震えた。また死んだ。罪の無い、関係の無い人々がまた死んだ。自分の死は経験したことがあっても、他人の死は経験が無い。

　何な故ぜかアリオーシュには、この人達の死が、自分のせいのような気がしてならなかった。

「また死んだぞ、お前のせいで」

「…………あ、あんたのせいでしょ……！」

「だってお前、全すべてを救う英雄なんだろ」

「……ッ！」

「ならお前のせいだ、結局全部救えやしないじゃないか。これでもう、お前の言うことには説得力が無くなった」

　これほどまでの理不尽があろうかと思う反面、納得してしまっている自分がいた。

　だが、どうしろというのだ？　何をすればいい？

『お前がまだ英雄になりたいなら、僕を殺すしかない』

　訓練の時のアキトの言葉が脳裏を過よぎる。

（……そんなこと、わかりきってる……！　アキトはこういうことで噓うそはつかないし、容赦もしない……！　そういうやつだってことはとっくにわかってる！　実際に人を殺してる……それなのにっ……！）

　恐怖はもちろんある。勝算が少ないからというのも理由ではない。

　ただアリオーシュは、まだ心のどこかで……。

「まだ僕に何か期待してんのか？　自分の敵は人間じゃなくて邪神だけ。お前はそう言っていたけど、相手が人間だったら目の前で虐殺が行われても無視するってことでいいんだな？」

「っ、無視なんかするもんか！　あたしはただ、あんたを止めようと──！」

「殺さずに止められると思ってるわけか。おめでたいな、お前」

　アキトは両手を合わせ、間に光をため込んだ。

「クラスではハブられていたけど、親友が二人いるんだってな。食堂で何度か見かけたよ。名前は知らないけど、顔は覚えてる」

　何な故ぜ今そんな話をする？

　アリオーシュがそう言いかけた時だった。

　……アリオ……。

　客席の方から自分を呼ぶ声が聞こえた気がして、アリオーシュは勢いよく顔をそちらへ向けた。

　崩れた客席の天井。その瓦が礫れきのところに、二人の女生徒がまだ逃げずに残っていた。背の高い方の生徒は、背の小さい方の生徒を庇かばいながら瓦礫の下敷きになっている。

　頭から血を流しながら、背の高い生徒がアリオーシュに助けを求めていた。

　──ぞくりと、背筋が凍り付く。

　アリオーシュはアキトが何をしようとしているのか気づき、転がるように地を蹴った。

　フィールドを猛スピードで走りながら、キリシマからもらった腕時計型のデバイスのスイッチを押す。

「来て──お願い！」

　縋すがるように叫びながら歯を食いしばる。

　デバイスのアラームが鳴り響き、遠くからジェット噴射の音が響いた。フィールド端の控えベンチから何かが勢いよく飛んでくる。

　キリシマが開発したオンスロート、そしてグローリアスだ。いつでもどこでも装着できるように呼び出し機能を搭載したと、あのクソ眼鏡は言っていた。自分を裏切ったあの眼鏡を信用したわけではないが、今はこうするしかないと判断した。

　飛んできたオンスロートのパーツが体当たりするようにアリオーシュの身体からだに無む理り矢や理り装着されていく。緊急時用なので装着時の反動を緩和させていない。いちいち殴られたような衝撃が身体を襲う。衝撃で吹き飛びそうになりながら、アリオーシュは疾しつ走そうを続けた。

　そして最後に、グローリアスが手元に飛んできたのをキャッチし、アリオーシュはオンスロートのスラスターを点火させた。

「間に合え──────ッ！」

　身体が噴射に推し進められて、アリオーシュは一気に友人二人の前へ躍り出た。

　直後、アキトから極大のレーザーが発射される。

「無む窮きゆう結界──《ディフェンディア》！」

　アリオーシュは剣を突き立てて盾状の防御魔法を前方に展開。間一髪のところでレーザーを防いだ。レーザーの持続時間が切れるまで防ぎ続けなければならない。

　アキトのレーザー、《メタトロン》は全異能の中でも五本の指に入るほどの威力を誇る。だがアリオーシュはアキトの最強の一手をすでに防いでいるのだ。もう何度もこの異能をくらい、殺され、そして防いできた。

　盾に弾はじかれたレーザーの余波が破壊をもたらすことを予想し、すでに盾の表面に凹凸を作って調整していた。なるべく余波を上空へ逃がし、被害を最小限に抑えるためだ。

　アリオーシュは《メタトロン》を防ぎ切り、後ろの二人が無事なのを確認する。

　そして次に、上空のアキトを睨にらんだ。激情に身体からだが熱を発し、魔力が身体の外へ漏れ出して髪が逆立つ。

　もはやこの怒りは、どうあろうと抑えられそうになかった。

「アキトォォ────ッ！」

　咆ほう哮こうし、こちらを見下ろすアキトを見据える。

　怒りをもって、彼を敵と見なす。

　アキトとアリオーシュの視線が交錯し、火花が散る。

「てっきり出鼻挫くじかれてもう立ち上がれないかと思ったけど、相変わらず防御だけは天才的だな」

「絶対に許さない……！　もうこれ以上、誰も殺させない……！」

「ハッ、やってみろよ。せっかくお膳立てしてやってんだ、せいぜい足あ搔がけよ、英雄」

「覚悟しなさいよね……ラスボス……！」

　宣戦布告を行い、アキトが邪神の本体へ向かって上昇していく。

「ああ、僕はラスボスだ。せいぜいお前の足搔きを高みの見物させてもらうよ。止めたいなら僕を殺しにこい……早くしないと学園ごと吹っ飛ばす」

　アキトと入れ替わりで、空の黒雲から幾百という有ゆう翼よく種が舞い降りてくる。

　急がなければならない。これが邪神降臨の再現だというならば、もう市街区域では虐殺が始まっているはずだ。

　アリオーシュは友人二人を瓦が礫れきの中から救出した後、再び剣を地面に突き立てた。

「まさか、邪神がまたやってくるなんて……ア……アリオ……逃げないと……」

　気を失っている少女を介抱しながら、背の高い女生徒がアリオーシュの背中に呼びかける。だがアリオーシュは背を向けたまま空を見上げた。

「──大丈夫よ。この学園はあたしが必ず守るから」

　グローリアスに魔力を込める。

（最大効率、必要最低限、面として張るのではなく、糸を編むように……）

　変換器を用いず、アリオーシュは魔法を練る。防御魔法が自分のスキルとして最適だということを自覚した後、アリオーシュは攻撃よりも防御に重点を置くようになった。

　障壁、結界は、密度の高さによってどのような防御をもたらすかが変わる。今必要なのは盾ではなく、妨害のためのネットだ。

「広域結界──《へヴンズキャノピー》」

　魔力を注ぎ、魔法を練り終えたアリオーシュは、グローリアスから魔法を一気に放出した。あふれ出た魔法はまるで油膜のような薄いバリアだった。グローリアスを中心にバリアは膨れあがり、わずか数秒で学園要塞全域を覆い尽くした。

　大規模な魔法に見えるが、それほど強度は無く薄いため魔力消費は少ない。だが、たとえこれだけでも空から舞い降りてくる有ゆう翼よく種や植物種の足止めはできる。

　今やるべきことは、学園内に侵入した邪神眷けん属ぞくを屠ほふり、人々を救うことだとアリオーシュは心に決めた。





　　　☆






「相変わらず、気持ち悪いぐらい完かん璧ぺきな再現度だな」

　遙はるか上空へと上昇したアキトは、雲の切れ間から覗のぞく眼球種の近くにいたヴェンデッタに声をかけた。

　背を向けていたヴェンデッタがゆっくりと振り返り、じとりとアキトを睨にらむ。

「誉ほめられても嬉うれしくはありませんね。百年前のものに比べれば、わたくしの再現魔法によって生み出された邪神は劣ります。巨人種を再現するには憎しみが足りません」

「憎しみがあんたの力なんだっけ……ま、別に構わない。それより眼球種を学園要塞から離れさせろ。距離を稼いで平地に防衛線を張る。なるべく百年前に似せてやらないとな」

　アキトは世界を見下ろす。ヴェンデッタは影のある彼の横顔を探るような目で見ていた。

「あなたは、あの子が苦しむことに対して何も感じないのですか？」

　アキトはヴェンデッタを鼻で笑った。

「情でも移ったか？　美しい師弟関係だな。僕はそういうの求めてない」

「あなたとは長い付き合いですから、個人が世界の命運を背負うことを嫌悪しているのは知っています。あの子だけに全すべてを背負わせたくないのでしょう？　だから全人類をこういうやり方で巻き込むことにした」

「…………」

「あなたは心の底から善意でこのようなやり方をしているのかもしれません。でも、あの子は決して望んではいませんよ」

「そんなことは百も承知だ。僕はこういうやり方しかできないんじゃない。このやり方でしか世界を救えないと確信しているだけだ」

「たとえそうだとしても、あなたは英雄を憎んでいるのでしょう!?　あの子にこのまま、ただの予行演習でエスカテのような辛い記憶を背負わせて本当にいいのですか!?　あの子は……まだ子供です……！」

「…………」

「いずれ味わうことになる絶望を、今この時に味わわせる必要は──」

「僕はあいつに、情なんか抱いだいてない」

　突然鋭い声で遮さえぎられて、ヴェンデッタは眉根を寄せた。

　アキトの横顔が真剣に、深刻に地上の戦闘を見つめているのに気づく。地上で戦うアリオーシュを見つめるアキトの瞳ひとみには、明らかに熱がこもっていた。




「僕はただ、あいつを信じたんだ」




　信じるなんて言葉がアキトの口から出るとは思わず、ヴェンデッタは驚いた。

　信じている。

　だからこそ、ラスボス無きこの世界で、ラスボスを演じることをアキトは選んだ。

　──やるからには手は抜かない。お前が未来の犠牲を望まないなら、僕が今もたらす犠牲を止めてみせろ。

　──お前には、それができるだけのことを教えてきたのだから。

　──僕の知る英雄とは違うものになると、お前は言ったのだから。

　──僕に見せてくれ。夢物語を現実にできるということを、証明してくれ。

　ヴェンデッタには、アキトの目を見ただけでその想おもいを垣かい間ま見みることができた。

　まるで狂気だ。とても常人の思考ではない。人として間違っている。

　けれど正しい。彼らのような存在にとって、その判断はあまりにも正しかった。












　何な故ぜならば──ラスボスだからだ。

「あなたはやはり、救うにしてもラスボスなのですね……」

「それしか取り柄が無いんでね」

　ヴェンデッタはアキトを止めることを諦め、同じようにアリオーシュの戦いを見守るのだった。





　　　☆






「はぁッ！」

　アリオーシュは市街区域の建物の間を高速で飛びながら結界内に侵入した有ゆう翼よく種を剣で叩たたき斬って行く。

　要塞内は広くはあるが建物の密集度が凄すさまじく、オンスロートで飛び回るには適していないが、問題ない。キリシマとの訓練のおかげで建物に激突するようなことは無かった。

　有翼種は人ひと型がたではなく、その大きさの大部分が翼そのものだ。中央に眼球種を縮小したような球体がついており、夥おびただしい数のノコギリ状の歯が巨大な口の中で蠢うごめいていた。

　非常に素早く、蝿はえのような動きで小刻みに移動しながら人を襲う。慣れていなければ瞬間移動しているようにすら見える速度だが、アリオーシュのオンスロートはあらゆるパーツに補助ブースターがついているため小回りには対応できるのだ。

　魔力を流すことで微調整し、敵の動きを読んで叩き潰つぶし、魔弾を投射する。

　単体であれば全く脅威とは言いがたいが、しかし。

「ッ、こんなに結界の中に……！」

　数にして千以上は侵入しているはずだった。広域結界はまだまだ保つが、この数を全すべて一人で倒しきるのは可能であろうと、時間がかかりすぎる。

　学園にいるのは学生ばかりで、警察部隊もいるにはいるのだが、殺傷力を持つ武器の所持を認められていない。

　期待できそうなのは、襲騎祭デユエルカーニバルが開催されるため委員会が派遣してきた防衛部隊だ。

（彼らとなんとか合流して──！）

　アリオーシュがビルの角を曲がり、時計塔広場への大通りを進もうとした時、彼女の目に凄せい惨さんな光景が飛び込んできた。

　銀色のオンスロートを纏まとう人々が、呻うめき声ごえを上げながら地面に転がっている。飛行するための翼は折れ、身体からだから血を流し、生きているのか死んでいるのかわからない状態で放置されていた。委員会の防衛部隊だ。彼らの上で、有翼種達がケタケタと笑いながら大きな口から唾液を垂らしている。

　そんな中、負傷した兵士の一人が転倒したバスのそばで有翼種へ魔弾を発射していた。バスの中には乗客がまだ残っている。怯おびえた表情の乗客達と、最後まで足あ搔がこうとしている騎使オンスローターのために──アリオーシュは剣に魔力をため込んだ。

　物理刀身が割れて、赤き魔力の刃やいばが迸ほとばしり、アリオーシュは一気に突きを放った。

　魔力の刃は矢となって大通りの上空を飛んでいた有ゆう翼よく種を一掃した。

　急ぎ大通りに着陸し、抗あらがっていた騎使オンスローターに駆け寄る。

「大丈夫!?」

「そのプラクティカスーツ……学生か……？　あれ、あんた、確か本年度の」

「いいから、傷口を見せて……！」

「じ、自分は大丈夫だ……それより、乗客を避難させてやってくれ」

「わかってる。地下のシェルターに連れて行けばいいのね？」

「シェルターは……ダメだ。襲騎祭デユエルカーニバルで集まった観光客達のせいですでに許容量をオーバーしている。我々防衛部隊は収容できなかった人々を要塞の外へ避難させようとして……全滅した」

　防衛部隊が全滅と聞いても、そこまで驚きはしなかった。彼らが防衛する相手は人間、テロリストの類たぐいだ。邪神の眷けん属ぞくではない。

　騎使オンスローターはアリオーシュの肩を摑つかみ、引き寄せる。

「繁華街の方へは行くな。翼のやつは俺おれ達でも対抗できたが、植物みたいな奴やつらが厄介で……自分達は連中から逃げてきた……」

「植物種ね……最優先で潰つぶさないと、被害が広がっちゃう……」

　アリオーシュは爪を嚙かみながらどうすべきかを考えた。

　繁華街にはまだ多くの人が残っていると思われた。恐らく、防衛部隊もここにいた騎使オンスローターだけではないはずだ。敵の注意を逸そらすためにバラバラに逃げたに違いない。

（どうしようっ、早くしないと植物種に寄生されてますます被害が広がっちゃうし……この人達を置いて行くこともできない……！）

　全すべてを救うことの難しさをアリオーシュは実感していた。

　ヴェンデッタやソラが言っていたことを思い出す。英雄は一人では何も出来ない。ついてきてくれる人々がいてこそ、初めて実力を発揮できるのだ、と。

（せめて五人……！　いえ、あと二人だけでも……！）

　アリオーシュが願うようにそう思った時、繁華街の方から新たな敵影が猛スピードでアリオーシュ達のところへ飛来してきた。

　迎げい撃げきすべくアリオーシュが剣を構えたその時──、

「おっ、いたいた！　おいお前ら、やっちまえい！」

　時計塔広場の方角から聞き慣れた声と共に魔弾の嵐が有翼種を襲った。

　オンスロートによる一斉掃射だ。まさに弾幕である。しかしこれだけの重武装のオンスロートはこの学園には配備されていないはずだった。

　弾幕がその場に飛来した全すべての有ゆう翼よく種を打ち落とし、制空権を確保すべくオンスロートが八機上空にいて警戒についた。

　突然現れた騎使オンスローター達が装着しているオンスロートは、まるで甲冑のように身体からだを覆っており、どこか旧世代、百年前の機体を思い出させた。

「あんな重装甲のオンスロート、この学園にあったの……？」

「ああ、あれな、試作量産型？　だとよ」

　背後にいつの間にか近づかれて、アリオーシュは振り返りざまに剣を構えた。

　そこにいたのは、やはりこの男だ。

「へへ、威勢がいいな。調子いいみたいじゃねぇか」

「イグニート……あんた、なんでここに！」

「なんでって、お前を助けに来たんだ。当然だろ」

　グローリアスの魔力刀身を横からペシンと叩たたいてどかせ、イグニートはアリオーシュに近づくと無理矢理頭をくしゃくしゃになで回した。

　やめろ～！　とアリオーシュがジタバタしてもニヤニヤするばかりでやめてくれない。

「感謝しろよな～、アキト達との約束破ってお前に味方してやるんだからよっ」

「べ、別に……頼んでないし、あんたの魂胆見え見えだし。どうせあたし側についた方が、あんたが気持ちいいからでしょ？」

「お、わかってんじゃ～ん」

　いけしゃあしゃあと肯定したイグニートにジト目を送りながら、アリオーシュは上空に待機している騎使オンスローター達を見上げた。

「あれって、もしかして」

「ああ、眼鏡が作った対邪神用の鎧よろいだそうだ。とにかく長く戦い続けられるように作ったらしいぜ？　開発部の連中が、出動しようとしていた警察の騎使隊に掛け合ってこいつを使ってほしいと頼んだらしい。開発部のオタクどもは、眼鏡から前もってこのことを聞いてたのかもな」

「…………」

　アリオーシュはキリシマが作ったというオンスロートをじっと見つめながら、複雑な気持ちになった。ここまでしてくれたのに、どうして彼らは……。

　理由はわかるが、納得などアリオーシュにはできなかった。

　ぽんぽん、とイグニートが軽く頭を叩いてくる。

「アリオ、迷うな。お前は間違ってないし、あいつらもたぶん、間違ってない。いや、あいつらは間違ってるかもしれないけど、ラスボスだからな。こういうやり方しかできねーんだよ。俺おれもおんなし」

　笑いながらも、少し眉を八の字にするイグニート。

「俺おれがお前の味方をすんのは、まだお前があいつらより弱いからだ。この意味、わかるな？」

　弱いと言われて、アリオーシュは納得した。

　イグニートは常に弱き者の味方だ。逆転すれば寝返るような男だが、単純に弱い方につくのが彼の法則である。つまり今、自分はラスボス達よりも弱い。

　自分は今、イグニートが味方についてくれるぐらいにピンチだ。

「それじゃダメってことでしょ……わかってる。あんたが味方でいるようじゃ、あたしはアキトにも邪神にも勝てない」

「だな。なら行ってこい。行ってあいつをぶっ飛ばしてこい。あいつもそれを望んでる。ひねくれてるけど、あいつはお前に期待してんだぜ？」

　イグニートは肩に担いでいた剣を下ろし、切っ先を試作量産型の部隊へ向けた。

「特別にお前の命令を聞くように、連中には俺から言ってある。序列二位の特別権限ってやつだ」

　彼の言う通り、ランカー達は小規模な私設部隊を持つことを許されており、有事の際はある程度の命令権を持っている。この世界でイグニートは序列二位ということになっているので、彼らは命令に従うだろう。

「数は五〇騎。練度は低いが、この絶望的な状況でもビビらずに俺についてきた奴やつらだ。勇気だけは一丁前だから、鉄砲玉にしないで上う手まく使えよ」

　上空で部隊の人々が、こちらに向かって敬礼する。

　イグニートは不敵に笑い、アリオーシュにギラついた瞳ひとみを向ける。それはまるで、新しいオモチャを買ってもらった時の子供のような目だった。

「んで？　どうする英雄さん。今回だけだが、俺もお前の命令に従うぜ」

　アリオーシュは目を閉じて、深く、深く息を吐いた。

　これまでの訓練の記憶が、まるで走そう馬ま燈とうのように頭を駆け巡る。

　全すべて覚えている。身体からだに染みついている。ラスボス達が教えてくれた全てのことを、学んだ分のありったけを吐き出すのだ。今の自分がまだ不完全だとしても、戦わなければならない。勇気と知恵で補わなければならない。

　想定外に踊らされるな。心を乱されようとも戦いに集中しろ。英雄になると決めたなら迷うな。

　迷わず救え、全てを──。

「任せなさい。必ず勝つわ」

　アリオーシュはゆっくりと瞼まぶたを開き、ルビーのように赤い瞳で、待ち受ける戦場を見据えた。






ゲームオーバー　リハーサル









　カズヤ・キリシマは戦いの前に必ずコックピットの電力をエコノミーに落とし、薄暗い空間で目を閉じることにしていた。彼はこの時間がとてつもなく好きだった。嵐の前の静けさを自分で演出し、悦に入いるのである。

「フッ……此こ度たびの世界、なかなか楽しめた。自ら世界を鍛え、そして自ら破は滅めつを演出する。茶番には違いないが、新しい経験だ」

　独り言をぶつぶつ言いながら、隠しきれないウキウキが顔からあふれ出ていた。

「自分で開発した兵器が、自分の最高傑作であるところのブラックハイドランジアと対決する……技術者冥みよう利りに尽きるというものだ」

　眼鏡を外し、ハンカチで拭ふきながらうふふと笑う。

「もちろん、性能面で言えばブラックハイドランジア、ＩＭイミテーシヨン・マーズが格上だ。うむ、私はこの世界に合わせ、この世界の法則に従って対邪神用オンスロートを開発したのだからそもそも文明レベルが違う……！　だが私は、あえて──あえてオンスロートがＩＭにどこまで通用するか興味があるのダッ！」

　次第に語りに熱が入り、眼鏡をかけ直して拳こぶしを握る。

「新兵器に対して旧式がどこまで通じるのか、ローコストの量産型がハイコストのワンオフ機体にどこまで匹敵するのかっ──この世界の技術者との語らいを通して私にもそういったロマンが理解できるようになった！　いやなってしまった！　ならざるを得なかった！　故ゆえにぃぃぃ！」

《警告。前方より敵影一一、高速接近中。オペレーションシステム、アクティブモードへ移行》

　独り言が演説みたいになったところで、ブラックハイドランジアのサポートＡＩが冷たい音声で索さく敵てき結果を報告。キリシマはずいっと首を伸ばしてメインカメラの映像を凝視した。

「フフ、フフフフ、開発部の連中め、きちんと根回しできたのだな。奴やつらコミュ障だから心配だったが、自分達で作ったオンスロートが日の目を見ることになってさぞ喜んでいるに違いない」

　操そう縦じゆう桿かんを握ると、薄暗かったコックピットの照明が明るくなり、ブラックハイドランジアが目を覚ます。

「しかしアリオめ、たった一〇騎か。試作量産型は私の出血大サービスで五〇騎が即時出撃可能だったはずだが……残りは街に残して防衛と救助活動に当たらせたのか？　甘ちゃんにもほどがあるぞ。せっかくの対邪神兵器だというのにリハーサルで活躍させんでどうする」

　眼鏡をカチャつかせながら急接近してくるアリオーシュを拡大する。

　アリオーシュは専用オンスロート《ハイエンドヴァルキュリア》、その決戦仕様を装着していた。対人仕様に比べて、決戦仕様は脚部と背部の使い捨ての大出力スラスター、鶴かく翼よくのようなウィングが非常に大きい。両肩に副兵装として魔式ブラスターカノン、腰部にクイックチャージショットの銃身が伸びている。背中のウィングの一部にはブラックハイドランジアのバリアブルフェザーの技術を応用したオールレンジ兵器も積んでおり、重武装超加速、ただし全然小回りは利かないゾ☆という具合に仕上がっていた。

　一見するとパワードスーツというよりは戦艦に近い。アリオーシュは鎧よろいに包まれた船首像のような出いで立たちだ。こちらに向かって一直線に飛んでくる彼女の姿に、キリシマは素直に嬉うれしそうな笑みを浮かべた。

「しかし……ふん、なかなか赤が様になっているではないか。偽物が本物になろうとする姿勢は私も嫌いではない──が」

　操そう縦じゆう桿かんを掬すくい上あげるように手前に引き、前まえ屈かがみだったブラックハイドランジアの背筋を伸ばす。背部のバリアブルフェザーを無数に展開し、照準をアリオーシュ率いる部隊全体に合わせる。

　さらに、両手を腰だめに構えると、時空の歪ゆがみが生じて武装が転送されてきた。

　通常武装のレールカノンとは違う、巨大な砲。いわゆる荷電粒子砲というやつだ。

「真ま似ねだけではな……アリオ、君が真の英雄であるというならば、この私を超えてみよ！　このラスボス筆頭、カズヤ・キリシマをなァ！　フワハハハハハハハハ！」

　大おお仰ぎように笑いながら、キリシマは粒子砲のチャージを開始。砲口が輝き始める。

　超遠距離からの狙撃。拡散こそしないが、ブラックホールエンジンから直接エネルギーを供給しているこの砲なら、一〇騎程度であれば一掃できてしまう。

　手加減するつもりなど毛頭無いと言わんばかりに、キリシマは前髪を搔かき上あげた。

　あとは引き金を絞るだけ。

「この私が巨人種の代わりをしてやろうというのだ！　ありがたく思うがいい！　アリオーシュ・フランベル──」

《おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお──らぁッ！》

「──ジュアァ!?」

　名前を呼ぼうとした瞬間、メインカメラに突然鎧姿の男がドアップで映し出されて、キリシマは目を剝むいた

　次の瞬間コックピットが激震し、ブラックハイドランジアが激しく傾いた。頭部にイグニートの斬ざん撃げきが直撃したのだ。

　ズズン、という地響きと共にブラックハイドランジアが大地に転倒する。

「なっ……なっ……」

　眼鏡をずり落としながら、キリシマは何が起こったのか理解するまでに数秒かかった。

　その間に、アリオーシュ達がヒュンヒュンとブラックハイドランジアの上を通り過ぎていってしまう。

「なぁにぃぃぃぃいいぃぃいぃいい!?」

　悲鳴のような声がコックピット内で反響し、キリシマは口をあんぐりと開けたまま両手の拳こぶしをメインカメラのディスプレイに打ち付けた。

「む、無視された……ここ、この私を、無視したというのか……？　ア、アァァァアアリオ、何だそのロマンの欠片かけらもない采配はッ！」

《うわははははははは！　ざまぁみろ眼鏡ー！　まことに残念ながらお前の相手はこの俺おれ様だぁー！》

　やかましい外部の音をサポートＡＩがわざわざ拾い上げ、上半身を起こしたブラックハイドランジアのメインカメラが爆笑するイグニートを映し出す。

　キリシマが怒りに任せて操そう縦じゆう桿かんを激しく動かすと、ブラックハイドランジアが人間がするように跳ね起きた。起き上がっただけで地面が割れ、凄すさまじい土煙が上がる中、キリシマはブラックハイドランジアの指でイグニートを指した。

「貴様という奴やつは今回の作戦の主旨を全く理解していないとしか言い様がないな……！」

《なぁに言ってんだ、理解してるぜ。でもお前も前に言ってたじゃねーか、パワーバランスってのは大事だろ？》

「これは試練であるッ！　手を抜いたら意味が無いではないかっ！」

《手なんか抜かないぜ。俺はいつだって全力で弱き者達の味方だ》

　ピクピクとキリシマの頰ほおが怒りで痙けい攣れんする。

「ああ、そうだった……君はそういう奴だったよ……世界の命運よりも弱き者達、弱き者達よりも自分の快楽……！」

《うん》

「うんじゃないだろうがぁぁぁぁッ！」

　怒号と共にチャージ済みの荷電粒子砲を発射。

　イグニートは真まっ向こうから剣を振り下ろし、粒子砲を真っ二つに斬り裂いた。砲はそのまま二つに分かれて学園要塞の結界にまで及び、アリオーシュが張った結界の一部を破った。

　粒子砲を真っ二つにしてドヤ顔を炸さく裂れつさせようとしていたイグニートもそれに気づいて「ああっ、やっちまった！」と叫んだ。

「ウフハハハハハハハハハ馬鹿め！　これでは私を倒してさっさと戻らねば学園要塞は邪神眷けん属ぞくに蹂じゆう躙りんされてしまうなぁ！」

《やりかたがきったねぇぞ！》

「君に言われたくないわ！　我が愛機ブラックハイドランジアの強度を知らない君ではあるまい！　決着が付くまでに時間がかかるぞぅ？　あの平和ボケの学園がどれほど保つかなぁ？」

《へっ！──まあこれで俺おれも調子に乗れるってもんよ！　ピンチをありがとよ眼鏡！》

「君に礼を言われると虫むし酸ずが走る！──さっさと始めるぞダメ勇者！」

　キリシマは粒子砲を投げ捨ててレールカノンを連射しながらイグニートへ突進、イグニートは剣を肩に担ぎ、心底楽しそうに跳躍してブラックハイドランジアへ攻撃をしかけるのだった。
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　眼球種の座標より五キロほど離れた場所に、ソラは待機していた。

　ぬかるんだ地面に立って目を閉じている。

　背後では巨大な砲が砲身を空へ向けており、ソラの身体からだにはいくつもの管が繫つながっていた。

　ソラは防衛線に配備した兵器、及び植物種と有ゆう翼よく種の数を確認する。植物種五〇〇。有翼種二〇〇〇。対空レーザー砲台一〇〇。自立型浮遊タレット三〇〇。

　そして目標追尾型超速レーザー砲が一基。それがこの防衛線で邪神の進路を塞ふさぐ備えだった。

「……来た」

　ソラが瞼まぶたを開き、空を見上げる。空を守る浮遊タレットのカメラがソラの網膜に映像を送る。一一騎の騎使オンスローターが編隊を組みながらこちらへやってくる。

　前方に森があり、若干の傾斜があるためこの防衛線はアリオーシュ側からは確認し辛いはずだ。向こうの編隊はデルタ。△を描くように並んで飛んでいる。先頭はアリオーシュではなく試作量産型。アリオーシュのポジションは三角形の中の一番後ろ。作戦の要であるアリオーシュを守るための陣形である。

「タレット散開。レーザー砲、充じゆう塡てん開始」

　背後の砲が重低音を響かせ、タレット達が上空で壁のように配置される。

　ソラは生物を操ることはできないため、邪神の動きは自由にさせている。巨人種がいないため、その分を補うべくソラは迎げい撃げきを自ら行っていた。

「どうくる、アリオ。教えたこと、実践できるか？」

　訓練では巨人種の対空迎撃地帯へ突入する場合、自らに防御魔法を重ねがけしつつ、僚機がアリオーシュの護衛をしながら強行する手段を採用していた。護衛の連携が密であれば必要最小限の犠牲でここを突破できるという手順だった。

　しかしソラは、あえてその戦術を全力で崩すためにホーミングレーザー砲を用意した。次にやってくる邪神は、前例の無い史上最悪レベルの脅威。新種がくる可能性も考慮すれば、このぐらいの想定外は用意してやらねば有意義なリハーサルにならない。

「充じゆう塡てん率八〇％。植物種の射程内に敵機の侵入を確認。タレット──先制攻撃開始」

　球状の浮遊タレット達に命令を下し、デルタ編隊を組むアリオーシュ達に攻撃をしかける。同時に植物種達も種を飛ばし始めた。

　弾道は真まっ直すぐに編隊を組む部隊に向かう。

　そして次の瞬間、デルタ編隊を組んでいた騎使オンスローター達が一気に散開した。

　回避行動──いや、違う。

「？」

　ソラが目を見開く。デルタ編隊の最後尾にいたはずのアリオーシュが、仲間の動きに同調せず、散開せずに留とどまっている。

　アリオーシュはそのまま攻撃をもろにくらってしまった。

　しかし、ソラは見た。攻撃が直撃した瞬間、アリオーシュの身体からだが粒子となって霧散したのを。

「魔力で構築したデコイ？　ソラ、魔力を感知する機能無い。なら、アリオは──」

　──どこに？

　そう言おうとした瞬間──空気を切り裂きながら、何かがソラの真横を通り過ぎた。

　アリオーシュだ。

　一瞬のことだったが、ソラの視線と真横を通り過ぎたアリオーシュの視線が合う。

（──単独低空飛行で森を突っ切ってきた？　使い捨てのロケットスラスターを点火して、最高速で木々の間をかいくぐって──）

　──フォン！　アリオーシュが真横を通過した直後、ソニックブームが発生し植物種が吹き飛ばされる。

　ソラは足を踏ん張りながら衝撃に耐え、目を鋭く細めつつレーザー砲の砲身を瞬時にアリオーシュの背中に向ける。

　ホーミングレーザーであればあの速度にも追いつける。

　このまま背中から撃ち落としてやる。砲身が後方を向き、ソラもアリオーシュが進む方向へ振り向く。

　だがその直後、ソラは信じられないものを見た。

「──すごい、アリオ、それはソラにも読めなかった」

　目の前に、巨大なロケットスラスターが転がってきたのだ。

　アリオーシュは決戦仕様の使い捨てロケットスラスターを、ソラの横を通過した直後に切り離したのである。

　いらなくなったのではなく、武器として使うために。

　そして、すでに数百メートル離れた場所で、アリオーシュは身体からだを反転させてバック飛行をしながら、グローリアスによる魔弾を発射した。

　魔弾は転がる巨大なスラスターに直撃。まだ燃料が残っていたスラスターは大爆発を引き起こし、ソラが用意したレーザー砲が誘爆。充じゆう塡てんされたエネルギーがさらなる爆発を引き起こし、植物種と有ゆう翼よく種、タレットまでをも巻き込んで防衛線そのものが消し飛んだ。

　爆風に吹き飛ばされ、空に投げ出されたソラは、散開した直後に防衛線から去って行くアリオーシュの仲間を見た。

　そして、思わずパチパチと拍手をしながら、一言。

「──お見事。完敗。がんばれ～アリオ～」

　アリオーシュがこの絶対防衛線で誰一人として犠牲を出さずに突破したことを、素直に称賛するのだった。





　　　☆






　防衛線を突破し、低空飛行を止めて上昇したアリオーシュは、止めていた呼吸を再開した。

「上う手まくいった……！　やった、突破した……！」

　両手でガッツポーズを取りながら、汗だくの顔のまま勝利の笑みを浮かべる。

　元々、アリオーシュの作戦はラスボス達を出し抜くことだった。量産型試作機の部隊がついていると言っても、彼らは対邪神の訓練を受けていない。

　囮おとりに使うのが正しい戦法だったのかもしれないが、それだけはやりたくなかった。全部救うと言った以上、共に戦ってくれる仲間を犠牲にすることは断固拒否したのである。

　ならば戦うことを極力避け、突破だけを考えればいい。

　キリシマをイグニートに任せ、ソラの張っていた防衛線は自分一人で危険を冒し突破する。イチかバチかではあったが、勝算が無かったわけじゃない。

　最後のスラスターをパージしたのは臨機応変の判断だったが、驚くほどに上手くいった。

「これなら勝てるかもしれない……問題はここからだけど、アキトに──」

「──僕に、何だって？」

　血の気が引くというのは、このことだった。

　もう何度も聞かされてきた、死を予感する冷たい声。

　アリオーシュが絶句しながら上を向いたその瞬間──攻撃が降り注いだ。

　それはまさに爆撃と呼ぶに相応ふさわしい、異能の雨だった。

　遙はるか上空。眼球種の真下にアキトがいた。空を埋め尽くすほど広がったありとあらゆる異能が、全すべてアリオーシュに降り注ぐ。

　アリオーシュは異能による攻撃を身に受ける。防御魔法も間に合わない。スラスターの出力を上げるために魔力を使いすぎて、余剰魔力はほとんど残っていなかった。

（ああ、そっか。超加速したから、一瞬でたどり着いちゃってたんだ……）

　変に頭は冷静だった。オンスロートの翼が折れて、墜落する。

（なぁんでここで油断しちゃったかなぁ……）

　これ以上回避などできるわけがなかった。ボロボロになった身体からだが地面に迫る。

　アリオーシュは最後に、アキトを見た。

　アキトは攻撃を続けながらも、何な故ぜか。

　何故か、とても悲しそうな顔をしていた。





　　　☆






　──リオさん！──きて──オさん！

　声が聞こえる。なんだか妙に、聞いてて不安になる声だ。

　アリオーシュはその声のおかげで、闇に沈みそうなところをギリギリで耐えることができた。

　もう何も見たくないという思いを振り払い、アリオーシュは重い瞼まぶたを開いた。

「アリオさんっ！　よかった、生きてます！」

　目の前に、泣きっ面のヒマワリがいた。

「ヒマワリ……あんた……なんでこんなとこに……」

　声がよく聞こえない。さっきから爆撃みたいな音が近くで響いている。

　アリオーシュが痛む身体を起こすと、爆音の正体が判明する。

　さっきからずっと、アキトの異能爆撃が継続中なのだ。

　それなのに無事でいられるのは、

「──■■■■！　■■■■■■■！」

　エイリアンが、肉弾戦でアキトの異能を全すべて弾はじき返かえしているからだった。

　執拗にアリオーシュだけを狙う攻撃を、エイリアンは拳こぶしで、爪で、尾で、全て弾いている。尋常じゃないスピードで宙を舞いながら、声とも超音波ともつかないものを口にしながらアリオーシュを守っていた。

　意思疎通ができなくてもなんとなくわかる。エイリアンはアキトに怒っている。理由はわからないけれど、彼女の怒りがアリオーシュを守っていた。

　アリオーシュは戦う二人の姿を見て、朦もう朧ろうとしながらも真横に落ちていたグローリアスを握り、立ち上がろうとした。

「アリオさんっ、動いちゃダメです……その傷じゃ、もう」

　ふらつくアリオーシュの肩に、ヒマワリが手を置く。

「ダメ……戦わなきゃ……勝たなきゃ……」

「これ以上は無理です。私が、アキトさんを説得しますっ」

　ヒマワリは珍しく強気でそんなことを言った。アリオーシュは、訝いぶかしげにヒマワリを見る。

「前にもやったから上う手まくいくかわからないけど、私なら、たぶんアキトさんを止められる。これ以上、あの人にこんなことさせたくないし……！　アリオさんが傷つくのも嫌なんです……！」

「…………」

「だからっ」

「──お願い、余計なことしないで」

　きっぱりと、アリオーシュはヒマワリの提案を拒絶した。

　絶句するヒマワリを他よ所そに、剣を杖つえにしてアリオーシュは立ち上がる。ヒマワリは心底悲しそうな顔で、アリオーシュの背中を見ていた。

「どうして争う必要があるんですか……？　アキトさんも、アリオさんも……こんなやり方で世界を救おうとしなくてもいいのに……」

「……あたしもそう思う。でも、今のアキトはあんたの説得は聞かないと思う。あたしが勝つ以外に、アキトは止まってくれない。ずっとあいつに鍛えられてきたから、わかるの」

「……っ」

「あたしのためにも……アキトのためにも……止めないで、お願い」

　背を丸め、荒い呼吸をしながら、アリオーシュは自分の身体からだとオンスロートを確認する。片翼が折れており、軌道修正するための補助ブースターがイカれている。

　スラスターは無事だ。これなら、上昇することはできる。

「へ、へへ……魔力、すっからかんだけど、気合いでなんとかするわ」

　震える手で剣を持ち上げ、構える。

　戦いへ赴くために、魂を奮い立たせる。

　消えそうになっていた目の光が輝き、活力が漲みなぎる。

　アリオーシュは最後の戦いへ赴く前に、ヒマワリに言った。

「ヒマワリ……あんたにちゃんと見ててほしいの」

「……何を、ですか？」

「あたしが……英雄になるところ、ちゃんと見てて」

　アリオーシュの背筋が伸びて、空を仰いだ。

「あたしもあんたと一緒でさ。英雄のなりかたなんてわかんなかったし、アキトに何度も殺されたり、英雄の現実突きつけられて、足が竦すくんだ。なれっこないって思ったことも、何度もある」

　空で待ち受けるアキトを見つめているアリオーシュの赤い髪が、風に揺れる。

「だけど今のあたしは、あんたとは違うよ。あたしは戦う。もう怖くない。たとえ死ぬとしても、この世界のためならそれでいいって思える」

「……アリオさん……」

「一足先に行ってるよ。そんで、いつかあんたが自分の世界を救う時がきて、あたしのことを思い出せるように……ちゃんと見てて欲しいんだ」

「……っ」

「その時あんたが、がんばれるようにさ」

　迷いの無いアリオーシュの背中が、ヒマワリには一瞬、エスカテと重なって見えた。

　両手に握られたグローリアスが、鈍く輝く。受け継がれる英雄の遺志の結晶。次の英雄のために散り、次の次の英雄のために散っていった者達の遺産。

　それらは全すべて、間違いなく、アリオーシュが受け継いでいた。

　そしてその欠片かけらを、今この時、ヒマワリも──。

「…………行くよ、アキト！」

　アリオーシュが深く腰を沈めて、脚部スラスターに火を灯ともす。

　噴射の風に髪を煽あおられながらも、ヒマワリは決して彼女から目を逸そらすことはなかった。

　迎げい撃げきを止めたエイリアンがヒマワリのそばにやってきて、肩に手を置く。

「■■■■」

　大丈夫。

　そんな風なことを言われたような気がして、一筋の涙がヒマワリの頰ほおを伝って落ちた。





　　　☆






「来たか」

　猛スピードで上昇してくるアリオーシュを捕捉した。

　決して目を逸らさずに、アキトを貫くような視線で見つめている。

「馬鹿正直に一点突破──いいぜ、こいよ」

　アキトが爆撃を全て浴びせにかかる。アリオーシュは防御魔法を展開。

　予想通り、向こうの作戦は『構わず真まっ直すぐ』だ。

　しかし破れかぶれというわけではない。アリオーシュの必殺技は防御だ。全身全霊を込めた彼女の防御は、アキトの全力を防ぎ切る。避よける必要はない。アリオーシュにとって防ぐことこそが唯一の対抗手段。

　故ゆえにアキトは受けて立つ。真まっ向こうというのなら、こちらも真っ向からひねり潰つぶすのみ。

　もはや邪神の真ま似ね事ごとをする必要はない。ラスボスとして対たい峙じするだけでいい。

　アキトはアリオーシュを信じた。彼女が全てを救う英雄になるのだと。

　だからこそ、一切手を抜くつもりはないのだ。

（見せてみろ──）

　自分の世界の英雄に絶望した。

（いや、見せてくれ、この僕に──）

　だからラスボスになった。

　けれどアキトは、初めからそうだったわけではない。

（僕は──）

　救えるのなら、救うのが一番よかった。世界も、友も、愛する人も、全すべてが救えるハッピーエンドがもしもあるのならそれが一番だった。

　そんなもしもが存在することを突きつけられれば、自分はどうしてそれを目指せなかったのかと嘆くことができるから。

　心の底から後悔して、この救済活動をもっと意義のあるものにできるから。

（僕は自分の世界で、全てを救える可能性があったのかを知りたいんだ──！）

　この戦いは自分のためだ。世界のためでも、アリオーシュのためでもない。

　誰かのためがイコール自分のためだなんてご託たくはもういい。そんな皮肉は言い飽きた。

　これは自分のために、答えを出すための戦いだ──！

「アリオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオシュ！」

　咆ほう哮こうと共に両手に《メタトロン》をため込み、放つ。

《ロストナンバー》は破壊力こそ最強だが、貫通力が高いわけではない。極限まで集束させた光こそが、最強の盾を貫通する。

　爆撃と共に最強の矛ほこが迫り、無む窮きゆう結界《ディフェンディア》と激突する。

　結果は砕けた。盾が矛に破れたのだ。道中での魔力消費により、防御の密度が薄いのだろう。しかしアリオは止まらない。矛をスレスレで回避し、再び上昇。同じ事を何度も繰り返しながら一歩一歩前へ進むように上へ昇る。

　そして、

「あああああああああああああッ！」

　何枚もの防御を砕かれながら、アリオーシュはアキトの目の前に躍り出た。

　刀身を構築する魔力も残されていないのだろう。物理刀身を振り上げて、アキトに襲いかかる。

　だが、アキトは千の異能を持つ男。瞬間移動、《ポイントシフト》によりアリオーシュの背後に回り込み、後ろから首を摑つかみ上げた。

「あぐっ……！」

「……その程度なのかお前の力はッ！」

　怒号を飛ばし、首を摑む手に異能を纏まとわせる。触れた箇所を爆破させる異能、№１９０《ハンドグレネード》。

「この程度で終わるのか、アリオーシュ・フランベルジュ……！」

　これで終わる。終わってしまう。

　アリオーシュの負けで、僕の勝ち。

　それならそれでいい。また英雄を否定しながらラスボスを続けるだけだ。

　何も変わらない。世の中にはご都合主義なんてものはない、非情な結末を覆くつがえすには非情な手段しか無いのだと、背中を丸めながら惨めに生き続けるだけだ。

　しかし、




「いいえ、あたしに触れた時点で、あんたの負けよ、アキト」




　異能が発動する寸前に、アリオーシュは確信をもってそう告げた。

　何な故ぜ？　そんな疑問を抱いだいたまま、アキトの異能が発動する。

　爆発力こそ大したことはないが、生身の首を吹き飛ばすには十分な威力だ。

　だが、爆発したのはアキトの腕だった。

「──!?」

　痛みに苦く悶もんの表情を見せながら、アキトがわずかにアリオーシュから離れる。

　右腕が、右腕の形を保ったまま爆発している。まるでとんでもなく強固なゴム手袋を装着したまま、中で右腕が爆発したかのように──。

「まさか、僕の皮膚の表面に防御魔法を──！」

　防御魔法の応用。アリオーシュは、対象の表面を覆うように魔法を構築したのだ。アキトの元までたどり着く最中、盾が砕けたのは魔力が切れかかっていたからではない。

　この魔法でアキトを封じるためだったのだ。

　やられた、まさか防御魔法にこんな攻撃方法があっただなんて。

「名前は《リフレクションスキン》……アキトが最初にあたしに使った異能を参考にしたの」

　アリオーシュはそう言って、脚部スラスターを噴射させる。

　さらに、今度はアキトの周りを防御魔法《ディフェンディア》が球状に覆った。

　完全に閉じ込められた。この状態でアキトが異能を使用しても、《ロストナンバー》ですら防ぐ魔法の中では、何もできない。

　閉じ込められたアキトが絶句していると、アリオーシュが魔法を足場に着地。

　そして、

「あたし、人間は殺さない。そう言ったでしょ……」

「!?」

「あたしが殺すのは、邪神だけよ……っ！」

　魔法を足場にジャンプして、アリオーシュは片手で剣を振りかぶる。

　スラスターに回す魔力が尽きたのか、最後はただのジャンプだった。

　けれど渾こん身しんの力を込めて、アリオーシュは真上へ剣を投とう擲てきする。

「っ……届いて……ッ」

　剣は回転しながら──眼球種の瞳孔へ突き刺さった。

　──ギャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアオオオオオオオオオ……！

　けたたましい、赤ん坊のような悲鳴を上げて、眼球種の中からぼたぼたと体液のようなものが流れ落ちる。

　眼球種は見る見る内にしぼんでいき、そして──。

　空を覆っていた雲と共に、魔力の粒子となって弾はじけ飛んだ。

「…………」

　アキトはその光景を見上げながら、静かに目を細める。

　可能性はここに示された。

　全すべてではないかもしれない。完かん璧ぺきではないかもしれない。

　けれどアリオーシュは「全てを救う」という想おもいを抱いだきながら、最大限に救ってみせた。誰一人殺さずに、アキトすらも救ってみせたのだ。

　アリオーシュが仰あお向むけのまま落ちてくる。

　力尽きた彼女には、もう飛ぶ力などなかった。目を閉じ、落下に身を任せるだけだ。

　アキトは全てを終えて落ちていく彼女の腕を、迷うことなく残った手で摑つかんだ。

　アリオーシュは動くことができず、顔を上げることもできずに、重い瞼まぶたを閉じていく。

　眠りに落ちる彼女に、アキトは戦いの結末を口にする。

「……僕の負けだ、アリオ」

　初めてあだ名を呼ばれて、アリオーシュは薄く笑った。

　こうして、ようやくアリオーシュ・フランベルジュは、はた迷惑なリハーサルを終え、

　見事英雄となった。





　　　☆






　アリオーシュが目を覚ますと、視界で木の葉が揺れていた。

　木こ漏もれ日びに目を細めながら、横に気配を感じて顔をそちらへ向ける。

　木の幹に背を預けながら、アキトが眠たそうにあくびをしていた。

「………………アキト、怪け我がは？」

　頭がぼーっとしているのか、実に妙なことを口走っていた。

「噓うそだろ……お前、すごいな。ここで僕の心配ができるのか。マジでイカれてるよ」

　呆あきれながら口元を引きつらせるアキト。アリオーシュは身体からだを起こそうとしたが、全くと言っていいほど力が入らず、結局寝たままアキトを見つめていた。

「なんだよ、なんか用か」

「…………あたし、勝ったの？」

「チッ、そうだよ、お前の勝ちだ。二回も言わせるな」

「…………」

「お前は晴れて英雄様の仲間入りだ。よかったな」

　そう言ってやると、アリオーシュは再び顔を上向きにして、悲しそうに眉を顰ひそめた。

「……英雄になんか、なれてないよ。だってあたし、アキトが人を殺すのを止められなかった」

　たぶんコロシアムでの惨劇のことを言っているのだろう。アキトが異能で吹き飛ばした連中のことを悼いたみ、悔いているのだ。

　確かにアキトはあの時「お前のせいだ」とアリオーシュに言ったが、まさかここまで引きずっているとは……どう考えてもアキトが悪いというのに。

　発破をかけるつもりで言っただけなため、少し気の毒になった。

「言っとくけど、このリハーサルでの死傷者はゼロだと思うぞ」

「………………………え？」

「ゼロというか、死んだけど、死んでないというか……」

　言っていることの意味がわからない、という顔をするアリオーシュ。

　アキトは頭を搔かきながら、事の真相を語った。

「訓練の時に使ってた《フェイタルバフ》で、全員蘇よみがえってるよ」

「!?　でもっ、跡形も無くなってたし！」

「殺した直後に蘇そ生せいさせて、地下シェルターに転送しておいた。今頃避難した連中と一緒にわけもわからずスシ詰め状態になってるだろうよ」

　そんなことができるわけがない、アリオーシュはそういう顔をしていた。

「できるんだなこれが、今回はペナルティがついていないから」

「……邪神の再現魔法は？」

「人を襲ってたのは間違いないだろうけど、堕天使も殺してないと思うぞ。戻って確認してみたらいい。眼鏡と幼女はそもそも街は攻撃してねぇし、似え非せ勇者とエイリアンは僕らを裏切ってお前の支援。本当はお前が死んだ場合に備えて、似非勇者に代わりに英雄になってもらう手はずだったんだけど……まぁあの野郎をうまく使うなんて、はなっからできやしなかったわけだ。どいつもこいつも作戦通りに動きゃしない……想定してたよりも難易度が下がっちまったけど、まあこの世界に危機感を植え付けることには成功したんだからいいんじゃねーの」

　アキトはのたりとした動きで立ち上がり、身体からだを伸ばした。

「確かに……死んでたかどうかわからないけど……でも、どうして……？」

「関係ない連中を殺すと点数が減るからだよ。減点形式なんだよ……あのクソ神の採点」

「……？」

「わかんないなら無理してわかろうとしなくていい。とにかく、誰も死んでないんだからお前が気にする必要はない。お前は世界を救って、さらにこれから世界を救うんだ」

　アキトはズボンのポケットに手を突っ込みながら、横目でアリオーシュを見た。

　そして、ふんと小さく笑う。

「とんだ茶番だったな、おつかれさん。いくらか教訓にして、せいぜいがんばれよ」

　アリオーシュが彼の姿を見ると、身体が薄く発光して、向こう側の風景が透けて見えた。

　アキトも自分の手の平を見ながら、全すべてを察した。

「どうやら時間みたいだ。一応、この世界を救ったことにはなったらしい」

「……もう、行っちゃうの？」

「任務完了。いつも通り、小休止挟んで次の世界に向かうだけだ」

「…………」

「じゃあな。元気でやれよ」

　アキトはそれ以降、目を閉じて、消えるまでの間何も言うつもりは無かった。

「……あたし……なれるかな……」

　か細い声が鼓膜を震わせて、アキトは瞼まぶたを開けた。

　アリオーシュは木こ漏もれ日びを見つめながら涙を流していた。

「リハーサルでも、イグニートやエイリアンさんに手伝ってもらってやっとだったし、アキトだって結局殺さないように気をつけてただけだし……本番で……ちゃんと英雄になれるかな……」

「…………」

「邪神は意思疎通なんかできないし、あたし……ちゃんと理想の英雄になれるかな……？」

　それは紛まぎれもなく弱音だった。アキト達がいなくなることで、一気に不安がのし掛かってきたのだろう。

　アキトは涙を流すアリオーシュを見下ろしながら、彼女の不安を吟ぎん味みする。

　本番を誰も死なせずに終わらせるのは、恐らく無理だろう。

　誰も死なずに世界を救うなんて、不可能だ。

　でも……。

「お前が全てを救おうとする意志を捨てない限り、何があっても英雄だ」

「……っ、でも」

「本番はリハーサルよりずっとキツいだろうけど……僕が保証する。お前はちゃんと世界を救える」

　そう口にしながら、アキトはゆっくりと、アリオーシュの頭を撫なでた。

　くしゃくしゃと、乱暴だけれど、不思議とその手は優しかった。




「がんばれ、アリオーシュ──お前は僕が認めた、唯一の英雄なんだからさ」




　消える寸前のその言葉を、アリオーシュは生涯忘れなかった。

　決して好きでもないし、どちらかと言わなくても大嫌いな奴やつだった。

　でも彼の言葉は、三年後に訪れた邪神降臨の際に、アリオーシュの支えとなったのだ。




　──三年後、アリオーシュは大部隊を率い、邪神を殲せん滅めつすることに成功。残念ながら多くの犠牲は避けられなかったが、誰もが認める英雄となり、世界の歴史に名を残した。

　戦いを生き残った後、八七歳でこの世を去るまで、彼女はラスボス達のことは一度も口にしなかった。













エピローグ









『──死んでないけど殺してるので、童貞中二君はマイナス五〇点です』




　ホワイトボードに書かれた自称神の言葉に、イグニートは大爆笑していた。

　ここはラスボス達の本拠地。どこかの宇宙だか異次元だかの八畳間である。

　ヒマワリはお盆にのったお茶を皆の前に置きながら、ホワイトボードの文字に苦笑いを浮かべた。

「残念でしたねアキトさん……まあ、でも、今回は、しょうがないかな、なんて」

「…………うるさいな……なんもしてないお前がゆーな」

　だるそうにぼやくアキトの前に湯飲みを置いて、彼の顔を見たヒマワリは驚いてお盆を落としそうになった。

「ど、どうしたんですかアキトさんっ、その顔っ」

　ヒマワリが驚くのも当然だった。アキトの顔が赤く腫れ上がっている。

　左ひだり頰ほおが手の平のあとで、右頰は……尻尾？　尾撃？

「……堕天使とエイリアンに殴られた」

「え、ええっ」

　アキトの両隣に座っているヴェンデッタとエイリアンを交互に見やる。

　二人とも、頰ほお杖づえをつきながらそっぽを向いていた。

「ヴェンデッタさん、そ、それにエイリアンさんまで？」

　事情を尋ねたところ、ヴェンデッタがしぶしぶしゃべりだした。

「今回ばかりは酷ひどすぎると思いましたので。作戦の概要に、『誰も殺さないように気を遣え』とでも付け加えればよかったというのに、何にもなしですよ？　もし本当に殺していたらアリオさんに顔向けできなかったところです……！　いくらいいこと言っても説得力がなくなるところでしたよ」

「……言わなくてもお前らだって殺してなかっただろ」

「殺してたらどうするのって話ですよ！　あなただけ殺さないで他の方が殺してしまっていた可能性だって否定できないでしょう!?　ラスボスなのだし！」

「じゃあお前がリーダーやればいいだろ……」

「そういう話をしているんじゃないんです！　本当にあなたという人は……！　エイリアンさんがマジギレしてしまったのも、あなたが本当に街の人達を意味なく殺したと思い込んでしまったからなんですからね!?」

　ギャーギャーと説教をされながら、アキトは片耳をほじくっていた。

　一応反抗せずに大人しくしているあたり、まあ本人も思うところがあるのだろう。ヴェンデッタとエイリアンに責められているアキトを見て、イグニートは笑い転げている。

「まあまあお二人さんそのへんにしてやれよ～。アキトがこういう奴やつなのは今に始まったこっちゃないし、一応こいつもツンデレなりに世界のこと考えてのことなんだからさ～」

「今回点数が良かったからって調子に乗らないでいただけますか!?　いつも通りだったらあなた総合でマイナス千点突破だったんですからね!?」

　おおっと火の粉がこっちにきた、とイグニートはやはり笑いながら、降参降参と両手を上げる。

「フッ……情けない連中だ。今回トップであるところのカズヤ・キリシマの栄光には誰も追いつけんというのに、惨めなことだ」

「……眼鏡ウザい。オンスロートの開発なら、ソラにもできた」

「ほほーぅ、まだまだ人について学び切れていない君に人体工学や閉所空間が及ぼす精神変化を考慮した機体が作れるというのかね～？」

「……………できるもん」

　本棚の横でスタイリッシュ読書をするキリシマと、ほっぺたを膨らませるソラもいつも通りだ。

「も～う付き合いきれません！　わたくしはお風呂に行ってきます！」

「えー、いつも一番風呂は俺おれなのに～」

「だまらっしゃい！　エイリアンさんっ、せっかくなので一緒に入りましょう！　愚痴の一つも聞いてもらわないとやっていられません！」

　ずかずかと大股でお風呂に行くヴェンデッタと、その後についていくエイリアン。

　あれだけのことがあっても平常運転な八畳間に和なごみつつ、ヒマワリはアキトの隣に腰を下ろしてこたつに足を入れた。

「…………」

「…………」

　沈黙。横に並んで、二人してお茶を飲んでいる。

「…………………」

「………………………なんだよ、言いたいことあるならお前も言えや」

　アキトがしびれを切らして沈黙を破ると、ヒマワリは少し顔を伏せた。

「今回は……難しかったですね。私は本当に、何もできなかったです」

「ふん、いつものことだろ」

「でもやっぱり……私は主人公だけど、英雄にはなれなかった人間ですから、アリオさんに教えられてばっかりでした」

「…………」

「…………私も、アリオさんみたいにがんばりたいし、がんばりたかったんですけどね」

　えへへ、と、ヒマワリが消沈した様子で頰ほおを指で搔かく。

　アキトは頰ほお杖づえをついて、そっぽを向いたまま舌打ちをした。

「別にあいつだって、僕らが行かなきゃ英雄になんかなれっこなかったんだ。運悪く、いや……運良く？　お前は生きている頃に僕らに会えなかった、それだけだろ」

「……ですね」

「つーか、いいだろ別に。お前の世界は最後に僕らが手伝ってやるんだからさっ」

　そう言って、アキトは完全にヒマワリから背を向けてしまった。

　ヒマワリはアキトの背中を見ながら、瞳ひとみを潤ませる。

　そして指で涙を拭ぬぐい、いつものように笑顔でこう言うのだ。

「やっぱり……アキトさんは優しいな～」

「うるせぇ……何度も言うな、バカ」

　ぶっきらぼうにそう言って、アキトはアリオーシュのことを思い出す。

　自称神は、今回ばかりはその後の顚てん末まつを教えてくれた。

　彼女は世界を救った。あの三年後に訪れた邪神はアキト達が思っていた以上に凶悪さを増していたが、アキト達のリハーサルのおかげで対邪神への危機感が蘇よみがえり、世界は再び一丸になったのだという。アリオーシュはヴェンデッタが残した戦術を世界に広め、キリシマが残した対邪神オンスロートの設計図も世界で共有された。数万という騎使オンスローターが戦場に出て命を落とし、その先頭でアリオーシュは戦った。エスカテとは違い、戦時中も戦後も英雄として称えられたが、アリオーシュはすぐに鎧よろいを脱ぎ、戦いから遠ざかった。

　幸せな人生だったかどうかはわからないが、彼女はその後も生き続け、戦後は穏やかな人生を送ったという。

（……もしこの救済活動が終わって、自分の世界をやり直せることになったら、僕もお前を参考にさせてもらうよ）

　同じようにできるかはわからないけれど、自分もあの世界の英雄達の想おもいに感化されてしまったのかと、少し皮肉に思う。

　ふと、夕焼けの空の下の幼おさな馴な染じみとの記憶が蘇り、胸が痛んだ。

　アキトは気を紛まぎらわせるように、前に向き直って横目でヒマワリを見た。

「なあ、お前の世界のこと、ちゃんと教えろよ」

「え？　ど、どうしたんですか」

　ふん、といつものように愛想なく鼻を鳴らし、前を向く。

「──お前の世界の番になった時、僕も心構えができていた方がいいだろ」

　この心境の変化を成長として受け入れられない自分がいるあたり、自分もまだまだガキなのだなと、アキトは自じ嘲ちようするのだった。






あとがき









　お久しぶりです。柳やなぎ実み冬とう貴きと申します。

　間が空いてしまって申し訳ないです。ようやく二巻が発売と相成りました。

　今回は、タイトルにもある「英雄」を主体に描かせていただきました。

　逆にラスボスが不在で、遅れて出勤してくる世界ですね。降り立った駄スボス達が、遅れてやってくる敵に対抗するためにひよっこ英雄を育てるという内容になっております。

　学園ファンタジーといえば、結構前にライトノベルで流は行やったジャンルでした。このジャンルでやはり醍だい醐ご味みとなるのはトーナメント戦でしょうね。

　学園である以上、生徒同士の戦いを描くに当たり、トーナメント形式は盛り上がるし熱いしで最適なのでしょう。前に一度学園モノは書いたことがありますし、私も大好物です。

　時々テロが発生したり、外部の敵が乱入してきて大会が中断したり。ライバル同士手を組んでテロを食い止めたり。

　あと、師匠が敵になったり、実は一番悪い奴やつだったり。




　そんなあるあるを、敵側からの視点で見てみたのが本作です。




　敵の気持ちになって考えてみましょう、と。

　敵側からしたら「この非常時に大会やる余裕あるの？」「敵がいるのになんでお祭り？」「正気？　戦争中だよ？」って、思うはずだなと。学園側が大会などを催す理由もちゃんとあるわけですが、敵からしたら「侮られているのか？」と勘違いしてぶっ壊したくなる気持ちも正直わからんでもないわけで。

　そんな部分に全力でツッコミを入れつつも、新たなツッコミどころが生まれてしまった気がしないでもない二巻でした。元々やってみたいコンセプトではあったので、楽しく書けました。

　それでは謝辞を。今回は本当にたくさんの方々にご迷惑をおかけしてしまいました。

　長年お世話になっている担当Ｎ様。お忙しいにもかかわらず、筆の遅い著者に合わせて素晴らしいイラストを描いてくださった、をん様。

　本作を待っていてくださった読者様方にも、最大限の感謝を。

　では、まだ三巻が出せるかわかりませんが、またお会いできることを祈りつつ。


柳やなぎ実み冬とう貴き　











　著者

　柳実冬貴（やなぎみ・とうき）
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